
第Ⅲ章 遺 跡 解 説

収録 した木器の出土遺跡の概略をのべる。ここでは主 として木器が出上 した遺構を概観する

にとどまり,遺跡全体の性格などについて十分な考慮をはらっていない。すでに報告書などが

刊行されている遺跡については,そ れを簡略化 したため表現が不十分であった り誤解 している

場合もありうる。報告書が未刊行の遺跡については,現時点での調査所見にしたがう。こうし

たことから,問題のある木器出土遺跡の検討に対 しては報告書の原点に立返られることを期待

する。また,未報告遺跡については将来その評価に変更が大いにありうる。

1二 重 県

A 下郡遺跡  しもごうり

上野市下郡に所在。上野盆地の中央を北流する木津川左岸の標高約 150mの 微高地に立地す

る。1978年 2月 ～ 4月 と1980年 1月 に上野市が調査 した。遺跡は縄文時代から中世に至る遺構

が重複 し,古墳時代の竪穴住居や滞,奈良 。平安時代の掘立柱建物や井戸,室町時代の館跡を

検出 した。収録の木器は平安時代の井戸から出土。井戸は径 3.5m,深 さ 1,7mの 掘形の底に

礫を しき,横板 3段 (内 法 0。 9m× 0.8m,高さ0,8m)を 井籠組に し,そ の上部の各辺に 2枚

の板を立てる (内 法 1.Om× 1,lm)。 上部の縦板は,内側各辺に 4段の横棧をわた して固定。

堆積土の下層から「延暦」の紀年木簡 とともに,黒色土器・土師器・銅鈴 。斎串 。櫛 。曲物・

部材が出土 し,上層から10世紀後半の灰釉陶器・ 黒色土器などが出上 した (fig.58)。

〔木器番号〕98=δ,翠7==,σ 82翠

〔文  献〕中森英夫・山田猛・山本雅靖『下郡遺跡発掘調査報告』上野市文化財調査報告 5

上野市教育委員会・上野市下郡遺跡調査会 (1978年 )p.16～ 18
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A 湖西線関係遺跡  こせ峰ヽせん

大津市に所在。1971年 。1972年に,湖西線関係造跡発掘調査団が,大津市錦織から同穴太ま

での約 3.4kmに わたって, 日本鉄道建設公団の湖西線開設にともなう事前調査を行った。

大津市北郊の湖西線地域は比叡山系の上砂の流出によって数多 くの複合扇状地を形成 してお

fig.58 下郡遺跡木器出土地点

(1:25000 伊勢路)

fig.57 二重県・滋賀県の木器出土遺跡

==】



fig 59 湖西線関係遺跡木器出土地点

(1:25000 京都東北部)

fig 60 野畑遺跡木器出土地点

(1:25000瀬田)
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り,そ の据部に縄文時代から歴史時代に至る遺跡がある。3.4kmの路線を南から北へ 工～ V区

の 5調査区にほぼ等分 し, 8地点で各種の遺構を検出 した。歴史時代の木器は,各地医の遺物

包含層から出上 し,そ の時代は平安時代～中世にわたる。また,VD区 の大濤で木器が集中的

に発見された。濤は束に流れる幅 2～ 4m,深 さ1.2mの 人工濤で, 木器以外に 7世紀後半の

須恵器 。土師器や土錘・瓦が出土 した(fig.59)。

〔木器番号〕VD区大濤 ;θヱ
=∂

,ヱ∂θ翠,ヱ∂θδ,2∂ヱ翠,翠8=8

VD区 土壊 ;=∂θ∂

VA区 遺物包合層 ;δヱθ2,7θ
=8

Ⅳ D区遺物包合層 ;2をダワ

ⅢH区遺物包合層 ;5722,δダθヱ,δσ
=9

VA・ Ⅳ D・ ⅢH区 ;=9=δ,=9=7,ア 9ヱ8,=9=9,ヱ 92θ ,ヱ 92ヱ

〔文  献〕江日千恵子「木器」『湖西線関係遺跡発掘調査報告』滋賀県教育委員会 (1973年 )

p. 199, 208-209

B 野畑遺跡  のばたけ

大津市瀬田 3丁 目に所在。瀬田丘陵から派生 した束西にのびる舌状の丘陵上,近江国庁跡の

西南 1～1.2kmの 地点に立地。 丘陵西端の北斜面を1981年 に滋賀県が調査 した。

遺構は,古墳時代 (5世紀中業～ 6世紀前葉)の 竪穴住居群 と8世紀中葉～ 9世紀の掘立柱

建物群 とにわかれ,後者は近江国庁に関連する官術跡 とかんがえられる。後者にぞ くする遺構

として, 3時期ほどの立替えがみ とめられる掘立柱建物 6棟 と,素掘 りの井戸 2基 ,横板組の

井戸 1基 を検出 し,木器は井戸 SE01と SE03と から出土。

SE01は直径1.2m,深 さ4.4mの 素掘 りの井戸。底近 くに堆積 した青灰色粘土中から,漆塗

り木椀が出土。伴出遺物が少な く時期を限定で きないが,他の遺構 との関連から8世紀後葉～

9世紀前葉に推定される。SE03は 上下三段の方形掘形をもつ深さ5.1～ 6.lmの井戸で,下段

の方約 2mの掘形内に一辺 1.3mの横板組の井戸枠を組む。井戸枠は高さ 3.lmを のこす。井

戸枠内の堆積土上層から9世紀前葉の黒色土器・ 緑釉陶器などと木履が, 中層から曲物・斎串

などが出土 している。掘形および井戸の堆積上の遺物によって, 8世紀後葉に掘 られ, 9世紀

前業に廃絶 した と推定される(fig.60)。

〔木器番号〕SE01;2翠 2δ   SE03,2θθ8,翠7=7

〔文  献〕林博通・栗本政志「近江国府関連官衝跡の調査一大津市瀬田野畑遺跡の調査概要

―」『古代文化』第35巻第1号 (財)古代学協会 (1983年 )p.21～ 45

林博通「滋賀・野文m遺跡」『木簡研究』第5号 木簡学会 (1983年 )p.47

C 穴太遺跡  あのお

大津市下坂本 1丁 目に所在。 比叡山から発する四谷川の 氾濫で 形成 された 扇状地に位置す

る。1982年 。1988年に西大津バイパスの道路建設にともなって滋賀県が調査 した。地表下 5m

の縄文時代後期～晩期の遺構 と,そ の上層に形成 された 6世紀～ 7世紀の遺構 とからなる。 6

世紀～ 7世紀の遺構は 3層 に大別で きる。第 1層 は 7世紀中葉の遺構で,切妻大壁造住居 3棟

をおゝ くむ掘立柱建物・木塀 。滞を中心 とする。第 2層 は 6世紀後葉から 7世紀前葉にかけての

遺構で,切妻大壁造住居 2棟をおゝ くむ掘立柱建物・ 礎石建物 1棟・木塀 。濤がある。第 3層 は

ヱヱグ

Fig。 61 穴太遺跡木器出土地点

(1:25000 草津)
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6世紀後半代の遺構で, 掘立柱建物・木塀 。濤などを検出 した。 収録 した 箕は 調査地東北部

の, 7世紀前業の遺構面から,土師器・須恵器 。木器などとともに出土 した(fig.61)。

〔木器番号〕を
=θ

8

〔文  献〕林博通・吉谷芳幸ほか「最近の滋賀県下における発掘調査の紹介 その 1」『滋賀

文化財だより』No.73(財 )滋賀県文化財保護協会 (1983年 )p.1～ 2

林博通「滋賀・穴太遺跡」『木簡研究』第 5号 木簡学会 (1983年 )p.48～49

D 下寺観音堂遺跡 しもでらかんのんどう

草津市下寺町に所在。ほ場整備にともない1975年 ～1976年にかけて下寺観音堂廃寺の寺域確

認調査を滋賀県が行った。寺域に関連する濤を検出したほか,1976年の調査で 7世紀後葉から

8世紀前葉にかけての,須恵器・土師器・瓦・木器などがまとまって出土 した。

木器は調査地内のつぎの濤から出土 した。寺域南限内郭の幅 1.35m,深 さ 50 cmの 東西濤

SD01と 寺域西限内郭の南北濤 SD03と の合流点。寺域東側の幅 2.3～ 3m,深 さ 30～ 50 cm

の南北濤 SD06。 SD01に 平行 して流れる幅 4～ 5m,深さ 40～ 50 cmの 濤 SD02(fig。 62)。

〔木器港号〕SD01,7θヱσ  SD02,θ 5θσ  SD06;∂θθ翠

〔文  献〕丸山竜平・岡本隆子ほか「下寺観音堂遺跡」『滋賀県文化財調査年報昭和 51年度

(本文)』 (1978年)p.337～ 406

E 矢倉日遺跡  やぐらぐち

草津市矢倉町に所在。1980年 に滋賀県が調査 した。古墳時代前期から鎌倉時代にわたる遺跡

であるが,中心的な時期は8世紀の中葉から後葉とみられる。 8世紀の遺構は,掘立柱建物23

棟以上 。土壊 5基・井戸 2基などで,木器は井戸 SE02か ら出土。

SE02は 直径 3m,深さ 3.3mの 円形掘形をもち,一辺 80 cmの 方形の横板組の井戸枠が 5

段のこる。井戸内の堆積は 6層 にわかれ, 8世紀中葉まで使われ 8世紀後半に廃絶 したことが

わかる。木履は 8世紀中葉の土師器・須恵器と共伴 した(fig。 63)。

〔木器番号〕SE02,7θ θ7

〔文  献〕平井寿― 。大橋信弥「草津市矢倉日遺跡発掘調査略報」『滋賀文化財だより』

No.45(財 )滋賀県文化財保護協会 (1980年 )p.1～ 4

F 下鈎遺跡  しもまがり

栗大郡栗束町下釣に所在。1982年 に栗東町が調査 した。遺構は弥生時代中期 (第Ⅳ様式)の

土竣・ 溝,お よび調査区の西側で検出 した幅20m,深 さ 1.5mの 歴史時代の大濤である。人形

は,大濤の上部から9世紀～12世紀の須恵器・土師器 。黒色土器 とともに出土 した (fig。 64)。

〔木器番号〕5θθ4 5θθ5

〔文  献〕「学会動向。平安期の人形」『季刊考占学』第2号 雄山閣出版 (1983年 )p.104
ハV105

G 服部遺跡  はっとり

守山市服部に所在。1974年 ～1979年 に滋賀県と守山市が調査 した。遺跡は野洲川下流の旧中

洲上に立地 し,縄文時代晩期から平安時代にわたる。歴史時代の遺構は,調査地のC・ D地区

fig.62 下寺観苦堂遺跡木器出土地点

(1:25000 草津)

fig 63 矢倉口遺跡木器出土地点

(1:25000 車津 )

fig.64 下鈎遺跡木器出土地点

(1:25000 草津 )
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fig 66 久野部遺跡木器出土地点

(1,25000 野洲)
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に集中 し,約 60棟の掘立柱建物 と溝・井戸などを検出 した。掘立柱建物は主軸方向によって 2

時期に大別で き,さ らに出土の上器か ら, 8世紀中葉 。8世紀後半・ 9世紀後半～10世紀の 3

時期に区分で きそうである。須恵器・土師器・ 黒色土器・緑釉陶器・灰釉陶器・木簡をは じめ

として,木器・銅印・帯金具 。刀子などが出土 している。糸巻(0905)は 黒色土器 とともに土壊

から出土 し, 9世紀後葉から10世紀代のもの。人形(4909)は , 8世紀後葉の幅 3m, 深さ lm

の溝SD05か ら出土 (fig,65)。

〔木器番号〕土壊 ;θ9θ 5,SD05,翠 9θθ

〔文  献〕滋賀県教育委員会・守山市教育委員会『服部遺跡発掘調査概報』(1979年 )

H 久野部遺跡 (七ノ坪地区) くのベ

野洲郡野洲町久野部字七ノ坪に所在。1977年に滋賀県 と野洲町が調査 した。遺跡は野洲川右

岸の標高 95mの緩扇状地に立地 し,弥生時代後期から 12世紀まで断続的に形成された集落跡

である。歴史時代の木器は,C地 区の旧沼沢地に流れ込む幅1.7m,深 さ50cmの 溝SD10の 開日

部において,須恵器 。土師器 。黒色土器 とともに出上 した。土器は 7世紀前葉を主体 として,

6世紀か ら8世紀までのものをおゝ くむ (fig。 66)。

〔木器番号〕θ8ヱ翠, θ8ワ0, θ82ク , 互∂θ
=, =∂ =θ

, 29θ2, ∂θθ9, 翠927,7θ2を , 7=θ∂
,

7=θ翠, 7ヱ クク, 72翠θ

〔文  献〕谷日徹「木製品」『久野部遺跡発掘調査報告』滋賀県教育委員会・野洲町教育委

員会 。(財 )滋賀県文化財保護協会 (1977年 )p.33～ 35,82～ 88

光相寺遺跡 こうそうじ

野洲郡中主町吉地に所在。1982年に中主町が調査 した。 8世紀から9世紀前葉にかけての集

落跡。掘立柱建物 。井戸 。滞などを検出 し,木器は居住域を区切る幅 2m, 深さ 50 cmの 濤か

ら, 8世紀中葉～末の須恵恭や土師器 とともに出土 した (fig.67)。

〔木器番号〕θ8ヱ 5, β
=θ

4 2どヱθ, ∂θθ5

J 十里町遺跡 じゅうりちょう

長浜市十里町に所在。1977年 に長浜市が調査 した。縄文時代晩期から弥生時代前期の遺物を

おゝ くむ自然流路と,歴史時代の遺構とが重複 している。

歴史時代の遺構としては,掘立柱建物 1棟・薄・土壊などを検出し,墨書銘のある須恵器や

曲物などが出土。檜扇は,柱穴状の上羨内につきささった状態で出土 した。遺構の年代は,土

器によって 8世紀後葉から9世紀前業となる(fig.68)。

〔木器番号〕
'7θ

∂

K 仏性寺遺跡  ぶっしょうじ

高島郡マキノ町蛭日に所在。1977年度のほ場整備事業にともなって滋賀県が調査 した。調査

地の束狽1で 縄文時代後期の遺物包含層を,西側で各時代にわたる遺物を若千おゝ くむスクモ層を

確認。スクモ層は耕作土直下にある植物の腐植層で,弥生時代中期,奈良～平安時代 (8～ 9

世紀), 中 。近世の土器片 と斎串 。加工木 。自然木などが混在する。 地点によっては水田化以

前の樹木の根 ものこる。田下駄は付近の工事中にスクモ層から採集 した(fig.69)。

=ヱ
翠

fig 67 光相寺遺跡木器出土地点

(1:25000 近江八幡)

fig.68 +里町遺跡木器出土地点

(1:25000 長浜)

fig 65 服部遺跡木器出土地点

(1:25000 堅円)
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〔木器番号〕θ8ヱ 7, 翠δク7

〔文  献〕山口順子「高島郡マキノ町仏性寺遺跡出土の田下駄」『滋賀文化財だより』No.

32 (1979と瞬)p. 3-4

L 針江北遺跡  はりえきた

高島郡新旭町針江に所在。安曇川の沖積平野の微高地に立地する。1982年 に国道 161号 バイ

パスに関連 して滋賀県が調査 した。平安時代前期(9世紀後葉～10世紀前業)の遺構と弥生時代

末期の遺構とが重複する。平安時代前期の遺構は方位を共通にする3棟の小規模な掘立柱建物

と, 井戸・土羨・濤・木塀とからなる。 ともなう遺物に時期差がなく, 遺構 も重複 していな

いので,短期間のうちに廃絶 した集落を構成する 1単位の遺構群とかんがえられる。

木器は井戸 SE01と 土羨 SK10と から出土。SE01は 2間 Xl間 の掘立柱建物の南東約 4mに

ある井戸で,掘形は径0.8m,深さ0.65mの 円形を呈 し,中央の底から約20 cmの ところで井戸

枠としてすえた曲物が出土 した。また井戸をおおう形で,建物群と方位を同じくする4本の柱

穴を確認した。SK10は井戸の南西約 3.5mの ところにある径約 1,4m,深 さ 0.5mの 円形

土竣で,底部から須恵器杯と曲物が横転 した状態で出上 した(fig.70)。

〔木器番号〕SE01,∂翠θ∂  SK10,9∂θ∂

〔文  献〕兼康保明・尾崎好則 。山口順子

遺跡調査概要 (昭和 57年度)3』

(1983生F)p. 32-41

M 伊井永田遺跡  峰ヽいながた

fig.69 仏性寺遺跡木器出土地点

(1:25000 海津)

「針江北遺跡の調査」『国道161号 線バイパス関連

滋賀県教育委員会 。(財)滋賀県文化財保護協会

高島郡今津町日置前に所在。箱館山から展開する扇状地に立地する。1979年度淡海地区団体

営ほ場整備事業にともなって今津町が調査 した。一辺 0,7～ 0,8mの 方形掘形を もつ, 2間

(3.2m)× 2間 (3.2m)の 総柱掘立柱建物を検出し, 同時に 8世紀中葉の遺物包合層を検出

した。奈良時代の集落跡であろう。

木恭は遺跡の南限に近 くの遺物包含層から出土 し,木履・斎串・割物盆・曲物・用途不明品

がある。同時に トチ・クル ミの実,砥石,須恵器・土師器なども発見 している(fig。 71)。

〔木器番号〕2θθ9, 28θ∂, 28θ4 28θ 5, 78θδ, ∂θθ″, ∂δθ8, ∂σθ9, 7δ
=8, 7ヱ

θ2

〔文  献〕葛原秀雄「伊井永田遺跡」『今津町文化財調査報告書 第 2集雪今津町教育委員会

(1983年 )p.47～ 51

N鴨 遺 跡  か も

高島郡高島町鴨に所在。1979年・1980年 に滋賀県が調査 した。鴨川右岸の扇状地上に立地

し,官衛跡に推定できる。遺構は木妍に囲まれた 150m四方のなかにまとまり,西側微高地上

に位置する西地区では, 掘立柱建物 (3棟以上)・ 滞・井戸・土装などを検出した。また,東

地区では西地区ほど遺構は密集 していないが,遺物を多量におゝ くむスクモ層が厚 く堆積する。

2地区ともに,出上 した土器によって 9世紀後業～10世紀前葉の年代がかんがえられる。

東地区のスクモ層からは,貞観15年 (873)銘 の木簡をおゝ くむ木簡 5点・銅印 1顆・木履 。仏

像 。人形・陽物形・斎串・櫛・杓子 。曲物・盆・用途不明木器などとともに,緑釉陶器 。灰釉

陶器 。須恵器・土師器 。黒色土器 。種子などが出土 した。西地区で検出した井戸は,長径 2.4

fig 70 針江北遺跡木器出土地点

(1:25000 今津)

fig.71 伊井永田遺跡木器出土地点

(1:25000 海津)
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5



第Ⅲ章 遺跡解説

m, 深さ 70cmの楕円形の掘形の底に砂利を敷 き,一辺約 lmの板を井桁に 3段以上組む。井

戸の底から,井戸枠 と礫 とにはさまれたものもおゝ くめて 5本の斎串が出土 し, このほか埋上の

下層から土師器皿 と緑釉陶器の小椀が各 1点出土 した (flg。 72)。

〔木器番号〕東地区遺物包含層 ;θ7ヱ 9,θ 8θ8,θ 8ヱク,2θθ5,2θθδ,ク
=θ

翠,2クθ8,

2∂θ7, ク∂θ9, 28θヱ, 翠θθ5, 翠∂θ9, と∂ヱ
=, 

翠∂ダ翠,

と928, δダヱθ, δ
===, 

δ
=ダ

2, δグθ7, 72∂5

西地 区井戸 ;翠7ヱ 9,F7〃θ

〔文  献〕兼康保明「井戸における斎串使用の一例―滋賀県高島郡高島町鴨遺跡の井戸―』

『古代研究』19(1980年 )p.61～ 67

丸山竜平・兼康保明ほか『鴨遺跡』高島町歴史民俗叢書第二輯 高島町教育委員

会・滋賀県教育委員会 。(財)滋賀県文化財保護協会 (1980年 )

fig.72 鴨遺跡木器出土地点

(1:25000 勝野)

fig.73 京都府の木器出土遺跡

に万(懐人V4

-条大路

i市一条大路

二条大路

三衆大路

,ヨ 条大路

五条大路

六条大路

七条大路

八条大路

九条大路
酉
一冴
大
路

　

７４

西水�大路
　　」鳩

酉 西 米 引t J【

系子春子孝
長岡京跡条坊概念図

束
求
撤
大
路

束
二
坊
大
路

3京 都 府

A 長岡京跡  ながおかきょう

京都府向日市鶏冠井町を中心にして所在。 京域は東西4.3km,南北5。 3kmの方形を呈 し,

大極殿跡・ 第 2次内裏跡・ 第 2次内裏南方の築地跡など, 宮域の一部が 史跡に指定されてい

る。1954年から本格的な発掘調査を開始 し,現在,向 日市・長岡京市 。大山崎町・京都市 。京

BF3府 の 5行政機関が発掘調査を実施 している。向日丘陵が平地に移行する低位段丘上に宮域を

配 し,左京域はこれに連なる標高 13～ 15mの桂川氾濫原上に, 右京域は西山丘陵からのびる

低位段丘上に位置する(fig.74)。

宮域や右京域は乾燥 しやすい段丘上にあるため,木器の大半が左京域の条坊の側濤や井戸 ,

ごみ捨て用の土羨から出土する。木器や土器の年代は,伴出する木簡によって年代を確定する

ことができ, 長岡京遷都～第 2次内裏造営時 (784年 ～789年 )と 第 2次 内裏造営～長岡京廃都

時(789年 ～794年 )と の 2時期に大別できる。なお,長岡京の土器の年代は,平城宮の型式編年

での第Ⅵ期に相当する。

1 長岡宮北辺官衛の川SD3100(7AN5地 区 30o31次調査)

宮域の北辺にある束西 8町,南北 4町域を北辺官衛地区とよぶ。1970年,向 日市立向陽第二

小学校の建設にさきだって, この地域を京都府が調査 した。調査地は北辺官衛地区の南辺中央

部,標高14.Om前 後の旧石田川の氾濫原上に位置 し,遺物は旧石田川の流路にあたるSD3100

から出土 した。SD3100は杭で護岸 した幅5.6mの小河川で,北束の沼に流入 している。SD3100

の東には総柱の掘立柱建物 1棟がある。

SD3100か ら出土 した遺物には, 木器・木簡・土師器・須恵器などがある。木器は収録 した

もののほかに, 人形 。斎串・櫛・漆器・部材などが出土 している。木簡は物品整理札で,「八

條四甕納米二郎九斗」と記 してお り,倉庫に収納 した米の容器(奏)に付けたもの(fig.75)。

〔木器番号〕θ
=θ

8, ,を

'翠

ヱ5, 2翠 Fδ, 翠θθ8, 58θ l;', δ7ヱ ,を,

〔文  献〕吉本発俊・北山惇・浪貝毅『森本遺跡発掘調査概報』長岡京発掘調査団 (1970

１
●

凸国
・３
全

子

品 「
０

ヱヱδ

年 )p. 23-28



3京 都 府

中山修―・小林清・吉本発俊・浪貝毅 。木本信策「長岡京昭和44年度発掘調査概

要」『埋蔵文化財発掘調査概報1971』 京tll府 教育委員会 (1971年 )p.4～■

2 長岡宮束方官衛北部の川 SD8701(7AN3A・ 7AN3B地 区 87・ 125次調査 )

宮域の束辺に所在する南北 8町分を東辺官衛地区とよぶ。向日市が1978年に調査 した地域は

その北端の官衛区画,前項調査地の南束部に位置する。

遺物は旧石田川の流路跡の一部で ある SD8701か ら出土 した。前項の第30次調査 区はこの川

の上流にあたる。SD8701は ,幅10m,深 さ0。 4mで ,北西から南束に流れる。杭などの護岸施

設はないが,SD8701を渡るための橋SX8700を 設ける。SX8700は 川の両肩から約 3mへ だたっ

た位置に, 4m前 後の間隔で杭 (径 20 cm前 後,長さ約 2m)を 8対打込んで橋脚をつ くる。

遺物は橋直下の堆積土である砂礫層のなかから多数出土 した (fig.75)。

遺物には,木器・木簡・土師器・須恵器・二彩陶器・軒平瓦・土馬 。紡輸・ 銭貨 (萬年通賓

・神功開賓)・ 獣骨・種子などがある。 木器では収録 した ものの ほかに木皿・櫛・ 箸がある。

木簡は,巻物の軸につけた題鎖で,「人物志三巻」 と記 されていた。土器はすべて長岡京時代

(784年～794年)の特徴をもっており,『人物志』という書物をそなえた某官庁の不用品が廃棄

されたもの。

〔木器番号〕ヱ8ヱ
=, 

ヱ8_]``とを,, 7`とを
'=7

〔文  献〕山中章「長岡宮跡第87次 (7AN3A地 区)発掘調査概要」『向日市埋蔵文化財調査

報告書第 5集』向日市教育委員会 (1979年 )p。 27～41

3 左京二条二坊六町の中央濤 SD1301(7ANESH-1・ 2・ 4・ 6地区 左京 13。 22・ 51・

95次 調査 )

左京二条二坊六町は,標高13m前後の桂川の氾濫原上に立地する。向日市が1977年 ～1980年

に行った 4次にわたる調査によって,東二坊坊間小路西側濤・六町内を区画する濤・掘立柱建

物 。井戸・橋などを検出した。とくに SD1301か ら出上 した大量の木簡によって,大政官をは

じめとする三官八省の財政運営に重要な役割をはた した太政官厨家が六町内に存在 したことが

判明した(fig.75。 76)。

SD1301は 幅 4m,深さ 0。 6mの 素掘 り滞。 六町の中央を西から東へ流れる排水濤として機

能する。埋土は上・下 2層 にわかれ,出土木簡の年紀によって下層の埋没年代が延暦 8年二月

以前,上層が延暦 9年 5月 ～延暦13年 (790～ 794)で あることがわかる。下層の砂層から土器類

ゃ80点 の木簡が出上 したほか,上層にはない銭貨 (和同開珠・高年通賓・神功開賓)が大量に

存在 した。下層に土砂が堆積 したのち溝は部分的に改修され,西方では 1.5mに 幅を狭め両岸

に板をあてて護岸する。束方では溝本体に改作をくわえず,い ろいろな構造の橋を設ける。上

層 (褐 色粘質土)か らの出土遺物は多 く, 327点 の木簡をはじめ, 土師器 。須恵器 。軒瓦・土

馬・塁書人面土器・製塩土器 。二彩陶器 。鉄製品 。青銅製品・獣骨 。凝灰岩など多種多様な遺

物がある。溝を埋めるために一時に投葉されたのであろう。

木器には収録 したもののほか,櫛・桧扇・ フォーク状木器 。箸 。輸などがある。とくに上層

から出土 した人形は大 。中・小型のものが組合ってお り,使用方法を推測 しうる好例である。

こうしたSD1301の 遺物は,長岡京時代の基準資料になっている。

〔木器番号〕θ
==θ

, θ2==, θグ
=2, 

θ2=∂ , θ2ヱ 5, θ2=9, θ225, θ324 θ7ヱ 2,θ 8=9,

ヱヱ7

fig,75 長岡京跡木器出土地点

京 (1:25000 京都西南部)
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第Ⅲ章 遺跡解説

=θ
ヱθ, =∂ ヱδ, =9θ7, ヱ929, =935, ヱθ∂9, ヱ9率θ, =9翠

=, 
ヱ9翠2,2θθ2,

2翠∂5, 25θ 8, 2δθ
=, 2σ

θ7, 38θし, 38=θ , 38ヱ
=, 39θ

9, 99==,39=δ ,

99,7, 翠θθδ, どθ
=7, 

翠θ23, どθ2を , 翠θ29, 翠θ∂2, 翠
=θ

5, 翠2=2, 42=5,

翠223, と22を , 翠225, 翠2∂9, 翠∂θ8, 翠∂ヱβ, 翠5=ヱ , 翠5ヱ δ, 翠735, 翠9=5,

Fr9=7, 5θ θ
=, 5ヱ

θ7, 5ヱ θ8, σヱθ9, 5ヱ ヱθ, 5===, 52θ 2, 5∂θ
=, 5∂

θ2,

5∂θ5, 5∂θδ, 5翠ヱθ, 5翠ヱヱ, 55ヱ 5, σδヱδ, 5δ
=7, 57∂

グ, 57翠θ,58ヱ β
,

δθθ∂, δttθ 5, δど
==, 

δδθヱ, δδθ∂, δδヱ翠, σδヱ5, δ7=5, δ82″ , δ823

〔文  献〕山中章 。中尾秀正 。高橋美久二・百瀬正恒・百瀬ちどり・石尾政信・徳丸始朗・

中山修―「長岡京跡左京第13次 (7ANESH地 区)発掘調査報告」『向日市埋蔵文

化財調査報告書第 4集』向日市教育委員会 (1978年 )p.1～ 39

山中章・ 清水みき「長岡京跡左京第51次 (7ANESH-4地 区)～ 左京二条二坊

六町～発掘調査概要」『向日市埋蔵文化財調査報告書第 7集』 向日市教育委員会

(1981と毒)p. 79-136

4 東二坊坊間小路の西側濤 SD5101・ SD5102(7ANESH-4地 区 左京51次調査)

東二坊坊間小路は,向 日市が1980年までに行った 4回 の調査によって左京域をとおる重要な

道路の一つであることが明らかになった。 左京二条二坊六町に接 して検出した西側濤 SD5101

・SD5102は , 東二坊坊問小路の拡幅によってつけ替えたもので,SD5101が拡幅前, SD5102

が拡幅後のものである(fig。 76)。

SD5101は 幅 1.3m,深 さ 0,3m～0.5mの 素掘 り濤で,南から北へ流れて,六町の中央滞

SD1301に注 ぐ。共伴遺物には土師器・須恵器がある。木器は収録品以外に,大型人形・斎串

・櫛・箸 。曲物・刀子柄などがある。SD5102は幅 0.8m,深 さ0.2～0.3mの素掘 り滞で,北か

ら南へ流れる。共伴遺物には土師器 。須恵器・瓦等がある。木器にはほかに櫛 。箸がある。

〔木器番号〕SD5101,θヱθ5 SD5102,2を 2θ

〔文  献〕山中 。清水前掲書

5 左京三条二坊四・ 五町の滞 SD0210(7ANFNT-1・ 2地区 左京 2・ 4次調査)

左京三条二坊四町・五町にあたる向日市上植野町西大田において,京都府立向陽高校が建設

されることにな り,1974年 。1975年に京都府が発掘調査を行 った。長岡京時代の遺構 としては

三条大路両側滞・ 町域内の南北濤・ 掘立柱建物・井戸などを検出。ほかに長岡京造営以前の水

路,平安・鎌倉時代の掘立柱建物 もあった(fig.75。 77)。

長岡京時代の遺構は,「鮭背綿」などの木簡,「西宮」の墨書土器10数点が出上 したので官衛

的な遺構に比定 しうる。 SD0210は 長岡京時代の掘立柱建物SB0203の 建設に際 し埋めたてた奈

良時代の滞。台地部では幅 1,7m,深 さ 0.5mで安定 した位置を流れるが,平地部では幅 4～

■ mと ひろが り,10数列の護岸杭列を打込む。土師器・ 須恵器 。曲物・斎串 。人形などが出

土 し,人形には等身大に復原 しうる大型人形 2点 をおゝ くむ。

〔木器番号〕 歿η 翠, 整δ2と , ど7ヱ θ, 翠θ〃翠, 5翠θσ

〔文  献〕高橋美久二「長岡京跡左京三条二坊第 1次発掘調査概要」『埋蔵文化財発掘調査

概報 (1975)』 京都府教育委員会 (1975年 )

高橋美久二・百瀬正恒・ 徳丸始朗「長岡京跡左京三条二坊第 2次発掘調査概要」

fig.77 長岡京左京三条二坊四・工町遺構

略図
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3京 都 府

『埋蔵文化財発掘調査概報 (1976)』 京都府教育委員会 (1976年 )

6 左京三条二坊四町の濤 SD0251(7ANFNT-1・ 2地区 左京 2・ 4次調査)

幅 1.6～2,2m,深 さ 0.4mの 南北薦。 三条二坊四町をほぼ東西に 2分する長岡京時代の濤

である。発掘当時は長岡京の条坊が平安京型に復原されていたので,束一坊大路東側濤に比定

された。木簡 5点 をはじめ,人形 。曲物・ 土馬・箸・櫛・ 鎌柄・瓦・ 陶硯・ 高年通賓・ 神功開

賓・ 灰釉陶器が大量の須恵器・土師器 とともに出上 し,長岡京土器の基準資料である(fig,77)。

〔木器番号〕5=02, 5ヱ
=〃

,(`'δ3=

〔文  献〕同 上

7 左京三条二坊の三条大路南側濤SD0254(7ANFNT-1・ 2・ 4地区 左京 2・ 4o71次調査 )

幅1.5m,深 さ0.3mの東西濤。北側の濤SD0252と ともに長岡京時代の三条大路側濤 となる。

それによって三条大路の路面幅 10m, 両側濤をふ くむ幅員 14.7mが ゎかる。濤からは平瓦

片がかな りの量で出土 したほか,若千の須恵器・土師器の破片が出土 した (fig.77)。

〔木器番号〕を822

〔文  献〕同 上

8 左京四条二坊九町の濤 SD1501(7ANFOT-1地 区 左京15次調査)

左京四条二坊九町は,標高 14.5m前後の旧小畑川の氾濫原上に立地する。向日市による3

回の調査を通じて,三条大路南側薄 。九町内の排水濤・掘立柱建物・井戸・土羨などを検出し

九町の町域利用のほぼ全容が明らかになった。九町の北西にあたる左京三条二坊四町では「西

宮」の墨書土器が多量に出土 し,九町西端で検出した井戸の木簡によって,九町は「西宮」に

関係する兵士の駐屯地にあてられる。SD1501は 幅 3.5m,深 さ 0,2mの素掘り濤で,町域内

の排水濤として機能する。共伴遺物には,土師器・須恵器がある(fig。 75・ 78)。

〔木器番号〕2δθ∂

〔文  献〕JI中章「長岡京跡左京第 15・ 27次 (7ANFOT-1・ 2地区)発掘調査概要」『向

日市埋蔵文化財調査報告書第 6集』向日市教育委員会 (1980年 )p.31～85

9 左京四条二坊九町の井戸 SE2714(7ANFOT-2地 区 左京27次調査)

左京四条二坊九町の北西部で検出した曲物二段組の井戸。掘形の直径は 0。 7m, 深さ0.5m

をはかり,上段に直径47 cm, 高さ13 cm, 下段に直径 41 cm,高さ29 cmの曲物をすえる。

井戸底には木炭や小石を敦く。井戸のなかからは須恵器の皿一点が出土 した(fig。 78)。

〔木器番号〕∂をθ9

〔文  献〕同 上

10 左京四条二坊九町の井戸 SE2708(7ANFOT-2地 K 左京27次調査)

左京四条二坊九町の北都中央で検出した縦板と二段の曲物とを組合せた井戸。掘形は直径

1.5m,深 さ 0,75m。 なかから土師器・須恵器が出土 している(fig.78)。

〔木器番号〕どを夏
=

〔文  献〕同 上
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fig`79 長岡京跡木器出土地点 (右京 1)

(1:25000 京都西南部)

第Ⅲ章 遺跡解説

11 左京四条三坊の濤SD451

1980年 8月 以降,京 gFa市 伏見羽束師菱川町で外環状線建設のため,京都市埋蔵文化財研究所

が継続調査を行 っている。調査地は長岡京左京四条二坊十四町,三坊三・六・十一 。十四町 ,

四坊三・六町にあた り,各町の北部を約 20m幅で調査 している。 総延長は東西 800mに およ

び,長岡京時代の遺構 としては,東―・二・三坊大路などのほかに,多数の掘立柱建物 。木塀

・井戸・滞・土羨などがある。 しか し,三坊三町の一部,六町の大半は平安時代の流路によっ

て削られていた。 木器は長岡京時代の滞 SD451ゃ 井戸SE80な どから出土。 他の注目すべ き遺

物 として,土壊SK01か ら出上 した漆紙文書「戸籍」断簡がある。下層では弥生時代の竪穴住

居跡・ 滞・土埃,古墳時代の溝・土城・水田など多数の遺構,遺物を検出 した (fig,75)。

SD451は 幅 1.1～ 1.3m, 深さ 0。 2m～ 0。 4mの素掘 りの南北濤で, 北で約 21度西偏する。

延長 15.Omを検出した。埋土は上層が灰色砂,中層が暗灰色腐植土,下層は暗灰色泥土であ

る。木器の人形・挽物壷は長岡京時代の土師器・須恵器等とともに腐植土層から出土 した。他

に木簡 1点がある。

〔木器番号〕25θ2,σ∂θ9,7ヱθ7

〔文  献〕長宗繁―・本弥八郎「左京四条三坊」『昭和57年度京都市埋蔵文化財調査概要』

(財)京都市埋蔵文化財研究所 (1984年 )p.84～86

12 左京四条三坊六町の井戸SE80

-辺 1.Omの方形縦板組の井戸。径 1.4mの 円形掘形内の四隅に径 7～ 15 cmの 柱をたて柄

穴をあけて 4段に横棧をわたし,そ の外側に幅 5～20 cmの板を各辺 7～10枚たて並べる。埋

土の上層は褐色・茶褐色砂層で,長岡京時代の遺構面を覆う平安時代の流路の埋土と同じであ

る。中層は茶褐色砂礫層,下層は灰色泥土層である。人形 。箸・斎串などの木器は長岡京時代

の土師器 。須恵器等とともに,下層の灰色泥上から出土 した(fig。 75)。

〔木器番号〕翠δ
=C ttδ

ヱ7, 翠8θ5, ど8θδ

〔文  献〕同 _上

13 右京一条三坊五町の旧流路 (7ANGTE地 区 右京22・ 25次調査 )

右京一条三坊五町内を蛇行する古墳時代の旧河川で,善峰寺川旧流路 とかんがえられる。長

岡京時代には, これを埋め立てて,杭列によって護岸 した幅 0.8～ lmの数条の滸を設 ける。

長岡京時代の遺物に,土器・銅銭・瓦,斎 串 。櫛 。人形 。下駄などの木器がある(fig,79)。

〔木器番号〕β
=θ

2,2=θ∂

〔文  献〕長岡京市教育委員会『(仮 )長岡第十小学校建設に伴う発掘調査 (長岡京右京第25

次発掘調査7ANGTE地 区)現地説明会資料』(1979年 )

14 右京三条三坊の今里車塚古墳周濠 (7ANITT地区 右京 7・ 13・ 26次調査)

長岡京西二坊大路の二条から三条にいたる都市計画街路の建設にともない,京都府は1977年

～1981年に発掘調査を実施 し,西二坊大路・弥生時代から古墳時代にかけての集落(今里遺跡)・

前方後円墳(今 里車塚古墳)を検出した。今里車塚古墳は地上に痕跡をとどめないが,全長約75

m,後円都径約 47mの 周囲に, 幅約 12mの楯形の周濠がめぐる前方後円墳である。周濠から

=2θ



3京 都 府

埴輪・木製蓋など古墳時代の遺物,長岡京時代の土師器・ 須恵器 。木器などが出土 した。長岡

京時代の木器には,木皿・曲物・槽・刀子柄・ 刀形 。人形などがある。土器類のなかにも墨書

人面上器・「大郡」 銘の須恵器など祭祀遺物が多いことが注 目される。長岡京造営に際 して,

今里車塚古墳の くびれ部を横断する西二坊大路をつけたので,墳丘を削平 し周濠を埋めるとき

に, これらの祭祀具がつかわれたのであろう(fig。 79)。

〔木器番号〕グδθ8, δδ_ユ

`δ

, δδ_:`7, δδコ:!8

〔文  献〕高橋美久二ほか「長岡京跡右京第26次発掘調査概要」『埋蔵文化財発掘調査概報

1980-2』 京都府教育委員会 (1980年 )p.1～ 265

15 右京七条一坊十二町の恵解山古墳周濠

恵解山古墳は全長 120mの前方後円墳で山城地方で最大規模をもつ。周濠の調査は道路建設

と小学校建設にともなって 2回実施 し, その幅が 20m前後であることがわかった。堆積層の

遺物は多 くないが,下層の葺石にまじって埴輪が,上層から挽物・曲物・下駄などの木器,土

師器・須恵器などが出土 し,上層の年代が長岡京時代から平安時代前期に推定できる(fig.80)。

〔木器番号〕ワヱ
=を

〔文  献〕三上貞二 『恵解山古墳周連第二次調査概報』 長岡京市 文化財調査報告書 第 3冊

(1975年 )p.13～ 14

16 左京四条二坊の川SD1502(中福知遺跡)

向日市上植野町中福知に所在。西山丘陵に発 した小畑川が,向 日丘陵の南端で東折する標高

14m付近の北岸に立地する。1976年以降,向 日市が長岡京跡の調査 と並行 して10数回の調査を

行 った。長岡京廃都直後から平安時代末までの集落跡。井戸・土羨 。旧小畑川の支流を検出 し

た。F類衆三代格』によれば長岡京廃都直後の延暦14年 に このす ぐ北の旧条坊跡に近衛府の蓮

池や勅旨省の藍畑を設けている。出土遺物の主なものには,緑釉陶器・黒色土器 。瓦器・土師

器・須恵器・銭貨 (隆 平永賓・富寿神賓・乾元大賓)。 獣骨などがある。

収録の木器は, すべて平安時代の 旧小畑川の支流 SD1502か ら出土 した。SD1502は 幅3.5

m,深 さ0.7m前後で,西から東へ流れる。 3個所に堰を設け,木器はこれにからむようにし

て発見された。ほかに土師器・須恵器,弘仁 9年初鋳の富寿神賓がある。その他の木器として

は井戸枠に転用 した大型の曲物がある(fig.75・ 78)。

〔木器番号〕22θ9, ∂王ヱθ

〔文  献〕前掲 山中「長岡京跡左京第15・ 27次 (7ANFOT-1・ 2地区)発掘調査概要」

p. 31-86

B 平安京跡  へいあんきょう

平安京は京都盆地の北部,鴨川と御室川にはさまれた地に南北 9条 (38町),東西 8坊 (32町 )

を占地 し,延暦13年 (794)に 設定された都である。 発掘調査は平安博物館・ 京都府教育委員会

などが昭和30年代なかばから開始 し,つ ぎに京都市文化観光局文化財保護課の手で,現在では

京都市埋蔵文化財研究所が主体的に調査 している。本器は右京の二条三坊,三条三坊,七条二

坊(西市跡),右京の四条三坊,五条三坊などから出土するが,平安宮内での出土例はきかない。

右京域の木器は平安時代前・ 中期が多 く,左京は平安時代後期以降のものが多い(fig。 81)。
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fig 82 平安京跡木器出土地点 (1)
(1125000 京都西北部)

第Ⅲ章 遺跡解説

1 左京四条一坊五・六町の井戸SE07A

京都市中京区壬生坊城町・壬生馬場町に所在。1974年・ 1975年 。1976年に平安京調査会が調

査。四条一坊五・六町は平安時代後期の貴族である藤原園明の邸宅跡にあたる。四条坊門小路

の両側溝 と路面などの条坊遺構・ 掘立柱建物・井戸・土壊・ 濤などを発見 した。土墳・井戸な

どには平安時代初期に遡 るものがある。四条坊間小路の側藩は平安時代初期から鎌倉時代末ま

で存続 し, 3回 の改修築を行 う。建物は平安時代後期から鎌倉時代のものが多い(fig.82)。

SE07Aは ,径 1.2m前 後の円形掘形をもつ方形縦板組の井戸。井戸枠は一辺0.5m前後で ,

幅 0.07～0.3mの 不揃いの板をたて並べ,四隅には柱をたてる。堆積土から平安時代前期の土

師器・ 須恵器 。黒色土器などとともに,斎 串 。人形・木簡「凧仁丸苛紫仲」が出土 した。

〔木器番号〕翠7θ2, 翠7ヱ 8, 47クヱ, 翠7∂翠, 55ヱ θ

〔文  献〕吉川義彦ほか『平安京跡発掘調査報告―左京四条一坊』平安京調査会 (1975年 )

p. 36-39

2 左京四条一坊五・六町の井戸SE01

-辺 0。 9mの 掘形をもつ方形縦板組の井戸。井戸枠は一辺 0.55m前 後で, 幅 0,15～0.2m

の板を各辺 5～ 7枚 たて並べ,内側を上下三段の横棧で固定する。井戸の埋土は上層から暗緑

灰色泥砂,黒褐色泥土とつづき,茶灰色砂泥土が底の堆積である。木器は黒褐色泥土から土師

器・山茶椀 。瓦器羽釜などとともに出土 した(fig.82)。

〔木器番号〕_::7θ δ, _ユ:7θ 7, 5∂ _ユ

`θ

, 5∂ _〕と_:!

〔文  献〕同 上

3 左京四条一坊五 。六町の第 エトレンチ第 3層

四条坊門小路から南方にかけてひろがる遺物包含層 (灰褐色泥砂)。 9世紀前半から後半にか

けての土器を多量におゝ くむ。四条坊門小路の南北両側濤は, この層を掘込んでいる。土師器・

須恵器・黒色土器・緑釉陶器・灰釉陶器などとともに木器が出土 した (fig.82)。

〔木器番号〕5ヱθ5

〔文  献〕同 上

4 左京四条一坊五・六町の滞SD01

幅1.8m,深 さ 0.5mの 素掘 り溝。四条坊門小路の北側濤にあたる。

・黒灰色泥砂・黒褐色泥土などにわかれ,木器は茶褐色泥砂から土師器

白磁椀 。白磁壷などとともに出上 した(fig.82)。

〔木器番号〕=9=5,ヱ
92'

〔文  献〕同 上

5 左京四条一坊五・六町の上羨SK03

南北約 3m,東西2m以 上の不整形の土装。青灰色泥砂が堆積し,

陶器・緑釉陶器など平安時代初頭の遺物と木器が出土 した(fig.82)。

〔木器番号〕58==

〔文  献〕同 上

=グ
ワ

濤の埋土は茶褐色泥砂

・ 瓦器羽釜・瓦器鍋・

須恵器・土師器・灰釉
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6 左京四条一坊一町の土羨

京都市中京区壬生朱雀町に所在する。1975年・ 1976年 に平安京調査会が調査 した。左京四条

一坊の北西隅に近 く,土壊・濤・建物を検出 した。 琴柱は東西幅 6m以 上の不整形な浅い土

墳から出土 し,伴出 した須恵器・ 土師器・緑釉陶器によって 9世紀後半から10世紀の年代が推

定される(fig,82)。

〔木器番号〕45ヱ 9

〔文  献〕 (財 )京都市埋蔵文化財研究所『平安京跡発掘資料選』(1983年 )p.41

京都市『史料京都の歴史』第 2巻考古(1983年 )p.107

7 右京西市跡の井戸SE03B

平安京の西市は右京七条一坊・七条二坊・八条二坊に十二町を占地 し,京都市下京区西七条

北依田町・西七条南中野町に所在する。京都市埋蔵文化財研究所による発掘調査が過去数回行

われている。木器が出上 したのは,1977年～1978年,1979年の調査である。検出した主要な遺

構として七条大路側濤 。滞・掘立柱建物・井戸・祭万E遺構などがある。なかでも七条二坊十二

町の南東部の調査では市を細分する南北滞 。東西滞・掘立柱建物・土羨 。祭祀遺構を発見 し,

遺物には 200枚をこえる皇朝十二銭がある。 さらに木簡にも「承和五千文安継」「承和六貫

文」など商取引を暗示するものがある。

SE03Bは 右京七条二坊十二町の南東部にある井戸である。径2.Omの円形掘形をもつ。使用

年代は 2時期にわかれる。当初のSE03Aは 一辺0。 9mの 方形縦板組の井戸。のちになってその

上部に改作 した井戸 SE03Bは SE03Aの掘形を掘 り下げて旧井戸枠の上端を水平にそろえ,四

隅に 0.3× 0.6mの板をおいて基盤とする。その上に23枚 の板を組合わせて,隅丸三角形を呈

する桶状の井戸枠を組上げる。枠板は幅 15 cm, 厚さ約 5 cmで ,下部に加孔をあけて上下の

板を雇納でつなぐ。埋土は二層にわかれ,下層(灰色砂泥)か ら富寿神賓・土師器・須恵器・緑

釉陶器などが検出され,上層(腐植土混 じりの暗灰色泥砂)か ら多量の土器・木器 。貞観永賓が

出土 した(fig.83)。

〔木器番号〕ヱθθ8, =9θ8, 22θク, 23θ4 2″θ5, 72θσ, 2孝∂9, ∂9=∂ , Fr∂ 2∂ ,y∂β翠
,

翠翠θ7, 翠翠ヱ5, 45=8, 翠7θど, δをヱδ, δ9θ5

〔文  献〕前掲『平安京跡発掘資料選』一部資料の紹介

前掲『史料京都の歴史』第 2巻考古 p。 ■6～ 117

8 右京西市跡の井戸SE20

-辺 0.5m,深 さ 1.6mの 方形縦板組の井戸である。井戸の埋土は四層にわかれ,最下層か

らは承和昌賓が29枚重なって出土 した。 これとは別にに隆平永賓 。長年大賓 。饒益神賓など計

53枚 の銅銭が出土 している。上器類 も土師器 。黒色土器・ 須恵器・ 緑釉陶器 。灰釉陶器など多

彩である。木器は挽物盤・箸 。杓子・下駄などの生活用品と斎串などの祭斤E遺物が ともに出土

した (fig,83)。

〔木器番号〕王7θゑ =7θ翠, ク∂θ5, 〃∂θδ, 27θ5, 2707, ∂
=ヱ

3, ∂ヱ
=を

, 95θ8,ど2=δ
,

翠229, を7θ9, 翠7∂5, を8支ク, 572X, δ5θ9, δ5=θ , δ5ヱ ヱ, σδθ7,δδ2θ

〔文  献〕同 上

fig.83 平安京跡木器出土地点 (2)
(1:25000 京都西南部)

ヱク∂



第Ⅲ章 遺跡解説

9 右京西市跡の濤SD12

幅 0。 5m, 深さ 0。 2mの東西濤で, 両岸を板で護岸。濤の西端は SD05と 接 し,東端は板で

斜めに閉 じてお り,東西長 4.7mを はかる。南肩の中央部には幅 0。 lm,長 さ 1,3mほ どの板

を敷 き,そ の上に須恵器瓶子・土師器杯・甕・斎串を置いていた。漆器皿は海のほぼ中央部か

ら, 9世紀中葉の土師器・ 須恵器などとともに出土 した (fig.83)。

〔木器番号〕2Fθ5,σ 5ヱ翠

〔文  献〕同 上

10 右京西市跡の遺物包合層A区 5層

SX10・ SD12な ど, 9世紀中葉の遺構の下層で遺物包含層(暗灰色泥砂)を検出した。木器は

9世紀前半の土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器などとともに出土 (fig.83)。

〔木器番号〕2翠22,翠θ
=∂

〔文  献〕同 上

11 右京西市跡の祭祀遺構SX10

SD12の東端,南側に位置する。遺構は径16 cmの上師器杯を 2個体正位置で南北に並べ (1

個体は底都中央に穴をあける),す ぐ西には両端に袂 りを入れ た長さ 0。 7mの棒を南北方向に

お く。土師器と棒の間に,富寿神賓・承和昌賓を12枚 ばらまく(fig.83)。

〔木器番号〕7==7

〔文  献〕同 上

12 右京西市跡B区の土墳SK15

トレンチ北端で検出した東西濤 SD13に削られた焼土が混 じる土壊。規模は長辺 3.Om, 短

辺 1.8m以上,深さ0.2m。 出土の土器は 9世紀前半にぞくする(fig.83)。

〔木器番号〕翠θ
=δ

〔文  献〕同 上

13 右京西市跡の井戸SE03

下京区西七条南中野町に所在。1979年に京都市埋蔵文化財研究所が調査。右京八条二坊八町

にあた り,建物・井戸などを検出した。木器が出土 した SE03は ,一辺 1.lm,深さ 1.6mの

方形縦板組の井戸で,掘形は 2.1× 2.Omの方形を呈する。発掘 したとき南辺部の側板は内側

に倒れ,そ の上から土器がかたまって出上 した。井戸底から曲物 4個 と須恵器杯が正位置で出

土。ほかには,須恵器・土師器・隆平永賓・富寿神賓 。刀子 。櫛・ 斎串などがある(fig。 83)。

〔木器番号〕
=8θ

5, ヱ8ヱθ, ∂∂θ9, 94θダ

〔文  献〕中村教『平安京西市跡―南病院中棟新築に伴 う発掘調査の概要―』(財)京都市埋

蔵文化財研究所 (1979年 )

14 西寺跡の井戸SE01(12次調査)

西寺跡は京都市南区唐橋西寺町に所在する。平安京の二大官寺の一つであったが,平安時代

中期後半の火災で壊滅的な打撃をうけた。発掘調査は 1960年 から20数回行われ,南大門 。中

=ワ
翠
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門・ 回廊 。金堂 。僧房。アよヽ子房・食堂などの伽藍配置があきらかになった。伽藍中心部の調査が

多いためか,遺物は瓦を除いて多 くはない。木器は京都市埋蔵文化財研究所による1980年 の訓

査で出土。また,西寺関連遺構の下層からは弥生～古墳時代の遺構 。遺物が発見されている。

木器が出土 した井戸 SE01は 西寺食堂院の東北約15mに位置し,西寺大炊殿・食堂に関連す

るとかんがえられる。一辺 2.3mの方形横板組の井戸で,井戸枠 2段 (高 さ0.6m)を のこす。

井戸枠上部に4層 の堆積層があり, とくに第 3層上面からは炭化木片とともに多量の遺物が出

土 した。井戸枠内の埋土は青灰色砂質土・青灰色粘質土・茶褐色砂礫などで,青灰色粘質土か

ら木器が出土 した。土師器・須恵器 。黒色土器 。二彩陶器 。緑釉陶器・灰釉陶器・土馬など多

様な遺物がある。ほかに富寿神賓が10枚 もある(fig.83)。

〔木器番号〕
=8θ

翠,翠θ25,ど 525,55θ 9,δθヱ∂

〔文  献〕長宗繁―・鈴木久男 「西寺井戸跡」『平安京跡発掘調査概報―京都市埋蔵文化財

研究所概報集 1978Ⅲ ―』 (財 )京都市埋蔵文化財研究所 (1978年 )p.48～ 61

15 左京六条一坊八町の井戸SE03

京都市下京区中堂寺命帰町に所在。平安京左京六条一坊八町の南半部にあた り,1983年,京

都市埋蔵文化財,F究所が調査。 近世の採土跡と平安時代後期 ～ 鎌倉時代の井戸11基 を検出し

た。SE03は 方形縦板組の井戸で,底 に曲物をすえる。■世紀後業(fig.83)。

〔木器番号〕δ2==

〔文  献〕平尾政幸 。梅川光隆・辻純―「左京六条一坊」『昭和57年度京者卜市埋蔵文化財調

査概要』(財 )京都市埋蔵文化財研究所 (1984年 )p.23～ 24

16 左京八条三坊九町の遺物包合層

京都市下京区烏丸通木津屋橋上る束塩小路町に所在。1977年,京都市高速鉄道烏丸線遺跡訓

査会が調査を行い,平安時代中期の遺物包含層 と,平安時代後期から現代に至るまでの各時期

の遺物包合層 。井戸・土羨などを検出。収録 した人面木器は,平安時代中期の遺物を包合する

淡灰色 シル ト層から出土 した。 この層は,遺物をおゝ くまない黄褐色砂礫層の窪んだ部分に堆積

してお り,自 然堆積層 とかんがえられる(fig。 84)。

〔木器呑号〕5y=7

〔文  献〕/卜 森俊寛 。原山充志「NO。 74」 『京都市高速鉄道烏丸線内遺跡調査年報 Ⅲ (1977

～1981年度)』 (1982年 )p.135～ 143

17 右京三条三坊十町の木棺墓

京都市中京区西ノ京徳大寺町に所在。1979年 に京都市埋蔵文化財研究所が調査。 9世紀から

10世紀後半にかけての邸宅跡で, 掘立柱建物 8棟・ 木塀 4・ 土壊 。宅地区画濤などを検出 し

た。建物は方位によって 2時期にわかれ,濤 。木塀によって区画の変遷がわかる(fig.85)。

収録 した漆録は宅地の西北隅で検出 した木棺墓から出土。墓族は南北 1.9m,束西 0.6m,

棺は長さ 1.6m,幅 0.4m。 棺蓋板上に土師器皿 2枚 をおき,棺内には,須恵器瓶子 2個体 。

両面黒色土器椀・ 和鏡・漆器の角盆を副葬する。 棺内北端部に 納めた漆器の 角盆上には 漆皮

皿・漆器合子・墨・銅製毛抜 き・ 小玉 。黄楊製の棒がのってお り,合子内には自粉状のものを

入れていた。黒色土器・土師器皿は10世紀後半のもの。

fig.84 平安京跡木器出土地点(3)

(1:25000 京都東南部)

fig.85 平安京跡木器出土地煮(4)

(1:25000 京都西北部)
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fig.86 仁和寺南院跡木器出土地′点

(1:25000 京都西北部)

fig.87 尊勝寺推定地木器出土地点

(1:25000 京都東北部)

第Ⅲ章 遺跡解説

〔木器番号〕2翠ヱ
=

〔文  献〕前掲『平安京跡発掘資料選』図版23-69

前掲『史料京都の歴史』第2巻考占 p.■ 1

C 仁和寺南院跡 にんなじなんいん

京都市右京区宇多野御屋敷町に所在。京都市埋蔵文化財研究所などが数回調査が行い,園池

・礎石建物・墓などを検出した。木器が出土 したのは1982年 に行った試掘立会調査で,園池北

部の汀線を検出した。池の規模は南北 80m,東西 60m程度に復原でき, 東岸は双ケ岡の西裾

に接 している可能性がある。堆積土層は,現代盛土・耕作土・床土 。室町時代遺物包含層とつ

づき,池が存在 したときの堆積層は暗灰色泥土である。汀線にはまばらであるが,円礫を敷き

つめる。多数の木器は暗灰色泥土 と円礫の間から平安時代中期から後期 (10世紀から11世紀)

の土師器・瓦器・ 白磁などとともに出上 した(fig.86)。

〔木器番号〕翠翠θ8, 57=θ , 59ヱ 9, σクθδ, 7ヱ
=σ

〔文  献〕京都市埋蔵文化財研究所『京都市内遺跡試掘立会調査概報―昭和57年度』

(19834二 )

家崎孝治「京都・仁和寺南院跡」『木簡研究』第 5号 木簡学会 (1983年 )p。 40

D 尊勝寺推定地  そんしょうじ

尊勝寺は康和 4年 (1102)7月 21日 に造立供養された堀河天皇の御願寺で,京都市左京区岡崎

西天王町から岡崎最勝寺町にかけての方 2町が推定寺域。1969年以降,断続的な発掘調査を行

ない,堂宇跡などを検出 したが,寺域や伽藍配置を確定するに至っていない。

収録した人形は,1976年に現在の平安神宮境内,推定尊勝寺寺域の中央束寄 りで検出した束

西築地塀北側の大溝から出土。東西築地塀は基底幅 2.4m,そ の北に幅3mの犬走を介 して,

幅 2.6m以上,深 さ0.7mの 素掘りの大濤が東西にのびる。大濤には砂層と泥土とが互層にな

っており,瓦片 。加工木などが共伴 した。東西築地塀の南には幅 0.8mの 雨落濤があり, これ

らが一体となって寺院の北限を画していたとかんがえられるが,従前の推定尊勝寺寺域には合

致せず,報告者は,尊勝寺の東にあった最勝寺 〔元永元年(1118)12月 17日 に造立供養された鳥

羽天皇の御願寺〕の北限築地の可能性を提起している(fig.88)。

〔木器番号〕55ヱδ

〔文  献〕梶川敏夫・渡辺和子「尊勝寺跡推定地第皿次発掘調査概要」『六勝寺跡―京都市埋

蔵文化財年次報告 1976-Ⅲ 』京都市文化観光局文化財保護課 (1977年 )p.13～ 52

E 大藪遺跡  おおやぶ

京都市南区久世大敷町に所在 し,桂川右岸に位置する。1972年以降,久世中学校 (旧 乙訓第

二中学校)敷地内を 中心に六勝寺研究会・長岡京発掘調査団・ 京都市埋蔵文化財研究所 など

が,過去 8回 の発掘調査を行った。縄文時代晩期から中世までの遺物が出土 し,検 出遺構とし

ては古墳時代から平安時代の大規模な流路,鎌倉時代の掘立柱建物,井戸などがある。木器は

1972年 。1975年の調査で検出した流路から,多量の祭所E遺物とともに出上 した。流路は北から

南へと流れ,北西 200mの地点で検出した中久世遺跡の流路 SD01の下流にあたるものと推定

できる。この流路は古墳時代から平安時代までの堆積層をもつ。平安時代の流路は幅 12m前

ヱβδ
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後,深 さは 1.3m程度で,と ころどころ丸杭や角杭などで 護岸 している。 埋土は調査地点で

ことなるが,1975年 の第 4次調査区では上層の暗灰色粘質土 と下層の黄褐色砂礫にわかれ,上

層から平安時代中期,下層から長岡京時代前後から平安時代前期の遺物が出土 (fig.88)。

〔木器番号〕θ5θ
`と

:|, 2θθθ, 32θ8, 翠θθ.II, 59_1:5, 59_1:δ

〔文  献〕梅川光隆『大敷遺跡発掘調査報告』六勝寺,F究会 (1973年 )p.29～ 30

F 中久世遺跡  なかくぜ

京都市南区久世中久世町・殿城町に所在。桂川右岸の縄文時代晩期～室町時代の大集落跡で

ある。1972年以降,京都市埋蔵文化財研究所が数回の発掘 。試掘・立会調査が行ってきた。奈

良時代から平安時代の遺構には,掘立柱建物・濤・流路・井戸・土抜などがある。1977年に行

った ND83-4-A-45調査区では,平安時代前期の流路 SD01を 検出し多数の木器が出上 した。

また, この調査区の流路の下層や土壊からは弥生時代中期の木器が多量に出土 した(fig.88)。

1 中久世遺跡の流路

1981年 7月 から8月 にかけて発掘。調査地は京者卜市南区久世中久世町 2丁目 131番地で,中

久世遺跡の北部に位置する。北から南に流れる大規模な流路と土羨などを検出。木器は流路の

第 5層 から出土。この層には 6世紀末から7世紀前半代の土師器 。須恵器などがおゝ くまれ,建

築材もある。なお,流路第 7層では布留式上器とともに石製模造品が多量に出土,第 11層 から

は弥生時代後期の遺物が出土するなど,弥生時代中期・後期から平安時代前期までの連続 した

堆積層が確認できる。

〔木器番号〕とと:'2_ユ :…】:, 22=2

〔文  献〕京都市文化観光局 。(財)京都市埋蔵文化財7Jl究所『中久世遺跡発掘調査概報』

(19824毒 )p. 18

2 中久世遺跡の濤SD01

SD01は 南流する弥生時代からの流路の西肩部に形成 された幅約 6m,深 さ 0,7mの流路で

ある。土層の堆積は,上 。下 2層 に大別される。上層は粘質土の堆積であ り,少量の土器 と饒

益神賓・斎串 。陽物形・ 獣骨などが出上 した。下層は,砂質土 と砂礫土からな り,遺物の大半

はこの層から出土 した。土師器 。須恵器・緑釉陶器・製塩土器・土馬・土錘・ 墨書人面土器・

小型土師器竃・ 鍋・斎串 。人形・ 曲物などがある。伴出土器の年代は平安時代前期。

〔木務諄彗→弓}〕 翠9Z7=, 5ヱθと
', 5ヱ

θ翠, とテヱ
=翠

, 5ヱ ヱとテ, 5王 ヱてテ, 5ヱヱ7, 5ヱ
=8, 

て
'ヱ

θfr, て,ヱ θてヌ

〔文  献〕前掲『平安京発掘資料選』

G 中臣遺跡  なかとみ

中臣遺跡は京都市山科区一帯,山 科川 と旧安祥寺川 とに狭まれた地域にひろがる大規模な集

落跡である。1971年以降,京都市埋蔵文化財研究所が60次 にわたる調査を行 った。遺跡は縄文

時代から中世まで連続するが,中心は弥生時代後期から飛鳥時代にあ り,多数の竪穴住居跡を

検出 した。奈良 。平安時代の遺構は南西部に集中 し,掘立柱建物・土埃 。井戸などがある。木

器が出土 したのは,勧修寺西金ケ1時 町に所在する井戸 SE01(第 10次調査区)で ある (fig。 89)。

SE01は 長径 4.4m,短 径 3.5m,深 さ 3.2mの 楕円形掘形内に縦板を円形に組む。埋土から

fig 88 大敷 。中久世遺跡木器出土地点

(1:25000 京都西南部)

fig,89 中臣遺跡木器出土地点

(1:25000 京都東南部)
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fig 90 鳥羽離宮跡木器出土地点

(1:25000 京都東南部)

第Ⅲ章 遺跡解説

9世紀後半の上師器 。須恵器 。黒色土器・ 緑釉陶器・ 灰釉陶器などが出土 した。木器は下層か

ら多量に発見され,なかには「行徳行徳法・ 。」 と判読される木簡がある。

〔木器番号〕翠δ24 翠7ヱδ, 48θ7, 翠8θ 8, 翠8θ9

〔文  献〕前掲『平安京発掘資料選』

(財)京都市埋蔵文化財研究所『中臣遺跡一文化庁国庫補助事業による発掘調査の

概要 1977年度―』(1978年 )p.4

H 鳥羽離宮跡 とばりきゅう

遺跡は京都市の南部,名 神高速道路京都南インターの南束部にひろがる。11世紀末,自 河上

皇が造営を開始 し,鳥羽上皇 も殿舎仏殿を増築 した。全貌はなお明 らかでないが,南殿・北殿

・馬場殿 。東殿 。田中殿の 5つ の殿舎群 とこれにともなう御堂群の存在が推定できる。

1960年, 名神高速道路建設に ともなって 奈良国立文化財研究所 。京都府が 発掘調査を開始

し,の ちに鳥羽離宮跡発掘調査研究所が受継 ぎ,現在は京都市埋蔵文化財研究所が継続的に調

査を行 っている。近年になって田中殿地区で玉石で築成 した基壇をもつ建物群や庭園などが良

好な保存状態で検出されている。遺跡は下層の縄文時代晩期から平安時代中期まで と鳥羽離宮

時代,室町時代以降の三期に大別される。木器は各時代のものが出土 しているが量的には室町

時代以降のものが多い(fig,90)。

1 烏羽離宮跡の濤SD01B(21次 B調査)

現在の伏見区竹田内畑町 。竹田浄菩提院町一帯は鳥羽離宮束殿の推定地で,安楽寿院・ 白河

天皇陵・ 鳥羽天皇陵 。近衛天皇陵・北向不動尊などが現存する。 SD01Bは ,北向不動尊 と白

河天皇陵との中間地域の北寄 りで検出 した幅 5.5mの束西濤。溝は 2時期にわかれ,新 しいA

濤の埋土は上層が茶褐色粘質土,下層は淡茶灰色砂質土 となる。 B海の上層は灰褐色粘質土 ,

下層は灰褐色小礫混 り粘質土であ り, この下層から木製仏像・ 塔婆などが出土 した。伴出の上

師器から鎌倉時代から室町時代嘆とお もわれる(fig。 90)。

〔木器番号〕2翠∂∂

〔文  献〕長宗繁一 。鈴木久男・加納敬二『鳥羽離宮跡一昭和51年度区画整理道路予定地内

発掘調査概要―』(財)京都市埋蔵文化財研究所 (1977年 )

2 烏羽離宮跡の池状遺構SX07(24次調査)

白河天皇陵の北約80mの ところで,鳥羽離宮期の整地層 (黄褐色粘質土)を 掘込んだ池状遺構

SX07を 検出。 池の堆積層 (青灰色粘土)は 南へのびてお り,鳥羽離宮にともなう池汀は,西方

からこの調査区と白河天皇陵 との間へ向けて入 り込んでいたと推定される。堆積層から,木器

や瓦片などが出土 した(fig。 90)。

〔木器番号〕θ∂25,σ ttθ 8

〔文  献〕長宗繁―・鈴木久男 。加納敬二『鳥羽離宮跡昭和51年度発掘調査調査概要』B区

(財 )京都市埋蔵文化財研究所(1977年 )

3 鳥羽離宮跡 の落込み (26次調査 )

鳥羽天皇陵の北約 100mの位置で検 出 した東西にのびる南へ向けての落込み。35次 A調査 区

=28
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の濤 SD■ と 53次調査 3ト レンチ濠のほぼ中間にあるので,同 じ濤の北岸部に推定で きる。少

量の瓦 。土師器などが共伴 した(fig,90)。

〔木器番号〕θl;'2δ , 5翠θ7

〔文  献〕同上,E区

4 鳥羽離宮跡の濤SDllB(35次 A調査)

上述の26次調査区の西約100mで検出した東西濤。幅約 4m,深 さ 1.5m。 室町時代後半頃に

部分的に拡張され,調査区西端部で張 り出しをもつ濠 (SDllA)に変化する。埋土は暗灰色砂

泥 。暗灰色粘土・灰色砂礫・暗灰色砂礫・灰色砂礫から,最下層の暗灰色腐植土層とつづ く。

木器の出上 した SD■B最下層伴出の上器群は,平安時代末期～鎌倉時代にかけての短期間に

埋没 したものとかんがえられる(fig.90)。

〔木器番号〕2翠
=7, 

δ2θ8, δ2θ9

〔文  献〕(財 )京都市埋蔵文化財研究所『鳥羽離宮跡 (1977年 )一区画整理道路予定地内発

掘調査概要―』 (1978年 )

5 鳥羽離宮跡第 3ト レンチ濠第 9層 (53次調査)

26次調査区の東約 100mで 検出した束西濠。幅 6.Om,深 さ 1.5m。 堆積は上から淡青灰色

粘土・暗灰色砂礫・暗茶褐色砂泥・暗青灰色粘土・黒灰色腐植土・灰黒色粘土・灰色粗砂とつ

づ く。濠の年代は鎌倉時代から近世までつづ くが,木器は最下層から出上 しており,伴出の遺

物から鎌倉時代と推定される(fig。 90)。

〔木器番号〕〃翠Я8

〔文  献〕京都市文化観光局 。(財)京都市埋蔵文化財研究所「第53次 (束殿XXXIII)発 掘調

(1979年 度)文化庁国庫補助事業による発掘調査の概要』(1980査」『鳥羽離宮跡

年)p。 12～ 18

6 鳥羽離宮跡の落込みSX10(53次調査)

上述の濠の北側で検出 した長辺10m,短辺 5m程の不整形な土羨状の落込みで,東部がやや

深い。木葉・水草などの腐植土層が堆積 し,平安時代後期から鎌倉時代の土器・瓦 。木器が多

量に出土 した。それらは,出土状況からみて一括投棄された可能性がつよい(fig.90)。

〔木器番号〕58=島 58アを, δθθδ

〔文  献〕同 上

7 鳥羽離宮跡の濤SD10(54次 B調査)

54次 B調査区は,上述の35次 A調査区に西接する。SD10は幅 4.Om,深 さ約 2mの東西濤

で,35次 A調査区SD■ の西延長部にあたる。あわせて延長約40mを検出 したことになる。最

下層の腐植土から,鎌倉時代の土器や木器が多量に出土。木器は塔婆 。人形・杓子・箸や「鳥

羽二丈一尺」「南無阿弥陀佛」と墨書 した木札など多種にわたる(fig。 90)。

〔木器番号〕55==

〔文  献〕(財)京都市埋蔵文化財研究所「第54次発掘調査」『鳥羽離宮跡(昭和54年度)区画

整理道路予定地内発掘調査概要』(1981年)p.4～ 15

=ク
9



fig,91 下畑遺跡木器出土地点

(1:25000 四辻 )

第Ⅲ章 遺跡解説

8 鳥羽離宮跡 の滞SD07(54次 B調査 )

調査区西端を南北に貫流する大滞。幅 4.5～6.7m,深 さ1.2mで ,延長 65mを検出。北部

東岸では礫による護岸をほどこす。出上の土器などから上述のSD10よ りも新 しく,室町時代に

開攀され,近世まで窪み状にのこっていたことがわかる。収録 した漆器椀は,SD10が交叉する

地点の最下層(腐 植土)か ら出土 した。この地点の上層は複雑で,共伴遺物を特定できないが,

鎌倉時代以降のもの。同地点で,銅製の小椀・水滴が出土 している(fig.90)。

〔木器番号〕2翠 _ユ:δ , 7翠2翠 , δ2=θ

〔文  献〕同 上

9 鳥羽離宮跡の濤SD04(72次 調査)

鳥羽離官田中殿地区の束西道路「北大路」S(F10)の 北側濤。濤幅は 6m前後,深 さ1.2mで ,

卸面は逆台形を呈する。埋土は 3層。上層からは平安時代後期～鎌倉時代の土器が,中 。下層

サらは平安時代後期の土器が出土 した。なかでも木器が多い(fig.90)。

〔木器番号〕
=7θ

9,2∂ヱ∂,2を∂
=,2翠

∂2,5翠ヱ翠

〔文  献〕上村和直「第72次調査」『鳥羽離宮跡調査概要昭和 56年度』京都市文化観光局・

(財)京都市埋蔵文化財研究所 (1982年 )p,16～ 17

10 鳥羽離宮跡の濤SD01(77次調査)

77次調査区は,上述の54次 B調査区に北接する。SD01は 調査区北端で検出した大規模な束西

濤。幅 5.Om,深 さ 0。 6mで ,延長 34mを検出した。滞の南約 5mの ところには,幅 0.8m,

深さ 0。 15mの 同時期の濤 SD02が平行 している。SD01か らは,板絵・木簡・塔婆 。人形・

木球・扇・櫛・漆器椀・下駄などの多量の木器が,土師器・須恵器・瓦器・輸入陶磁器など12

世紀末の土春とともに出土 した(fig。 90)。

〔木器番号〕δ2ヱ〃,σ2=∂ ,δクヱ翠

〔文  献〕鈴木廣司 。吉崎伸「鳥羽離宮跡第77次調査」『昭和 57年度京都市埋蔵文化財調査

概要』(財)京都市埋蔵文化財研究所 (1984年 )p.64～ 65

■ 鳥羽離宮跡白河天皇成菩提院陵 (宮内庁書陵部調査)

天承元年(1131)に 落慶 した成菩提院は,自 河天皇が生前に自らの塔所(陵墓)と して建立 した

二重塔を中心に,故院に縁故の深い御所(泉殿)を改築した御堂が拝所のような形で建っていた

と推定されている。収録 した燈台の台座は,1980年,自 河天皇成菩提院陵の東脇において実施

した調査で,第 5ト レンチV層 (遺構面を覆う有機物堆積層)か ら出土 した。直上の遺物包含層

からは,12世紀の瓦や上器が出土 している(fig.90)。

〔木器番号〕δ翠ヱ5

〔文  献〕福尾正彦「成菩提院陵駐車場整備工事区域の事前調査」『書陵部紀要』第33号 (1982

年 )p. 80-93

下畑遺跡 しもはた

与謝郡野 田川町字三河内 (府立加悦谷高等学校敷地 )1こ 所在。1982年 に京都府埋蔵文化財調査

研究セ ンターが調査 した。丘陵の裾部 の平地 に位置す る。12～ 13世紀頃の黒色土器を多数発見

ヱ∂θ
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したが,遺構は井戸 1基 を検出 したのみである。井戸 SE01は木枠組みで,木器はすべて井戸

の底面やや上から一括投棄 した状況で出土。下駄・ 漆器・ 狗子 。曲物・箸があ り,12世紀～13

世紀の黒色土器 と共伴。ほかに須恵質鉢・土師器・ 輸入陶磁恭・至道元賓がある(fig.91)。

〔木器番号〕ク
==δ

, 2翠支θ, 2翠ク7, 2翠28, 2狂り, 〃を∂0, 翠ど
=∂

〔文  献〕竹原一彦「下畑遺跡発掘調査概要」『京都府遺跡調査概報』第 6冊 (財)京都府埋

蔵文化財調査,F究センター(1984年 )p。 105～ ■7

定山遺跡 じょうやま

与謝郡岩滝町字弓木に所在。1978年・ 1979年に岩滝町が調査。傾斜面を利用 して形成された

石垣・水路 。井戸跡などが検出され,祭祀遺跡または地方官人の邸宅跡ではないかとかんがえ

ている。縄文時代から平安時代にかけての造物が出土 しているが,そ れ以降の遺物がまった く

出土せず, 中世以降には水田化 したのであろう。 木器は 主 として石垣付近 と井戸跡から出土

し,共伴の土器から12世紀代に位置づけられる。なお,そ の他の遺構 として古墳時代の住居 llL

3棟 と竪穴式石室の一部を検出 した(fig。 92)。

〔木器番号〕DL51∠ ;θσθ7,5θθδ,長野∂,52θ7,δθヱ翠

〔文  献〕岩滝町教育委員会『定山遺跡発掘調査報告書』(1979年 )

岩滝町教育委員会『定山遺跡第 2次発掘調査報告書』(1980年 )

K 古殿遺跡  おゝるどの

中郡峰山町字古殿(京都府立 1肇 山高等学校敷地)に所在。1977年 4月 ～ 5月 ,1982年 7月 ～10

月に京都府が調査。丘陵の末端部に位置する集落跡。 3世紀 (弥生時代後期)～ 5世紀初頭,12

世紀～13世紀の 2時期の遺構が重複 している。 3世紀～ 5世紀の遺構としては,竪穴住居・井

戸・滞・土壊などがあるが,12世紀～13世紀の遺構は溝のみで,集落構造などは不明。

歴史時代の木器は滞SD01ぉ ょび遺物包含層から出上 した。 槽・桶 。曲物 。箱・椀・匙 。糸

巻 。人形・陽物形・刀子などがあり,火をうけて表面が焼け焦げているものが多い。多量の上

師器皿と少量の須恵器・黒色土器 。瓦器・輸入青磁・玉石・赤色顔料が共伴 した(fig。 93)。

〔木器番号〕 SD01,7をク5,を2θ5

遺物包含層 ;09θク, ヱθアク, 2∂ アク, 翠θ2δ, 4努8, 翠ク翠θ, 率2翠
=, Fr2翠

∂,

翠2とを, 翠92δ , 5クθδ, 57=5, δヱ
=∂

, δδヱ
=, 7∂

θヱ

〔文  献〕平良泰久・塩沢珠代・杉本宏・橋本高明「古殿遺跡発掘調査概要」『埋蔵文化財

発掘調査概報1978』 京都府教育委員会 (1978年 )p.92～ 162
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A 択山遺跡  はさみやま

藤井寺市藤ケ丘 。野中の古市古墳群内に所在。爽塚古墳 。宮山古墳の西方から北方にかけて

の微高地に立地 し,1972年 以降,主 に大阪府が発掘調査を行 っている。1977年の外環状線工事

にともなって 771区・ 77-2区・ 774区の 3地点で調査を行い, 古墳時代から中世に至る各

種の 遺構を検出 した。77-1区 では南北にのびる大滞 SD7710と これにL字状に接続する濤SD

fig 92 定山遺跡木器出土地点

(1125000 宮津)

fig 93 古殿遺跡木器出土地点

(1:25000 峰山)

fig。 94 大阪府の木器出土遺跡

=∂
ヱ



fig 95 挟山遺跡木器出土地′点

(1:25000 古市)

第Ⅲ章 遺跡解説

7711を 校出。SD7710は 幅 4m, 深 さ 1.2mで ,人工的に ,E堆 した もの。堆積土 は砂礫層 を

基調 に して泥土質 の間層 をお、くみ 3分で きる。出土 した土朴によれば 7世紀後半 に抑1培 し,鎌

倉時代 中期 まで存続す る。組合せ鋤は第 2層 か ら出上 し, 8世紀 にぞ くす る(fig。 95)。

〔木黙番号〕θσθ∂,θ 5θ翠

〔文  献〕尾上実『狭山遺跡・怪里遺跡発掘調査概要』大阪府教育委員会(1978年 )p.5～ 7

B 難波宮跡  なにわのみや

大阪市_L町台地には, 7世 紀中業のЁT期 対t波 宮および8世紀中漿の後期月:波 官があり,月1波

宮址顕彰会およびそれを受継いだ大阪市文化財協会が継統的に発抑1司1杢 を行っている。難波官

にともなう木器類の出土は,い まのところきわめて希薄だが,判
`城

造営前の遺構からは注目す

べき二 。三の木器が出土 している(fig,96)。

1 難波官跡の上壊SK10043と SK10048

大阪市束区法円坂 1丁 目に所在。 1976年 の阪神高速道路束大阪線橋脚工事 (MP-2地点)に

ともなう調査で 6基 の土竣を検出 した。これらの土壊はいずれ も対t波 宮下層遣構 (抑1立 柱建物

・ 滞・土壊)の上に堆積する黒灰色粘質土を抑1込 んでいる。

ぅち,SK10043に は,薄層を介 して上層に犀さ約 0.8mの前期難波宮14地層がある。土壊

の北部分,束西 4.6m,南 北 2.5mの範 1711を 調査 した。深さは 0.45mで ある。 土壊内には

有機質土・炭 。灰・粘上の薄層が互層をな し,なかから土師器・雰f恵 朴 。自然木・ IIl」 物・植物

遺体のほか,付札木簡 2点をおゝ くむ釘状木器 。加工木片・ハツリ婿などの木朴類が出土 した。
(罷 力)

木器の材質はヒノキが圧倒的に多い。 付札木簡は 2点 とも表英に基書があり,「比□ふマ (枇

杷贄力)」 とよめる。 共伴 した土器は 7世紀中業のもので, 前期難波Tイ造営時に廃束物を処理

した土族とかんがえられる。SK10048も ほぼ同じ性格の上壊で,6.6〉(2.lmの 範囲を発掘 し,

7世紀中葉の上器類とともに,木製の到物擁が出土 した(fig.96・ 97)。

〔木器番号〕SK 10043,θ∂ヱと, θ∂ヱ5, θ∂ヱδ, θ∂ヱ7, θ∂ヱ8, θ∂ヱ9, θ&η , θ∂2=,

翠δθヱ, 翠δθ2, 望δθ7, 翠σθ8, 58支 5, 7==2

SK10048;∂ θθヱ

〔文  献〕藤田幸夫「木製汗I」『灯t波 宮均上の研究 第 7J(報告縮)(財 )大 阪市文化財脇会(1981

年)p.120～ 122

2 月t波 宮跡の土壊

大阪市束区上町 1丁目広小路公園に所在。付近は朝堂院南部に推定されている。1975年に調

査 した。土羨は上面で束西約 4.2m,南 北約 3.5m,底面では 1.7xl.3mの 長方形を呈し,

深さ約 2.5mを はかる。埋土は粘土・砂 `灰 などの薄層からなり,泌人物の多少で上・中・下

層にわけられる。その下層から,「廣乎大哉宿世…」 の木簡や材木・多数の土器類が出土 し,

なかに木製の鋤があった。共伴土器は飛烏・藤原地域の土器編年の「飛鳥Ⅲ」にほぼ相当し,

この上羨が前期難波宮造営時もしくはその直前にIILHめ られたことがわかる(fig。 96・ 97)。

〔木器番号〕05θ支

〔文  献〕八木久栄「第66次発掘調査概報」『難波宮跡研究調査年報 1974』 嫌波宮址顕彰会

(1976年 )p.25～30

ヱ∂2

fig.96 難波宮跡木器出土地′点

(1:25000 大阪東北部)
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fig,97 前剣〕難波官と木器出土地点との
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4大 阪 府

C 亀井遺跡  かめい

八尾市南亀井町 3丁 日に所在。1978年から1980年 まで大阪文化財センターが調査。遺跡は河

内平野の沖積低地に立地 し, 最下層の遺構面は GL-5mで あった。弥生時代前期から江戸時

代までの遣構面があるが,弥生時代中期および古墳時代中期の遺構が主体をなす。弥生時代の

遺構 としては前期の淋 4条,中期の滞29条・井戸10基・土装53基 。木棺墓・甕棺墓,後期の淋

6条・井戸 6基・土羨・土抜墓などがある。占墳時代に入 ると大 きな河川の氾澁域 となるが ,

古墳時代中期には,古壇が集造された り焼防が集かれ,西側は水田化する。だが,古墳時代中

期以降から中世にかけては沼沢地にかわる(fig。 98)。

歴史時代の木器は古以{時代中期以降に形成された沼沢地 (SX4001)か ら出上 した。 出土層位

と共伴の土器類から7世紀代にあてられる。

〔木器番号〕θ82σ ,_“θ9,ク
=θ

7

〔文  献〕高島徹・尾谷雅彦ほか「遺構及び遺物」『他井・城山』(財 )大阪文化財センター

(19804i)p.325～ 327

D 郡家今城遺跡  ぐんげいましろ

高槻市今城町を中心に所在する。芥川の 1/El独1に ひろがる低位段丘のほぼ中央部に位置 し,集

落の立地条件 としては, きわめて良好。遺跡の範囲は束西約 300m,南北約 300mで ,北束約

500mには嶋上郡術跡がある。1970年 。1973年に大阪府 と高槻市が大規模な発掘調査を実施 し

たのをは じめ, これまで約 2万m2を 調査。選跡は 1日 石器時代のキャンプ地跡 と奈良・平安時

代の集落跡に大別 される。後者には掘立柱建物跡(110棟 以上)・ 井戸跡 (33基 )。 土墳(37基)が

あるほか,大溝などの条 Jl遣構 も検出 している。 辻物には 多量の土器類 (土師器・須恵器・灰

為h。 緑釉・黒色土器),土型辞,(土馬・土鈴),銅銭,鉄製品(釘・刀子 。鉄斧),木器 (形代 。曲

物 。工具・ 櫛)な どがあ り,ま た墨書土朴・井戸枠材が豊宮にみられる。

収録 した山物は井戸SE06の 井テf枠 として用いた もの。SE06は 集落の北束部にあ り, 加形は

径約 1,7m,現存深1.25mを はかる。井戸枠は数 1』 の 1的 物 (現存 4711711)を 積み重ねてお り,3405

をその最下段にすえていた。井戸のなかから奈良時代後半の上師器 (杯・ 鉢),木簡 。斎串が出

土 した (fig。 99)。

〔木器番号〕∂翠θ5

〔文  献〕原日正三「郡家今城遺跡」『ittt4L市 史』第6巻考古編 高槻市役所 (1973年 )

p. 118-137

高槻市教育委員会「椰家今城遺跡」『 高槻市文化財年報 1972年』 (1973年 )

E 上田部遺跡  かみたベ

高槻市桃園町(高 tlt市庁敷)に 所在。1969年 5月 に高槻市が調査。その後,数地点において小

規模な調査を行 った。芥川が形成 した扇状地上にあ り,弥生時代から中世に至る遺構を検出 し

た。最盛期は奈良時代の集落跡で,撮津国の官田所在地の可能性が高い。遺構は上下 2面の水

田,掘立柱建物,井戸である。遺物には土朴 。木器があ り,後者が豊富である。土器のなかに

は「田子」の墨書杯 (須 恵器)が ある。また和同開I体 も2枚出土 している(fig,100)。

木器の大半は 2面 の水旧跡から出土 した。内訳は織機具・農具・食膳具 。履物で,用 途不明

fig 98 亀井遺跡木器出土地点

(1:25000 大阪東南部)

fig 99 郡家今城遺跡木器出土地点

(1:25000 高槻)

fig 100 上田部遺跡木器出土地点

(1:25000 高槻)
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fig 101 大蔵司遺跡木器出土地点

(1:25000 高槻)
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第Ⅲ章 遺跡解説

のものも少な くない。なかで も,馬鍬・緯打具 。回転翼 (鳥 追い用)な どは珍 しい。天平七年

(735)関 十一月廿三 日の紀年をもつ班田の調査記録をお、くむ木簡13点が共伴 している。

〔木器番号〕θδθ4 θδθ2, θ7θ5, θ7θδ, θ7ヱ 7, θ7ヱ 8, θ8=δ , ヱ
=θ

∂, ヱダヱヱ, ===2,

∂δヱ
=, 

翠2θ 9, δ翠
=2, 

δ翠
=∂

, δ5θδ, δ5θ8, δσク7, δ7=∂ , δ7=9, 7θθ2,

7θ ヱθ, 7=θδ, 7239

〔文  献〕原日正三「上田部遺跡」『高槻市史』第6巻考占編 高槻市役所 (1973年 )

p. 138-145

F 大蔵司遺跡  だ峰ヽぞうし

高槻市大字服部の大蔵司・浦堂地区に所在。1972年 9月 ,1978年 4月 ,1980年 6月 ～ 9月 に

大阪府 と高槻市が調査。二つの丘陵にはさまれた谷部にあ り,芥川左岸に位置する。弥生時代

～古墳時代の竪穴住居や滞,奈良時代の掘立柱建物や水路,平安時代～中世の水路・水田・井

戸などを検出 している。遺跡の北側に式内社 (4申服 4中 社)が ある(fig。 101)。

収録 した木器の大半は,奈良時代の用水路(A地区の濤 6),一部は滞 6の 西(B地区)に ある

自然流路から出土 した。滞 6は幅 6.5m,深 さ lm。 北西から南束に向けて斜行 し,南岸をシ

ガラミで護岸 している。 8世紀後半の須恵器・土師器 とともに,人形・ 斎串 。刀形・櫛 。鋤形

・鏃形・ 挽物盤 。曲物 。折敷・木履 。下駄・鎌柄・ 錐柄などの本器が出土 した。西の自然流路

では,古墳時代の須恵器・土師器を主体 とし,弥生時代～中世に至る土器が混在する。木器に

は,鋤 。鳥形・割物槽・箸 。下駄 。横槌・ 竪杵など奈良時代のものが多いが,鋤 などは古墳時

代に属する可能性がある。なお,濤 6の上層にある平安時代～鎌倉時代初頭の用水路からは,

12世紀末～13世紀初頭の仁王像片が出土 している。

〔木器番‐号〕A地区薄6;θ 7θ 7,ヱθ
=∂

,2θθ翠,2=θ5,2δθδ,27θσ,27θ9,aη 5,

翠Oθ∂, 翠σ2θ , 翠7θヱ, 翠9=を , と928, 5=ヱ ∂, 5クθ5, 5δヱθ,

57θ 8, 5807, δ7ヱ を, δ7ワ2, δ8=θ , δ825, 7θθ7, 72=9,

722θ

B地区 自然流路 ;=θ
=5,δ

θヱ8

〔文  献〕森田克行『大蔵司遺跡発掘調査概要』大阪府教育委員会 (1981年 )p。 9～23

5兵 庫 県

A 吉田南遺跡 よしだみなみ

神戸市西区玉津町に所在。明石平野の西方を限る吉田 。片山丘陵 と明石川 との間にひらけた

沖積平野部に位置する。1976年から1980年 まで■次にわたって調査 した。弥生時代から奈良・

平安時代,中世におよぶ複合遺跡である。弥生時代 と古墳時代の竪穴式住居址 100棟 以上,真

南北線を基軸 として整然 と配置された奈良時代後半から平安時代初期にいたる掘立柱建物34棟

以上を検出 した。 遺跡の北東部に東南方向に流れる幅約 40mの 河川 (十日河道)が あ り,多 量の

上器 とともに木器が出土 した。 とくに河川を横断する木橋付近での木器が多い。共伴 した土器

などからみて 8世紀後半から9世紀頃のものとかんがえられる。河川の西方にある淮 SD■ か

らも多 くの木器が出土 したが,時期は河川 と同 じ頃 とみてよい(fig,103)。

ヱ∂孝

fig 102



5兵 庫 県

河川は弥生時代後期から平安時代末期頃まで存続 した らしく,堆積層は大 きく四層にわかれ

る。第 4層 ,弥生時代後期～古墳時代前期の土器をおゝ くむ砂 と礫の互層。第 3層 , 6世紀～ 7

世紀代の遺物をおゝ くむ砂泥層 と礫層。第 2層 ,奈良時代～平安時代初期の土器をおゝ くむ粘質土

層。第 1層 ,平安時代後期以降の遺物をおゝ くむ砂泥層。木器は第 2層 から集中的に出土 した。

SDllは ,河川の西側を北から南へ流れる幅 6m,深 さ2mの大溝である。 この大濤は掘立柱

建物群の北限および束限を画する もののようで, 出土遺物や 堆積状況から6世紀頃に 開盤さ

れ,平安時代後期に埋没 したとかんがえられる。木器は第 3層 の奈良時代～平安時代初期の雅

積届から土器類 とともに出土 した。

〔木器番号〕河ナI11 ,θグヱを, θδθtt θ8=θ , θ8==, ヱθ
==, 

ヱ2θ
=, 29θ

7, ∂2=8, ∂∂θヱ

∂翠θ翠, ∂を
=θ

, ∂7θク, を∂θ
=, 

翠∂29, 翠∂∂θ, 57=を , δ5ヱ 5, δ5ヱ 8

SDll,θ 8θ 9, 2,=θ , 29θ8, 9θθ8, ∂δθβ, と8=9, 55θ 8, 5δヱヱ

〔文  献〕神戸市教育委員会・吉田片山遺跡調査団『吉田南遺跡現地説明会資料 I～Ⅳ』

(1977年 ～1980年 )

B 出合遺跡  であい

神戸市西区玉津町出合に所在。明石川下流の西岸に位置 し, 古田南遺跡とは約 2kmは なれ

ている。発掘調査は1977年～1984年にかけて断続的に瀬戸内考古学研究所が行い,収録する木

器は1981年秋から1982年冬にかけての調査で出土。調査地は標高約 28mの 台地上 と東側の平

野部にまたがる地域で,古墳時代の竪穴住居址群, 5世紀後半～ 6世紀中葉の古墳,奈良時代

後半～鎌倉時代前半の掘立柱建物群,鎌倉時代前半以降の水田跡などを検出した(fig。 104)。

木器は台地上にある奈良時代後半の建物群にともなう井戸の最下層から出上 した。井戸は一

辺約 2.3m,深 さ 2.8mの方形の掘形をもつが, 枠木ないしはその抜取 り痕跡はなく, もと

もと素掘 り井戸であったとかんがえている。井戸のなかから墨書土器・転用硯・製塩土器・瓦

などとともに,木簡・剣形・鳥形・曲物・下駄 。斎串などの木器が出上 した。共伴 した土器は

8世紀後半のものである。このほかに,台地の下の束側にある南北大濤で,平安時代末～鎌倉

時代前半の小児用下駄が 1点 出土 している。

〔木器番号〕2==2,を 7ヱ翠,57θ5,δθθ率

〔文  献〕鎌木義昌・亀田修一「兵庫・出合遺跡」『木簡研究』第 5号 木簡学会 (1983年 )

p. 64-65

C 上原田遺跡  かみはらだ

姫路市花田町上原田と同市飾東町庄に所在。1975年 9月 から1978年 3月 にかけて兵庫県が調

査 した。奈良時代後期の地方官衛遺跡。山地が平野にうつる変換点に位置 し,谷外・北 。中央

。南の 4 JRU査 区にわかれる。中央区をのぞ く3地区からはそれぞれ方向性をもった掘立柱建物

が18棟検出され, とくに南区では奈良時代中葉から平安時代中葉までの間に 4回 の建替えがみ

とめられる。木器は北区の井戸SE02お よび南産の井戸SE03か ら出土 した (fig。 105)。

SE02は 方形横板組の井戸で,長径 4.8m,短径 4.2m, 深さ4.3mの楕円掘形内の 北側 と

束側 とに 3枚づつ縦板 を打込み, その上に長さ ■0～ 160 cm, 幅 11～30 cm, 厚さ 5～1l cm

の長方形の板を井籠組にする。井戸枠は16段 をとどめ,内法は 80 cmで ある。井戸枠外面には

墨書の番付がある。井戸のなかから,奈良時代中葉～後葉にかけての上師器・ 須恵器や刀子 と

fig 103 吉円南遺跡木器出土地点

(1:25000 明石)

fig 104 出合遺跡木器出土地点

(1:25000 東二見)

fig.105 上原田遺跡木器出土地点

(1:25000 姫路北部)
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fig 106 辻井廃寺木器出土地点

(1:25000 姫路北部)

第Ⅲ章 遺跡解説

ともに,曲物・斎 Hl。 机脚・ 白在鈎・割物・折などの木製 IPIが 出土 した。

SE03は 方形縦板組の井戸で,一辺 2m強 ,深 さ 2.7mの 卜

'I丸

方形の掘形内の四卜μ]に 柱をた

て,上 中下 3段 に横桟をわた し,外側に各辺 4枚 (束辺は 3枚 )の 板をたて,合せ日の外 T何 に添

板をあてている。井戸のなかから,平安時代の土師器多数,須恵驀・鉄鏃 。瓦 とともに,木錘

・斎串・ ‖|1物・鎌形・籍などの木器が出土。南調査区の SK07か らも漆箆が出上 した。

〔木洛番号〕SE02,θヱθを, 29θ5, ∂2ヱ δ, 翠70∂ , σをθδ, δ5θを

SE03,θ 8=∂ , ヱ∂θ5, 58θ孝

〔文  献〕llLi H和 彦ほか「上原田遺跡副E査 慨報」『播但連絡有料自動車道建設にかかるJI!1筑

文化財調査報告書』兵庫県教育委員会 (1980年 )p.104～ 106

D 辻井廃寺  つじいはいじ

姫路市辻井字束藤ノ木・ 西藤ノ木に所在。1982年 4月 ～12月 にかけて姫路市がつEtt。 次呂:路城

の西北, 古夢前川が形成 した標高18～19mの沖横平野に所在する 飛烏時代から平安時代にか

けての寺院跡である。調査では主要建物 とお もわれる13問 〉く2間 の南庇付掘立柱束西建物跡を

検出。丹彩鉄斧は多量の土朴や塁苦土器・斎 |‖ ・ ミニチェアの横槌などとともに,品Ч査区中央

部の西北隅で検出 した井戸のなかから出土。井戸は奈良時代前半に開撃され奈良時代水に放棄

されたらしい。また,寺院関係の遺構に先行する弥生時代中期の住居跡 もある(fig。 106)。

〔木器番号〕θヱθヱ

〔文  献〕山本博利・秋枝方「兵粛二・辻井遺跡」『木簡
'F究

』第5号 木的学会 (1983年 )

p. 66・ 67

E 八反長遺跡  はったんちょう

姫路市岡田宇八反長に所在。1982年 4月 ～同年10月 ,兵庫県が調査 した。市川と夢前川によ

って形成された海抜約 8mの 沖積平野に立地。南調査区には弥生時代中期末から平安時代初頭

にまたがる流路があ り,平安時代の層から多量の木器が出土。北調査速にも古襲時代から平安

時代にかけての流路がある。その南側に弥生時代後期の方形周滞嘉があ り,直下に弥生時代前

期の良好な土器を多量に出土する滸が束西に走 り,舟状木器が出土 した(fig。 107)。

〔木器番号〕θ8=8, θ8β
=, 

θ82∂ , θ8クを, θ825, ヱθθ9, ∂δヱク, 翠∂θグ, 翠曳る, 48=5,

翠8ヱδ, 翠8ヱ 7, δ8=翠 , δ925

F 栄根遺跡  さかね

川西市栄根・栄町に所在。1972年 2月 から13次 にわたる調査を川西市が実施 し,現在 も統行

中。標高24～ 26mの 沖積地に位置する弥生時代前期から平安時代後期にかけての複合遺跡。南

側の調査区(第 1～ 7次 )で は,弥生時代中期の方形周溝墓 2基 ,弥生時代木～古〃t時 代後期の

竪穴住居10棟や平安時代後期の掘立柱建物 1棟 ,北側の調査区 (第 8～ 11次)で は,平安時代

後期の掘立柱建物 3棟ゃ弥生時代から平安時代にかけての河川・溝を検出 した。収録 した盤Ⅲi

は,第 9次調査区の河川から出上 した。 この河川は幅 10m以上で,弥生時代後期～奈良 。平

安時代まで存統 し, 古墳時代後期の 堆横丸1か ら木船, 奈良時代の 堆積層から多量の土器,墨

工iを はじめとする木器が出上 した(fig.108)。

〔木沐番号〕θヱヱ8

ヱ∂δ

fig 107 八反長遺跡木器出土地点

(1125000 姫路南部)

fig 108 栄根遺跡木器出土地点

(1:25000 伊丹)
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〔文  献〕岡野慶隆『川西市栄恨遺跡第 8～■ 次発掘調査概報』ナII西 市教育委員会 (1983

41)p。 12

G 山垣遺跡 やまがき

氷上郡春日町棚原字山垣に所在。1983年 4月 ～10月 に兵庫県が調査。遺跡は標高約85mの 沖

積地にあり,西方に中国山地の分水嶺を臨み,す ぐ束を竹田川が由史川にむかって北流する。

遺跡は方形に堀をめぐらせた館跡で,出土 した木的・土器などから, 8世紀前業の丹波国氷上

郡春日部里の里長居館跡とかんが えられる。居館の規模は南北約.36im,束西.13m以 上で,外

側の北・束 。前に堀がめぐり,北 と南の堀はさらに西方にのびる。敷地内の南束隅に 3間 ×5

間(6m× 11.4m)の南北棟掘立柱建物,そ の北に掘立柱の柵囲い施設(束西 7,7m× 南北 8。 3m)

がある。堀は古墳時代以来の自然流路を埋立てて再利用 したもの。北堀は幅 3m,深さ0.6m,

束堀は幅 3～ 7m, 深さ 0.7mで , ともに内壁を杭で護岸する。南堀は二重で, 内堀は幅 3

m,深さ 0,8m。 約 6mを へだてる外堀は幅 4m,深さ0.7mの 素掘 り滞。主として束堀から,

20点 余 りの木的,多量の土師器・須恵器とともに,鍬 。鋤・えぶ り。斧・山物・盤 。木錘・紡

織具 。杓子などの木器が出土 した(fig.109)。

〔木器番号〕θどθ∂,θ 5θ 8,θ 7クθ

〔文  献〕兵庫県教育委員会『山垣遺跡―近畿自動車道関係4L成文化財発掘調査概報―』

(1984と手)

H 姫谷遺跡  ひめたに

城崎郡日高町野宇姫谷に所在。1978年 9月 に日高町が調査。円山川と稲葉川との合流点の西

方約 4kmの標高約 82mの沖積地に立地する。縄文時代前期から平安時代に至る複合遺跡で,

収録 した木製品は,すべて旧河川敷とかんがえられる堆積層から出土 した。人形・馬形・鳥形

・斎串などの木器は, 8世紀後業～ 9世紀の特徴をしめすが,同時に出土 した少量の須恵恭 。

土師器は, 7世紀後半～ 8世紀前業のものが主体になっている(fig。 ■0)。

〔木器番号〕坐δθ5, 翠δθδ, 翠723, 48=θ , 48ヱ ヱ, 翠8ヱを, 5ヱ 2θ , 5=βヱ, 5=ググ,5ヱク∂
,

5∂θ7, σ∂θ8, 59θヱ, 59θ2, 59θ∂, 59θ翠, 5905, 59θ δ, 5907,59θ 8,

δθヱ5

〔文  献〕加賀兄省―「姫谷遺跡」『日高町史資料編』日高町 (1980年 )p.224～ 249

金子裕之・加賀見省―「特異な木製模造品を出土 した兵庫県姫谷遺跡」『月刊文

化員オ』202手計 (1980塗F)p. 48-52
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Aサ II原 寺 かわらでら

高市郡引 日香村大学川原に所在。1957年から現在まで,幾度かの調査を奈良国立文化財つf究

所が行 っている。調査の結果,中金堂前庭に西金堂 と塔が対置する伽藍配置が明らかになった

ことは,周知のところ。1957年 度の調査では,西金堂 。中門の下層において,二条の暗渠を検

出 した。暗渠は周壁を玉石で積み,大 きめの石を蓋石 としてお り,内径は 0.5m内外で,ほ ぼ

fig 109 山垣遺跡木器出土地点

(1:25000 柏原 )

fig l10 姫谷遺跡木器出土地点

(1:25000 栃木)

鶯
挿
た
ヽ
堅
π
を
附

負gl■ 奈良県の木器出土遺跡

ヱ∂7



fig l12 川原寺・坂田寺跡・飛鳥京跡木

器出土地点 (1:25000 畝傍山)

fig l13 山田寺跡木器出土地点

(1:25000 畝傍 )

第Ⅲ章 遺跡解説

6mぉ きにマ ンホール状の開渠部分を設けている。滞底には腐植土が堆積 し,下駄や櫛などの

木器が出土 した。暗渠は西金堂や中門の建設によって破壊されてお り,川 原寺造営以前に存在

した川原官に関連する遺構 とかんがえられる。 7世紀中葉 (fig。 ■2)。

〔木器番号〕2ヱ θ8

〔文  献〕奈良国立文化財研究所『川原寺発掘調査報告』奈文研学報9(1960年 )p.42・ 43

B 山田寺跡  やまだでら

桜井市大字山田に所在。1976年から 1983年 までに 5次の調査を奈良国立文化財研究所が行

った。その結果,南から塔・ 金堂・詰堂が一直線上にならび,金堂 と講堂の間に北面回廊がま

わる伽藍配置が明らかにな り,ま た束面回廊の木構造が倒壊 した状況で検出された。

木器は塔束地区の井戸・土竣・滞などで,刀子の柄・ 曲物・陽物形などを発見 したが,量的

に少な く,時期 も8世紀から中世におよんでいる。収録 した草牲は,回 廊の束を南流する石組

滞SD531の裏込めから出上 したもので, 8世紀後半にぞ くする(fig。 ■3)。

〔木器番号〕ヱ9翠∂

〔文  献〕奈文研飛鳥藤原宮跡発掘調査部「山田寺第 4次 (束回廊跡)の調査」『飛鳥・藤原

宮発掘
~p・

l査概報13』 (1983年 )p.32～44

C 和田廃寺  わだはいじ

橿原市和田町に所在。1974年 と1975年に 2回 の調査を奈良国立文化財研究所が行った。和田

町には飛鳥時代創建の寺院が存在するとかんがえられて きたが, 寺名については 明らかでな

く,地名をとって和田廃寺とよおミ。「大野丘北塔」「葛木寺」にあてる説もある。

第 1次調査(1974年 )で は,「大野丘」 土壇の南方で調査 し, 弥生時代から鎌倉時代まで存続

する旧河道,掘立柱建物・柵・井戸・暗渠 。石敷などを検出した。 第 2次調査 (1975年)で

は,塔基壇・築地・掘立柱建物を検出している。木器の大半は 2次にわたる調査地の遺物包含

層で出土 し,山物・物指などがある。層位関係によって 7世紀代(fig.114)。

〔木器番号〕遺物包含層 ;∂ヱθヱ,を翠θ5  旧河道 ;∂ 7θ5(中世に下るか)

〔文  献〕奈良国立文化財研究所「和田廃寺の調査」『Я亀鳥・藤原宮発掘調査概報 5』 (1975

年 )p. 39-43

奈良国立文化財研究所「和田廃寺第 2次の調査」『飛鳥・藤原宮発掘調査概報 6』

(1976年 )p.38～ 46

D 坂田寺跡  さかたでら

高市郡明日香村大字坂田・字祝戸に所在。1972年 8月 から 1980年 4月 までに 3次にわたる

調査を奈良国立文化財研究所が行う。坂田寺は飛鳥寺とともにわが国最古の寺院としてしられ

る。第 1次調査(1972年 )で は池・濤 。掘立柱列・建物などを検出。第 2次調査(1974年 )で は濤

・井戸・建物,第 3次調査(1980年 )で は金堂もしくは講堂に比定される基壇建物を検出した。

不明確なところが多いが,西方を正面とする伽藍を想定できる(fig。 ■2)。

木器は第 1次調査で検出した池 SG100と 第 2次調査で検出した井戸 SE■OBか ら出土 して

いる。 SG100は 玉石で護岸 し, 内に意味不明の木組みがある池で, 糸巻・琴柱・ 曲物・櫛・

狗子などが出土。伴出の上器は 7世紀中葉をやや遡る。SE■OBは 8世紀前半の井戸SEl10Aに

=∂
8

fig l14 和由廃寺木器出土地′煮

(1:25000 畝傍)
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重複 している。掘形の底に約 17x14cmの 角材 4本を井桁組みに し,四隅に方 17cmの 隅柱を

たてる。隅柱には細い滞を縦に穿ち,側板を落 しこむ。土器の年代から, 8世紀後半～10世紀

の時期がかんがえられ,木器 としては曲物 。斎串・粕子・ 箸が出上 している。

〔木器番号〕SG100,θ 9θ4 25θ 9, 37θ
=, 

を5ヱク, 翠5ヱ 5, 7θ,θ

〔文  献〕奈良国立文化財研究所「坂田寺跡の調査」『飛鳥・藤原宮発掘調査概報 3』 (1973

年)p.5～ 9

奈良国立文化財研究所「坂田寺跡第 2次の調査」『飛鳥・藤原宮発掘調査概報 5ゴ

(1975年 )p。 33～ 38

E 飛鳥京跡  あすかきよう

高市郡明日香村大字岡を中心に所在する7世紀の宮殿跡。中心的な位置をしめる伝飛鳥板蓋

宮跡は1969年に奈良国立文化財研究所が調査 し,1970年以降は奈良県立橿原考古学研究所が調

査を実施 し,現在に至っている。遺構は大きく四層にわかれ,上層遺構の構造が明確になって

いる。上層遺構としては,柵 。掘立柱建物・井戸などがある。本来屋根が付いていたと思われ

る一本柱列 (SA5901・ SA6101・ SA8020)が 囲む内郭と, その周囲の外郭とからなる。外郭は

東限の木 J」
/(SA7405)が 判明してお り,内郭束限(SA6101)と の距離は約■Om。 内郭は東西158

m。 南北 197mの規模で,内部に多数の掘立柱建物がある。内郭北辺の南約35mに ある東西棟

SB6205は 2× 24間 の細殿で,伝飛鳥板蓋宮跡の中軸線を知る手懸 りとなった建物。南辺中央

には推定 2× 4間 の南門があり,そ の北約27mに は正殿級の大型建物(推定 4x7間の東西棟)

がある。内郭北東隅では,一辺約 1.8mの ヒノキ板材使用の大井戸を検出した(fig。 ■2)。

伝飛鳥板誅宮跡内郭の東南方でも, 正殿クラスの東西棟掘立柱建物 4× 9間 を検出してお

り, これを中心にエビノコ郭と称する一郭が存在する可能性も出てきた。なお, これらの木塀

や建物は,29.2cm前後の基準尺で造営されている。

出土遺物には,土器・木製品・鉄製品などがあるが,土器の出土量がもっとも多い。土器型

式から上層遺構には,天武朝を中心とした年代があたえられ,飛鳥浄御原宮の可能性がある。

木器の多 くは1966年度に調査 した大溝SD5905の下層から出土 し, このほかSD6612な どからも

出土 した。木簡の塁書に「大部」「綿部」「田部」などの部民名があり,裏 に「上々」「上」「中」

などの等級を記載 したものもある。第51次調査では,下層の上装から7世紀中葉の官位をあら

わす木簡「大花下」が出土した。一方,第 85次調査の橘寺の南東約150mで 検出した濤SX8201

か らは平安時代 の下駄や箕が出土 している。

〔木器番号〕SD6612,θ9=2  SX8201,2ヱ ヱ∂

〔文  献〕藤井利章「木製品」『飛鳥京二』奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第40冊 奈良

県立橿原考古学研究所 (1980年 )p。 318～328

亀田 博「飛鳥京跡」『奈良県遺跡調査概報1982年度』 奈良県立橿原考古学研究

所 (1983年 )第 1分冊 p.25～26

F 藤原宮跡 おゝ じわらきゅう

藤原官は橿原市高殿町を中心に して,一辺約 lkmの 方形の宮域をもつ。遺跡は南から北に

向ってゆるやかに下る平地にあ り,特別史跡に指定されている。1934年 ～1943年に日本古文化

研究所が発掘調査を行い大極殿・ 朝堂院の位置 と規模を明らかにし,1966年 ～1968年に奈良県 fig。 115 藤原宮跡木器出土遺構検出地区

=99



9         1         50m

fig,116 藤原宮跡北限遺構略図

第Ⅲ章 遺跡解説

教育委員会が行 った国道 165号 線バイパス計画にともなう発掘調査で,内 奥と宮域の四至が確

定 した。1969年 以降,奈良国立文化財研究所が継続的に発掘調査を行い現在に至 り,計画的な

発掘調査が進行 している。 木器は 宮域の外濠や宮域内の排水溝 。井戸・土城などから 出土す

る。時期的には,藤原官造営以前の弥生時代遺構にともなうもの,藤原宮造営直前の 7世紀後

半代の遺構にともなうもの,藤原宮時代の遺構 (694年 ～709年 )に ともなうもの,藤原宮廃絶

以降の遺構にともなうものに大別できる(fig。 115)。

1 内実束外郭の大濤SD105(6A」 E―CeD・ E,6AJF― D区 奈良県調査 。4次つЧ介)

内褒束外郭の木塀 SA865に そって南から北へ流れる藤原宮の幹線水路。 1966・ 1967年の調

査によって, 内英外郭の束北隅から北に流れ北面外濠 SD145に合流するらしいことが判明 し

た。1971年の調査では, この滞が大極殿の束方地域までおよんでいることを確認。場所によっ

てことなるが, 滞幅 5m,深 さ0,7m内 外で, 護岸用の杭・堰 。橋脚などがある。6AJE― C・

D区では溝の堆積土が上 。中・下の 3層 にわかれ,下層・中層からは大宝 3年 (703)域の典英

察関係の木簡が集中的に出土 した。6AJF―D区では上層の堆積土に平安時代の上器が注入 して

お り,平城遷都後も存続 したことをしめす。瓦・土器・木器が比較的多 く出土 し,木 件として

は人形 。人物絵画板・櫛・曲物・匙・益などがある(fig.■ 5)。

〔木器番号〕ヱ∂
=ろ

 ヱ9∂3, ∂δθδ, ∂9ヱ翠, を
=θ

ヱ, 翠ヱθグ, 翠ヱθ∂, 翠クθ7, 翠2ヱ∂,42を2,

孝孝θヱ, 翠9θ
=, 55=2, 57=ヱ

, 57ヱ 8, 58θ 8, 58ヱ θ, δ8θ 8, δ8ヱ ヱ,δ9θδ
,

7ヱθ8, 72θ3, 72θを, 72θ5, 72ヱ 翠

〔文  献〕岡辛二郎 。猪熊兼勝「木器 。木製品」『藤原宮』 奈良県史跡名勝天然記念物調査

報告第25冊 奈良県教育委員会 (1969年 )p.66～74

菅原正明・千田剛道「木製品」『飛鳥・藤原宮発掘調査報告皿』 奈良日立文化財

llJ:究 所学報第37冊 (1980年 )p.204～ 206

2 北面外濠 SD145(6AJE― C・ K,6AJJ― C区 奈良県調査・ 18・ 36次調査)

北面大垣 SA140の 北約 20mで 束西に流れる素掘 り溝。幅 4.5～ 5。 5mで,北面中II」 SB1900

の前では橋脚がある。1966年・1967年の調査によって存在が確認され,1975年の調査で北円外

で南北濤 1901Bと 合流 して南に流れることが判甥。1982年の調査では西北隅を確認すると同時

に, この溝が 8世紀前半まで存続することが判明 した。濤からは瓦・土器 。木器・木簡が出土

し,木器には櫛 。曲物・留針などがある(fig.■ 6)。

〔木器番号〕翠52δ, 57θ翠, 7θ2∂

〔文  献〕前掲 岡・猪熊「木器。木製品」p.66～ 74

「藤原宮第18次 の調査」『飛鳥・藤原宮発勒111電 査慨報 6』奈良国立文化財研究所

(1976盗手) p. 16-22

奈文研飛鳥藤原宮跡発掘調査都 「藤原宮西北 I品地域の調査 (第 36次 )」 『飛烏 。藤

原官発掘調査概報 14』 (1984年 )p.4～ 10

3 藤原宮造営時の大濤 SD1901A(6AJE―K,6AJF― K区  18・ 20次調査)

藤原官の中心部を南北に 縦貫する水路で, 北面中門 SB1900付近 と大極殿の 北接地域で 検

出。幅 6～ 8m,深 さ約 2mの 素掘 り瀧である。北面中F日 以南では, この溝を埋立てたのちに

=整
θ

大徹殿院北hi[1庫 (北 判P)

∽
∪
４
Φ
Ｏ
一
＞

fig.117 藤原宮跡大極殿北方遺構賂図
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藤原宮のi缶 施設が建設されている。キイ外では北面外濠 SD145の 開穿後 も藤原宮の基幹水路 とし

て機能 した (SD1901B)。 滞の堆横は 4層 に大別でき,上限が天武朝末年まで遡ることが紀年

木簡などからわかる。木器 としては11物・チと。糸巻・ 櫛・ 物指・横槌・鋤・刀子形・馬形 。舟

形 。人形・斎
'い

などがあ り,ほかに木簡・土器・獣骨が出土 した(fig.116・ 117)。

〔木器番号〕をσ2σ , 翠727, を7∂2, 翠87θ , 翠9θク, 5δ
=5, 59=2, 7θ

ヱ∂

〔文  献〕前掲「藤原宮第18次 の訓査」p.16～ 22

奈良国立文化財研究所「藤原宮第 20次 (大極殿北方)の 調査」『飛鳥・藤原宮発掘

訓査概報 8』 (1978年 )p.3～ 13

4 束而外濠SD170と 内濠SD2300(6AJA― R, 6A」 B―Q・ P・ U区  奈良県調査・24・ 27・ 29

次祠E査 )

束面外濠 SD170は 束面大lR SA175の 束約 20mの ところを南北に流れ,北束隅と束面北門付

近でその位健を確認。束面北F]付 近では,幅 5。 5～6.Om,深 さ1,2mの 素掘 り滞で,堆積土は

4層 に大別できる。遺物は第 3層 から多 く出土 した。木器には,曲 物・斎串 。人形・馬形・剣

形・杓子・ 箕などがある。藤原宮期(fig.■ 8)。

内濠 SD2300は 束面大垣 SA175の 西約 12mに位置 して南北に流れる。幅 2.5～ 3m,深 さ

約 0,7mの素掘 り滞で,堆積土は 3層 に大別できる。下層の第 2・ 3層 から比較的多 くの遺物

が出土 し,木器としては,刀子形・棒状人形・烏形・斎串などが出土 した。

〔木器番号,SD170 ,ど ヱθ2, 翠228, 翠72翠 , を927, 59θ θ

内   大     外

よ  Ⅲ1 9 よ   1     甲m

fig,118 藤原宮跡東面北門付近遺構略図

〔文

SD2300,翠δ
==, 55θ

ヱ, δθθダ

献〕前掲,岡・猪熊「木器 。木製品」

奈文つF飛鳥藤原宮跡発掘調査部

宮発掘調査概報 9』 (1979年 )p.

奈文つF飛鳥藤原宮跡発掘調査部

宮発加調査概報10』 (1980年 )p。

余文研飛鳥藤原宮跡発掘調査部

宮発掘調査慨報■』(1981年 )p.

p. 66-74

「藤原宮第24次 (束面大垣)の 調査」『飛鳥・ 藤原

9～20

「藤原常第27次 (束面北門)の 調査」『飛鳥・ 藤原

10-17

「藤原宮束面大垣の調査 (第 29次 )」 『飛烏・ 藤原

4-11

37次
「
門i介 I(

5 西面外濠SD260(6AJK―C,6AJM一B,6A」 J―C区  235・ 34・ 36次調査)

西面大垣SA258の 西約 20mの ところにある素掘 りの南北濤。西南隅では後世の氾濫 と,浸蝕

によって猪 しく拡幅,変形 してお り,幅約 10m,深 さ1.6mと なる。堆積土は大 きく3層 にわ

かれるが,最下層のバラス層で も藤原宮期から平安時代前期までの遺物をおゝ くむ。一方,西北

隅ではこの濠が13世紀まで存続することを確認 した。木器には,人形・ 斎串・陽物形板状品 。

曲物・槽などがあ り, とくに平安時代前期の大型人形が注 目される(fig。 ■9)。

〔木器番号〕∂9ヱ 8, Zσθ∂, 翠δヱ■ をσヱ5, Ir92δ , 翠93θ , 5クヱθ

〔文  献〕奈文研飛鳥藤原宮跡発掘調査部「藤原宮第235次調査」『飛鳥・藤原宮発掘調査

概報 10』 (1980年 )p.18～ 19

奈文研飛鳥藤原宮跡発掘調査部「藤原宮西南隅の調査 (第 34次 )」 『飛鳥・藤原宮

発掘調査概報 12』 (1982年 )p.16～ 23

前掲「藤原宮西北隅地域の調査 (第 36次 )」 p.4～ 10

9       ,       10m

ヱ翠ヱ

fig.119 藤原宮跡西限遺構路図



fig。 120 藤原宮跡西方官術遺構略図

第Ⅲ章 遺跡解説

6 南面外濠SD501(6AJH一J,6AJH― Q,6AJM―B区  1・ 29-6・ 34次調査)

南面大垣SA2900の南21～ 25mの ところにある素掘 りの東西溝。南面中門の南(第 1次調査),

南面西門の西(第29-6次調査),宮西南隅(第 34次調査)に おいて,そ の位置を確認。西流するに

つれて,やや南へ振れる。幅は6m前後,深 さ1,3m弱で,宮西南隅では氾濫によって 2次的

に幅を増 している。収録 した人形は第296次調査において,木簡 6点 ,瓦・土器 。獣骨などと

ともに出土 した。藤原宮期 (fig。 ■5・ ■9)。

〔木器番号〕翠9θ∂

〔文  献〕奈良目立文化財研究所『飛鳥 。藤原宮発掘調査報告 I』 奈良国立文化財研究所学

報第27冊 (1976年 )p.45～ 73

奈文研飛鳥藤原宮跡発掘調査部「藤原原南面大垣の調査 (第296次ほか)」 『飛鳥。

藤原宮発掘調査概報 11』 (1981年 )p.18～ 22

前掲「藤原宮西南隅の調査 (第34次 )」 p.16～ 23

7 西方官衛の井戸SE■05(6AJL―A区  5次調査)

西面中門以南の大垣の内側に展開する束西53m,南北 108m以上の区画には,長大な掘立柱

建物 5棟をコ字形に配した官行街が形成されている。広場をめぐって長大な建物を配する状況

と宮域内での占地は平城宮跡の馬寮に共通 しており馬寮相当の官衛が推定される。SE■ 05は ,

その西限を画 して南北に建つ大型建物SB■ 10Bと SB■00Bと の中間にある井戸。 SB■10Bの

北妻から北へ 1.6mは なれている。井戸枠は抜取られ,掘形の壁が くずれて大きな穴となり,

上部で径 4m,底部で径 2.8m, 深さ 2m。 なかから木簡・瓦・土器・木器・絶 3個・サザエ

1個などが出土。木器には斎串・櫛 。曲物・折敷・箆・鋤がある。藤原宮期(fig.120)。

〔木器番号〕θィ
“̀θ

Я, X8θ
=

〔文  献〕菅原正明・
｀
山中敏史「木製品」『飛鳥・藤原宮発掘調査報告I』 奈良国立文化財

研究所学報第31冊 (1978年 )p.71～78

8 西方官衡の井戸SE1205(6AJK― F区  7次調査)

西方官衛地区で発見した藤原宮造営前の井戸。同じく造営前の建物 SB1040の束北隅から北

5mは なれて検出。縦板組方形の井戸枠をとどめる。掘形は不整形で,上部で径 2.2m,底部で

径 1.lm,深 さ 2.5mで あり,底に小石をしく。井戸枠の内法は方 0.65m。 なかから斎串・曲

物・折敷・独楽などが出上した。時期は藤原宮造営前の7世紀後半(fig。 120)。

〔木器番号〕翠527

〔文  献〕同 上

9 西方官衛地区の上壊SK1380(6AJL一 E区 10次調査)

西面南門の南妻にとりつく大垣SA258の 内濠SD1400に 重複する不整円形の上族。SD1400

の堆積土を排除したのちに検出し,SD1400に先行することになる。径 1.8m,深 さ 1.4m。

底から範 1,瓦 1が出上した。7世紀後半。藤原宮造営時の遺構(fig。 121)。

〔木器番号〕
=2θ

8

〔文  献〕同 上大垣

fig。 121

9   ,  印m

即
霞

目 _①

藤原宮跡西方官衛南区遺構略図

=を
2



10 西面中門前の井戸SE3442(6AJK― F区  37次調査)

西面中門前の外濠 SD260西肩部にある曲物組の井戸。

形内に,底板をはずした曲物を2段積んで井戸枠とする。

出土 した。藤原宮廃絶後の井戸である(fig.■ 9)。

〔木器番号〕∂翠θ7

6奈 良 県

径50× 75 cm,深 さ1.5mの 不整形掘

井戸 のなかか ら斎串・ ヒ ョウタ ンが

〔文  献〕奈文研飛鳥藤原宮跡発掘調査部「藤原宮西面中門地域の調査 (第37次 )」 『飛鳥・

藤原宮発掘調査概報14』 (1984年 )p.11～19

G 藤原京跡  おゝじわらきょう

藤原宮をとりま く外周に,南北 9条・ 束西 8坊地割 りの条坊が想定されてお り,い くつかの

場所で条坊にともなう道路 。側濤などを確認 した。大官大寺跡・ 紀寺跡など京域内の調査 も進

行 しているが,木器が出土する良好な遺構はまだきわめて少ない(fig。 122)。

1 右京七条一坊― 。三坪の井戸SE2270(6AJH一 N区 23次調査)

橿原市上飛弾町に所在。 1978年 に 奈良国立文化財研究所が調査。 日高山北麓にそって盛土

整地 した平地にあ り,瓦窯や鋳銅工房をおゝ くむ 工房の一郭にもうけられた井戸。SE2270は 素

掘 り井戸で,直径 1.8m, 深さ 1.lm。 埋土は 3層 にわかれ, 上層からは削暦・ 檜皮などの

木片とともに「□首首」と判読できる木簡や瓦窯の窯体残片が出土。中・下層からは土師器瓶

を主とする土器が出上 した。木器には曲物 。櫛・斎串・斗形模型がある。藤原宮期(fig.122)。

〔木器番号〕9=θと, 38θヱ, 98θ2, どδ09, を7∂θ, 翠7∂
=, 

δ∂θθ

〔文  献〕藤原京右京七条一坊跡調査会『藤原京右京七条一坊跡調査概報』(1978年 )p。 3

2 右京八条三坊の八条大路北側濤SD104(6AMY区 )

橿原市城殿町に所在。本薬師寺の西南隅で,西三坊大路と八条大路との交叉点にあたる。八

条大路SF101の 路面幅は 14.Omで ,南北に側濤をもうける。北側濤は,幅 2.2m,深 さ0.45m

の素掘り洋で,堆積土から刀形が出土した。藤原宮期(fig。 122)。

〔木器番号〕5δθ∂

〔文  献〕奈良国立文化財研究所「本薬師寺西南隅の調査」『飛鳥・藤原宮発掘調査概報 6』

(1976T_)p. 49-55

3 紀寺跡の土壊SK004

高市郡明 日香村小山に所在。寺地は藤原京左京八条二坊の 1坊分が推定される。1973年から

1978年までに 5次にわたる発掘調査を奈良県立橿原考古学研究所が行い,寺域の主要部分の構

造が明らかになった。寺域の南限に築地大垣をめ ぐらし,内 に南大門をお く。南大門に東西か

らとりつ く木塀が 1坊全域をめ ぐるようである。門の北に中門・金堂・講堂を配 し,中門と講

堂を結ぶ回廊が金堂を囲んで方形にめ ぐる。 南大門前で東西に流れる大濤SD003か ら7世紀後

業か ら8世紀代の木器が出土 し,南方に土抜SK004が ある。SK004は ,東西 5m,南 北 3mの

皿状を呈 し,中央部分が一段深い。堆積土は上下 2層 にわかれ,木簡 2点をおゝ くむ多数の木器

が集中する。木器には糸巻・琴柱 。人形 。曲物・箆・栓・箸がある。 この上娠は,南大門建築

後に不要品を投棄 した もので, 7世紀後葉 (fig.122)。

fig。 122 藤原京跡木器出土地′点

(1:25000 桜井・畝傍)

=翠
∂



fig 123 橿原遺跡木器出土地′点

(1:25000 畝傍)

第Ⅲ章 遺跡解説

〔木器番号〕
=θ

θク,ヱθθδ,翠5=∂ ,翠 5ヱイ

〔文  献〕泉森破・藤井利章「明日香村紀寺跡発掘調査概報」『奈良県遺跡訓な概報1977年

度』奈良県栂原考古学

'F究

所編 (1978年 )p.83～ 91

藤井利章・松胴真―「明 日香村紀寺跡発掘訓査概報」『奈良県遣跡調査概報 1978

年度』奈良県立伍原考古学

'F究

所編 (1979年 )p.191～ 197

H 橿原遺跡  かしわら

柾原市畝傍町を中心に所在する。畝傍山束施に位置 し,1938年からはじまる柾原仲宮外苑の

椎備拡張工事にともなって奈良県が発掘調査を行 った。縄文時代晩期,弥生時代,古イi・ 奈良

・平安時代にわたる集落跡。奈良・平安時代の遺構は井戸 と掘立柱建物で,22基 の井戸を検出

した。井戸には竪井・横井・筒井・板井などの井戸枠を組む。井戸のなかから,土馬・土師器

・須恵器・和同開勁く。延事通賓 。鉄刀子・鉄鏃などとともに,櫛 。斎 !Ⅲ ・下駄・ IHI物 ・乾漆な

どの木器が出上 した(fig.123)。

井戸 9号は現在の野球場束南隅にあ り,調査域内で最大の井戸枠を組む。井戸枠は上下 2段

にわかれ,上段は 1辺 170 cmの 井絶組で, 下段は 1辺 100 cm, 深さ 121 cmの 縦板組。内部

から木片・樹皮 。モモの種子・瓦・土師器・緑邪1陶 器・土馬・フ」子・鋏・櫛 。下駄・斎H4が 出

土 した。土馬の型式から9世紀前半にぞ くすることがわかる。

〔木器番号〕井戸9号 ,2∂θど

〔文  献〕木永雅雄ほか『橿原』奈良県史跡名勝天然記念物調査報告書第1711 奈良県教育

委員会 (1961年 )p.319～ 332

纏向遺跡 まきむく

桜井市の市街地北部に所在。大和盆地束部山俺の扇状地の一つである巻向扇状地の扇央 と扇

端に位置する。1971年 4月 から1975年 6月 にかけて,桜井市 と奈良県立相:原考古学研究所が辻

地区 (束 。西)と 束田地区において 7次 にわたる発勒1調 査を行い, 古墳時代 前期の集落跡・古

墳,古墳時代から平安時代におよぶ旧河道, 平安時代の 井戸群を発見 した。 束田地区の 中央

部,大田北微高地の延長上の纏向石塚 。同久塚古lrHに はさまれた地域から18基 の平安時代の井

戸 と柱穴 とを検出 した。井戸14は 南濤の中央部に位置 し,径 1.2m,深 さ lmの 円形井戸。井

戸枠に曲物を用いる。瓦器椀片 と土師質小皿が出土 し,瓦 器椀の型式から■世紀後半 と推定さ

れる。井戸 3は北滞の肩部にあ り,径約 1.2m,深 さ約 lmの 円形井戸で,中央部北寄 りに径

40 cmの 曲物枠を 2段のこす。 遺物は土師質小‖L片 をお、くむだけだが,そ の型式から■世紀後

半の時期を推定 している(fig。 124)。

〔木器番号〕井戸14,どを
=ク
  井戸 3,9孝ヱ翠

〔文  献〕石野博信 。関川尚功『纏向―奈良県桜井市握向遺跡の調査』桜井市教育委員会・

奈良県立柾原考古学研究所 (1976年 )本文編 p,98～ 107,p368～ 372

布留遺跡  お、る

奈良県天理市布留・三島・ 豊田 。豊井 。柚之内・守 目堂町に所在。1938年に最初の発掘があ

り,1973年から理蔵文化財天理教調査団が継続的に調査 している。縄文時代中 。後期,弥生時

代後期～平安時代の複合遺跡。 もっとも密度の高い遺構は古墳時代にぞ くするもので,集落跡

ヱ翠翠

fig 124 纏向遺跡木器出土地点

(1:25000 桜井)
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・ 祭市L跡・攻玉工房跡・鉄器工房関係の遺物を検出 している。木器は三鳥 (里 中)地区(FK20

・ FL20・ FM20区 )で 出土。1978年 10月 ～1979年 2月 , 1980年 5月 ～1981年 4月 の間に断続的

な調査を行 った。木器は主 として古lrk時 代中期～後期の流路 と占襲時代後期～奈史時代の 2条

の流路から出土 し,両者の範囲は平安時代には説地状に変貌する。掲載の木器は 8世紀後業～

9世紀前業に比定 しうる(fig.125)。

〔木器番号〕θ7=θ , 王θヱ翠, ∂θθ7, 曳質ヱ, 57θク, δδθ9, δδ
=∂

〔文  献〕布留遺跡天理教調査団 (改 め埋i攻文化財天理教調査団)『出土木器の樹種と木取

りI・ I』 布留遺跡

'F究
中間報告 3(1981年 )

K 白墓寺遺跡 びゃくごうじ

奈良市白屯寺町に所在する。県立高円高校建設のため1982年に奈史県立樋原考古学研究所が

調査 した。奈史市の束郊の高円山の西南麓に位置 し,京束五条四里二十二坪,同五里七・八坪

にあたる。南を岩井川,束 を高円山で限る束 1/Ll約 250 m x南 北 150mの 範囲が推定できる。

主要な遺構 として園池・加立柱建物 5籾t・ 井戸 7基 を検出。谷をせ きとめてつ くった池には

大ユi」 の庭石を配 し,一部に敷石がある。庭園の泉水池の可能性が強い。池の堤は,坪境の線上

にのる。井戸は素掘 りのもの,山 物を用いた ものぅ井戸枠を組む矩形井戸など種々である。

井戸からは,主 に奈良時代の土器や木筒・斎ヰキなどが出土 した。池 1の J!土 からは,多 量の

上洛とともに「天平五年田月十六 日白合」の木的,斎 串 。檜扇・下駄 。
||II物・土馬・帯金具 。

銭貨などが出上 した。銭貨には隆平永賓・ 宮寿神賓がある。鬼瓦片は,平城宮第 2次朝堂院所

用のもの。これらの遺構は 8世紀に建設され 9世紀に廃絶 したものとお もわれる。

弘仁 7年 (816),貞 観14年 (872), 延喜12年 (912)の 『薬師院文書』によると,雄豊王家・ 並

城王家・美濃王家の家がこの地に束西に並んでいたらしいが, この史料に合致する遺構は検出

していない。高円離宮の可能性 もある(fig,126)。

〔木器番号〕1也 1 ,θ 9ヱ 8, =7θ 5, 2ヱ ヱθ, Zθθ翠, 5a狂 , δ
=θ

8   SD02,2ヱ θ9

〔文  献〕中井一人・ 関川尚功・ 千賀久・ 井上義光「白t寺遺跡」『奈良県遺跡JIIl査 慨報

1982年 度(第 1分 冊)』 奈良方(立橿原考古学研究所編 (1983年 )p.71～ 80

L 平城宮跡  へいじょうきゅう

奈良県奈良市佐紀町を中心 にして所在する。 束西約 1.25 km, 南北約 l kmの 曲尺形の 1た

面形を1と し,133 haが特別史跡に指定されている。発掘調査は戦前にも若千行われたが,1954

年から本格的発枡1が はじまり,1955年以降は奈良国立文化財研究所が発掘調査と保存整備を行

い現在に至っている。平城京は奈良山 E陵の木端が平地に移行する地形をたくみに利用 し,台

地部には内表 。大極殿・朝堂などの重要施設をおき,各種の官庁を低地部に配置する傾向があ

る。木格は排水・給水のために宮域内にめぐらした濤,給水用の井戸あるいはごみ捨て用の上

嫉などから出土する。平城官跡の遺構は, 1平城官造営前, 2平城宮遷都～恭仁官遷都 (710

～740年 ), 3平城遠老る～長岡官遷都 (741～ 783年), 4平城上皇の平城造営(809～ 825年)の 4

時期に大別でき,出土木器もこれに準じた年代があたえられる。また,伴出する紀年木簡によ

って, より厳密な年代が確忍できる場合 も少なくない。一方,土師器・須恵器の型式編年によ

って,平城官遷都から平城上ユの時期までが I～Ⅶ型式に区別されており, これによって木器

の年代を推定することができる(fig,127)。

fig 125 布留遺跡木器出土地点

(1125000 大和郡山 )

fig.126 白墓寺遺跡木器出土地点

(1:25000 大不日君卜,II)
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Fig.127 平城宮跡木器出土地点
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fig。 128 平城宮跡内裏地域遺構略図

第Ⅲ章 遺跡解説

l 内裏の井戸SE7900(6AAP一 L区 78次南調査)

内裏内郭の東面中門 SB6900を入 って, す ぐ北のところにある御井。 東面築地回廊 SC156

の西半部ほぼ 4間分を,そ の一部に組み入れた東西 8.3m, 南北 14。 5mにおよぶ施設で,築

地回廊 と同時期の造営である。東 。西辺は凝灰岩切石を積んで,約80度の傾斜をもつ擁壁をつ

くり,南 。北辺には階段をつ くる。中央は南北 5.8m,東西 7.3mの 範囲を安山岩塊石で舗装

し, この西南寄 りに丼戸を掘る。 井戸枠は径 1.65m, 高さ1.9mの一木作 りの丸井筒 (ス ギ)

で,上部に一辺 1.7mの 方形に板枠を組み, 1間 四方 (東西 2.8m,南 北 3.3m)の 井戸屋形を

建てる。 石敷の 四周に幅 30～40 cmの 濤がめ ぐり,排水は東南の凝灰岩石濤に集め,築地回

廊の基壇下の暗渠 SD2350を通 して内裏外へ流す。 井戸の 推積土から, 上師器・ 須恵器のほ

か,「白物桶福徳」 と墨書 きした曲物底板,土馬,和同開珠 。神功開賓・ 隆平永賓・帯金具 と

ともに,斎串・横櫛 。曲物・ 籠・折敷 。木錘などの木器が出土 した(fig.128)。

平城宮中枢部に設けられた内裏は, 8世紀前葉には掘立柱の木塀であったが, 8世紀中葉か

ら周囲に築地回廊をめぐらすなど大改作を行っている。SE7900は この改作期につくられ,廃

都時まで長期にわたって存続 したようである。出土遺物は最終段階である8世紀後葉から9世

紀前葉にかけてのもの。

〔木器番号〕θ8θヱ,θ802,θ 8θδ

〔文  献〕平城宮跡発掘調査部「平城宮跡とその周辺の発掘調査」『奈良国立文化財研究所

年報1974』 (1975年 )p.22～26

2 官内省大膳職の上羨SK219(6ABO一 B区  5次調査)

第 1次大極殿地域の北方に位置 し築地で囲む一区画は,大型井戸を中心に庁舎を配置する宮

内省大膳職に比定されている。 SK219は その東区の西端北寄にある土墳。 東西 3.Om,南北

3.5m,深 さ1.Omの 北半部と,東西 3.Om,南北 2.5m,深 さ1.Omの南半部とにわかれる。

天平宝字 6年 (762)の紀年木簡をはじめとする41点の木簡,大量の上師器 。須恵器,小量の黒

色土器が出上 し,平城宮土器Ⅳの基準となっている。木器には,杓子・箸・蓋板などがあり,

木炭 。薪・檜皮・ クルミの殻などが共伴 した(fig。 127)。

〔木器番号〕翠∂05, 72θ
=, 72ク

5

〔文  献〕『平城宮跡発掘調査報告亜』奈良国立文化財研究所学報第15冊 (1962年 )p.75・ 76

3 宮内省大膳職の井戸SE272B(6ABO一D区  7次調査)

大膳職の東区の東南隅にある大型の井戸。東西 6m,南 北 5m,深さ3,7mの掘形内に,長

方形の板材を井籠組にする。内法は一辺 1.8m。 井戸枠は 4段分がのこり,上部 3段の材は,

長さ 2.07m,幅 30cm,厚 さ 7 cmで ぁるが,最下段は長さ 2.13m, 幅 36 cm,厚 さ9cmと

ひとまわり大きく, この井戸より大きな前身井戸 (SE272A)の 材を,再利用 したものとおもわ

れる。承和昌賓や平城宮土器Ⅶの上師器・須恵器・黒色土器とともに,斎串 。櫛 。下駄・曲物

・挽物盤・横槌・割物 。鎌・錐などが出土 した(fig。 129)。

〔木器番号〕θ
==2, 

θ228, θ7θ9, =8θσ, ヱ8θ3, ヱ8θ9, ク2θ
=, 29θ

9, ∂5θ2,どθθ2,

望7θσ, 翠7ヱ∂, 4722

献〕岡田茂弘「木製品 。金属製品」 F平城宮跡発掘調査報告Ⅳ』奈良国立文化財研究

所学報第17冊 (1966年 )p.33～37
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fig.129 平城宮跡宮内省大膳職地区遺
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4 宮内省大膳職の井戸SE31lA・ B(6ABO―F区  7次調査)

大膳職の束区の中央南寄 りにある大型井戸。当初 (SE31lA)は ,一辺 7m,深さ4mの方形

掘形内に,長さ2.6m,幅36cm,厚 さ9cmの ヒノキ板材を井籠組にし,井戸底には礫を敷いて

いた。内法は一辺2.25mを はかる。SE31lAは 一度放棄されるが,後 に下 2段をのこして井戸枠

を撤去 し,ひ とまわり小さい井戸 SE31lBを 構築する。SE31lBの 構築に際しては,SE31lAの

下 1段上面までの埋土をさらえ,西辺と南辺の井戸枠を再利用する。東辺と北辺とは, SE311

A内 に凝灰岩切石を並べ,上に長さ 2.lm,幅 23 cm,厚 さ9cmの 板を立て,A井戸枠の西辺

と南辺とに,渡 りあごに組込む。南辺のA井戸枠の外側では,長さ 2.2m,幅 27 cm,厚 さ9

Cmの板を当て, 西辺では A井戸枠の上面に凝灰岩切石片を並べて,各辺の上面の高さを揃え

ている。内法は法 1.9m(fig.129)。

SE3■Aの底からは,平城宮土器Vの土師器・ 須恵器, 高年通賓・ 神功開賓, 木簡ととも

に,呪 いの人形・斎串 。櫛・錐などの木器が出土 した。また,SE31lBか らは, 9世紀初頭に

活躍 した「津守貞成」の名を記 した木簡や隆平永費などとともに,土師器,黒色土器・須恵器

。施釉陶器が出上 し,平城宮土器Ⅶの基準となった。木器には,陽物形・櫛・漆器蓋・漆器鉢

。曲物・木槌・丸木弓 。都材などがある。

〔木器番号〕SE31lA,θク29, =8=3, ヱ8=を , 98ヱ 5, 翠7=5, 翠9王∂

SE31lB;θ
=θ

9, =∂θ9, =8θ2, =8θど, 2rグヱ, 2どを
=, 35θ=, 

∂5θ7,

37θ7, 98=2, 翠2θ
=, 

δ
=θ

9                    '

〔文 献〕同 上

5 内裏北外郭の井戸SE551(6ABB― B区 ■次調査)

内裏北外郭にある築地で囲む東西に長い一区画を,宮内省内膳司にあてている。 この区画 と

西方の大膳職 との空間地に方形縦板組の井戸(SE551)が ある。径約 lm,深 さ1.2mの 不整円形

掘形内の底にバ ラスを敷 き,中央に径 38.4cm,高 さ 27 cmの 曲物を すえる。曲物の周囲を上

縁近 くまで埋め,幅 15～20 cm内 外の板を,各辺 3～ 4枚たて並べ,内法 0。 5mの井戸枠を組

む。内面は横棧で支える。 この井戸は平城宮の遺構を掘込んでつ くっているので,平城宮廃絶

後の 9世紀にぞ くする(fig.130)。

〔木器番号〕∂翠θ8

〔文  献〕F平城宮跡発掘調査報告Ⅶ』奈良国立文化財研究所学報第26冊 (1976年 )PLAN8

6 内裏北外郭の土墳SK820(6AAB―U区  13次調査)

内膳司の東面築地の東方に位置する某官術にぞくする土壊である。上端で方 3.8m,底 部で

方3.2m,深 さ1.7m。 天平末年頃のある時期塵芥処理のために掘撃し,き わめて短期間で埋戻

したものとかんがえられている。養老2(718)～ 天平19年 (747)の 紀年木簡をはじめとする1,843

点の木簡,お よび平城宮土器Ⅲの基準となった土師器・須恵器とともに,木器が多数良好な状

況で出土 した。平城宮の遺構 。遺物を編年するうえで重要な基準になっている(fig。 130)。

〔木器番抒許〕θヱヱ翠, θヱ
=5, 

θ
==δ

, θ
==9, 

θ2θ∂, θ2θ 8, 02と
'2, 0∂

θ5, θ♂∂θ, θ90=,

θ9θ3, θ9θ 7, θ9=θ , ヱ
=θ

を, ダ
=θ

5, =50ダ , 王δO〃 , ヱ708, ヱ8ヱ 5, /8=δ
,

=9=4, 
ア927, 19∂ σ, 25,θ , ∂

=θ
7, 980翠 , 98θ9, ∂90ダ , 99θ2,3907,

39θ8, 翠θ
=θ

, イ2θ2, F2ヱθ, 翠ク
==, 4〃=7, 

翠22=, 翠2∂
=, 423∂

,4β∂δ,

=を
7
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翠∂ヱ7, イ翠θ∂, 翠翠ヱ
=, 

翠8θ ヱ, 5軍θ9, 55θ7, 57θ∂, 57=2, 57ヱ 7,57∂∂,

58θ 5, δθθ9, δtt09, δ翠
=θ

, δ5θ
=, 

δ5θ2, δδθδ, δ7ヱ
=, 

δ7クθ,δ 7ク翠
,

δ8,δ, δθθ9, δ9ヱ 5, δ9=8, δ9=9, δ98θ , δ92翠 , 7θ
==, 7θ=2,7θ =9,

7θク2, 7夕 24r, 7∂ θ5

献〕町田章「木製品・繊維製品」『平城宮跡発掘調査報告Ⅶ』奈良目立文化財研究所

学報第26冊 (1976年 )p,111～ 134

7 内裏北外郭の土壊SK870(6AAO―D区 13次調査)

内膳司の東面築地に接する不整形の土羨。東西9m,南北 10m,深 さ 1,3mで , 壊底に境

があり, 2回 にわけて掘撃 したことがわかる。「左衛士府」の木簡をおゝくむ40点 の木簡,平城

宮土器Vの基準となった土師器・須恵器,斎 串・匙・栓・冠・籠などの木器が出土(fig。 130)。

〔木器番号〕翠θ∂
=,7ヱ =8,722∂

〔文  献〕同 上

8 内裏北外郭の生装SK2101(6AAO― G区 20次束調査)

内膳司東半部に密集する10基 の上装(SK2100～ 2109)の ひとつ。束西 3.5m,南北 3.4m,深

さ35 cmの ほぼ方形を呈する。土墳内の埋土は, 大きく上下2層 に大別できるが,包含された

土器には時期差がなく,短期間に埋め戻したことがわかる。天平18(746)～天平勝宝 2年 (750)

の紀年木簡をはじめとする394点の木簡,平城宮土器Ⅲの基準となった土師器・須恵驀ととも

に,刀形・斎串・木針・杓子・箸 。曲物・火鑽板・木蓋 。都材などの本器が出土 した。 8世紀

中葉の改作時に掘撃 した塵芥処理用の土竣(fig,130)。

しヽ 器番号〕θ∂29, θ8θ∂, θ8θ翠, 3ヱヱδ, 38θ5, 38θ 7, 5δ
=9, 

δttθ翠, δ5=2

〔文  献〕同 上

9 内裏北外郭の上羨SK2102(6AAO― G区 20次束調査)

SK2101の 北に隣接する東西 3。 8m,南北 2.4m,深 さ0.3mの 不定形の土族である。層位的

にSK2101よ りも古い。 神亀 6年 (729)の 年紀のある造営関係文書など■■点の木簡があり,

この地域の造営にかかわる塵芥処理の土羨とかんがえられる。平城宮土器Iの上師器・須恵器

と槽 。部材などの木器が出上 した(fig.130)。

〔木器番号〕∂θθ∂,δδヱ2

〔文  献〕同 上

10 内裏北外郭の上娘SK2104(6AAO― G区 20次束調査)

SK2102の 北東に隣接する東西 1.7m,南北 1.7m,深 さ1,4mの隅九三角形の上壊。埋土

から籠・鵞日形木器が出土 した(fig。 130)。

〔木器番号〕7∂θ9, 7∂θ翠

〔文  献〕同 上

11 内裏北外郭束】ヒ方の濤SD10550(6AAA― Fx 139次調査)

内裏外郭東北隅の北々東約55mに位置する東西濤。幅 2.7m,深 さ と,7mの 素掘り滞で,内
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裏外郭東大溝SD2700に とりつ くまでの約 13mの 間を検出 したが,さ らに東へのびる。滞の堆

積土は 5層 にわかれ,下 2層 から天平元年(729)o天平 6年 (734)の 紀年木簡,最上層から天応

元年 (781)の 墨書土器が出上 した。 土器・ 瓦や63点 の木簡とともに,人形,鏃形・手斧柄・ 曲

物・ 陽物形・杓子などの木器が出上 した (fig。 131)。

〔木器番号〕57∂ 5

〔文  献〕平城宮跡発掘調査部 「平城宮跡 。平城宮跡の調査」『奈良国立文化財研究所年報

1983』  (1983とF) p. 19-20

12 内褒束外郭の井戸SE2600(6AAC― N区 21次調査)

内裏束外郭は南北 2区画にわかれ,各々に築地がめぐる。井戸 SE2600は北側の官庁にある

方形横板組の井戸。束西 2.5m,南 北 2.3m,深 さ 3.2mの 方形掘形内に,長さ125～ 128cm,

幅 57～ 60 cm, 厚さ5cmの 長方形の板を井籠組にする。内法は方約 lmで ,井戸枠は4段分

がのこる。 ||れ 物・杓子・木偶などの木器が出土。重複関係から8世紀後半の井戸 (fig。 131)。

〔木器番号〕∂∂θ5,翠 9ヱ 8,55θ∂

〔文  献〕平城宮跡発Jlli調 査部 「昭和39年度平城宮跡発掘調査概要」『余良国立文化財研究

所年報 1965』 (1965年 )p.34～ 37

13 第 2次大極殿束外郭南側の土墳SK7453(6AAF― S区  35次調査)

第 2次大極殿束外郭の南面築地 SA705の南方約 15m付近に点在する小土羨群。天平の紀

年木簡や陰陽寮関連文書など 14点 の木的とともに,火鑽板が出土 (fig。 132)。

〔木器番号〕δttθ 2

〔文  献〕平城宮跡発掘調査部「1969年度平城宮跡 。藤原宮跡発掘調査」『奈良国立文化財

pF究所年報 1970』 (1970年 )p.34～ 35

14 内壊外郭束大溝SD2700(6AAC― H,6AAA一GoF,6AAB一S,6AAD―F区  21・ 129・

139o154老k〕E7塁 )

内裏束外郭の束側で南北に 縦貫する官域内の基幹排水路。 通称「束大溝」。内裏束外郭築地

の東 22mに位置 し(第 21・ 154次 調査区),北延長は宮域北限近 くまで確認(第 129。 139次調査

区)。 宮北限から南約 70mの 間は素掘 りのままで,官衛域の設置に従 って,北で束に振るよう

に水路北端を改修 している。それ以南は,人頭大の玉石を 6～ 7段 に積んで護岸 した上幅 2.0

～2.6m,深 さ 1.5mの 石組滞 となる。滞の堆積土は数層にわかれ,最下層から天平初年まで

の紀年木簡,最上層から奈良時代末の紀年木簡が出土 し, SD2700が 奈良時代を通 じて次第に

埋 った姿を看取できる。多数の木的・土器 。瓦・木器 。金属製品が出土 した (fig。 131)。

〔木器番号〕θ2∂島 θ∂θヱ, θ8θ 7, θ9θδ, ヱθヱσ, ダ∂ヱ翠, ヱ∂,7, =50∂ , ヱ5θと, ヱσθ5,

ダσθδ, ヱδθ∂, ヱδθ翠, ヱδθ5, タヱ
==, 3=θ

5, 92θ7, ∂δ
=θ

, 翠2ヱ 8,翠翠
=翠

,

翠5θ5, 75θ8, 翠θθ7, ど9ヱ 9, 翠922, 79βθ, 5′θヱ, 5翠
=2, 5δ=8,59ヱ

∂
,

59=翠 , δδβ8, δδ29, δδ∂θ, δ9ヱ δ, δ922, 7ヱ
=9, 72=ヱ

, 72=2, 77∂ 7

前掲『奈文つf年報1965』 p.34～ 37

平城宮跡発掘調査部 「平城宮跡 。平城京跡の調査」『奈良国立文化財研究所年報

1982』  (19824手 )p. 32-34

fig.131 平城宮跡内裏東外郭遺構FFt・図
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甫τtB9 『ア斉が4/11fttF専根 1983』 p.19-20

奈良国立文化財研究所「第二次大極殿院・ 内表束方官術の調査第 154次」『昭和

58年度平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』(1984年 )p.27～ 33

15 第 2次大極殿西外郭遺物包合層 (6ABE―G区  91次訓査 )

平城宮北方の丘陵は,第 1次大極殿地域および内実地域に向って舌状に張 り出 し,元米は,

両地域の問が谷になっていた。第 2次大極殿院西外郭の西南隅において,平城宮造営工事の過

程で, この谷間の旧低湿地をJと立てていることを確認 した。その整地土の下 ,旧 表上の上から,

建築用材の破片や削婿 。輸皮などとともに,和銅 2年 (709)・ 和銅 3年の紀年木簡をおゝ くむ242

点の木制や,斎 串・箸・曲物・ 箱部材・栓・小円板 。櫛などの木器が出土 した(fig,133)。

〔木器7野 毛|〕 57θヱ, δδ2を , δδ2δ , δ9θ 8, δ9ヱ翠, δ92∂

〔文  献〕平城宮跡発掘調査部「平城宮跡と平城京跡の発掘調査」『奈良国立文化財
'F究

所

年報 1975』 (1975年 )p.16～ 18

16 内裏外郭西大濤 SD3715(6ABD―D, 6ABE―K・ MoP, 6ABC― U・ V, 6ABF一B,

6ABG一 A・ B, 6ABT―A・ B, 6ABH―A,6ABI― A,βABJ―A区  27・ 41・ 87・ 97・ 102・

111・ 136・ 140次 調査 )

第 1次大極殿地域 と 内裏地域 との間, および第 1次朝堂院地域 と第 2次朝堂院地域 との間

を,北から南へ貫流する基幹排水路。幅 2～ 3m,深 さ lmの 素掘 り滞である。第 1次大極殿

地域の北方官術 (大 膳職地域)の 東端で確認 している南北滞SD572(6ABB― DoE・ F区 11次調

査)も この北延長上にあ り,第 146次 調査 (6ABJ B区 )で もその南延長を検出 し, 総長約 700m

を確認 したことになる。出土 した木簡などから,霊亀年間(715,716年 )に 第 1次大極殿に接す

る南北濤 SD3765を 束へつけ替えた ものが最 も古い SD3715で ,天平初年頃と奈良時代末頃と

に改修を受けて,平安時代初 yaFlま で存続 したとかんがえられる。木筒・土器・瓦・金属器 。木

器が出上 した(fig,133・ 134。 135)。

〔木器番号〕θ
==7, 

θク∂4 θ∂θ7, =θθ
=, =θ

θを, =θ ,7, =2θ δ, ,8=7, ヱ9〃翠, ヱ928,

=9∂
θ, 28θ 7, 32=2, 翠θβ7, 翠θ28, 翠″∂翠, 翠ク∂7, 492θ , を929,5翠θ5,

57ヱ 9, 572θ , 573δ , δ5θ5, δ8θ 5, δ8θσ, δ8=8, δ827, δ9θ
=, 

δ9ヱ 7,

72θク, 7クθδ, 7βθ7, 72θ8, 72θ9, 7〃
=θ

, 72支 ∂, 72=5, 7228

〔文  献〕井上和人「木製品」『平城宮発掘調査報告�』奈良国立文化財研究所学報第40冊

(19824二 )p. 195-201

平城宮跡発掘調査部 「平城官跡 と平城京跡の調査」『奈良国立文化財俳究所年報

1977』  (1977盗手)p. 22-24

平城宮跡発掘調査部 「平城宮跡 と平城京跡の調査」『奈良国立文化財研究所年報

1978』  (1978盗 F)p。 19-21

平城宮跡発掘調査部 「平城宮跡 と平城京跡の調査」『奈良国立文化財
'F究

所年報

1979』 (1979年 )p.23～ 25

前掲『奈文研年報 1982』 p.36～ 37

前掲『奈文研年報 1983』 p.21～ 22

I-1期

fig.133 平城宮跡第 1次大極殿地域遺構

変遷略図(1)

I-2期

ヱ5θ
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17 第 2次大極殿西外郭の滞SD5505(6ABE一M区  41久調査 )

第 2次大lan殿 西外郭 と第 1次大極殿束外郭にはさまれて南北にのびるベル ト地帯の南端に位

置 し,南北濤 SD3715に注 ぎこむ素掘 りの東西濤。東延長部では,第 2次大極殿西外郭の塀 も

しくは築地に設けた石積の暗渠(SD8161)を うける (第 91次調査区)。 平城宮土器Ⅲの上師器・

須恵恭とともに檜扇・小円板などの木器が出土 した(fig。 134・ 135)。

〔木洛番号〕ヱ5θク

〔文  献〕同 上 井上「木製 Iマ I」 p.203

18 第 2次大極殿西外郭の滞SD8161(6ABE―G区 91次調査)

第 2次大極殿の南面木塀もしくは築地の北雨落濤。西流 して西面木塀 もしくは集地の南端で

石積の暗渠になり,束西滞SD5505を へて南北滞SD3715へ注 ぐ。暗渠は自然石を組合せたもの

で,内法幅 40 cm,高 さ 30 cm。 この暗渠付近で,鳥形 。小円板などの木器が出土(fig.134)。

〔木器番号〕δθヱδ, 7θ 2ヱ

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1975』 p.16～ 18

19 第 1次大極殿東外郭の上墳SK3730(6ABE一K区  27次調査)

第 1次大極殿束外郭の南部にある方形土羨。一辺 2.2m,深 さ60 cmで ,埋土から平城宮土

洛V(Ⅳ も一部おゝ くむ)の上師器 。須恵淋,木簡 4点 ,檜皮や鏃形などの本器が出土(fig.135)。

〔木器番号〕
=925, 7=θ

9

〔文  献〕前掲 井上「木製品」p.202

20 第 1次大極殿東外郭の溝SD3765(6ABE― K・ M,6ABS―A・ E区  27・ 41・ 97次調査)

第 1次大極殿束外郭の南半部から第 1次朝堂院内の束部を貫流する素掘 りの南北濤。幅 1,6

～2.6m,深 さ 0.6～ 1.Omで ,北 限は削平されているが,総長約 500mを 確認。濤の存続期間

は短か く,和銅年間に機能 し,第 1次朝堂院を建設する霊亀年間に束の SD3715に つけ替えら

れている。和銅の紀年木簡など■点の木簡,平城宮土器工・ Iの土師器 。須恵器,平城宮瓦編

年第 I期 の瓦とともに,人形・鎌柄・鋤・杓子 。曲物などの木器が出土 (fig。 133)。

〔木器番号〕θ〃θ
=, 

θをθク, θ7θ8, 4髪ツ, Ir9θ5

〔文  献〕前掲 井上「木製品」p.201・ 202

前掲『奈文研年報 1977』 p.22～ 24

21 第 1次大極殿掘立柱塀SA3777(6ABE― K区 27次調査)

第 1次大極殿地域における第工期 (和銅～天平勝宝 5年)の東面築地回廊 SC5500の 東側柱

筋に重複する掘立柱南北塀。総柱間は65間 (307.3m)。 柱間寸法は4.58m(15.5尺 )で , 2個所

で 2間分(9.16m)を あけて門にしている。恭仁宮遷都時に,第 1次大極殿 SB7200と ともに移

建された束面築地回廊 SC5500に かわる仮設的な閉塞施設とかんがえられる。柱痕跡から,平

城宮土器Ⅳを主体とする土師器 。須恵器,木製合子蓋などが出土 した(fig。 134)。

〔木碁番号〕2翠を5

〔文  献〕前掲 井上「木製品」p.203

I-3期

9               190m I-4期

fig.134 平城宮跡第 1次大極殿地域遺構変
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fig。 135 平城宮跡第 1次大極殿地域遺構

変遷略図皓)
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22 第 1次大極殿束外郭の溝SD5564(6ABE一 M区 41次調査 )

第 1次大極股地域における第 工期 (和 銅～天平勝宝 5年)束面築地回廊 SC5500の 南端に設

けた束西方向の木樋暗渠 SD5563を 受けて束流 し, 南北滞SD3715へ排水する素掘 りの滞。幅

2m,深 さ 0.6m,全 長 6mで ,天平勝宝 9年 (757)の 紀年木簡をバゝ くむ 8点の木簡や,烏形

。曲物などの木器が出土 している。 これらは,SD5564の 東半部から出土 し,堆積上の状況か

らするとSD3715か らの溢水が流れこんだものらしい(fig.134)。

〔木器番号〕δθヱθ

〔文  献〕前掲 井上「木製品」p.203

23 第 1次大極殿の井戸SE9210(6ABQ―A区 ■7次調査)

第 1次大極殿の広場地区 (殿舎地速の尊積擁壁以南)の 束寄 りにある井戸。捌形は2段で,

上段は一辺 7.3m,深 さ 1.7m,下段は上段掘形の西北寄 りに,束西4.9m,南北 4.5m,深 さ

1.9mの 長方形に掘込む。下段掘形の底に,井戸枠が 4段 のこり,内 法は方2.25m。 枠木の 1

段 日と3段 日とには長方形の板 (長 さ2.5～ 2.6m, 中だ22～ 24 cm)を 用い, 2段 日と4段 日とに

は校倉の校木を転用する。井戸底には金大の玉石を厚さ 10 cmに わたって致 く。玉石敷直上の

1と 積土から,10世紀代の上衛F器 とともに瓦片・木器が出土 した。井戸枠を取 りさった後 も,11

世紀代まで泉 として用いたらしい。なお,当初の開撃は753年 頃に想定できる(fig.135)。

〔木器番号〕∂8=ど ,を 52∂

〔文  献〕前掲 井上「木製品」p.204

24 第 1次大極殿の南面回廊楼風建物SB7802(6ABR―H区  77次調査)

第 1次大極殿地域における第工期(和銅～天平勝宝 5年)南 門SB7801の束の南面築地回廊に

取 り付 く5間 (22.9m)× 3間 (11.52m)の 東西棟建物。総柱で側柱は掘立柱,内 部の柱は礎石

立。掘立柱の加形は,3.5m× 2.5m,深 さ 2.75mと 超大型である。前面に南面築地回廊の南

半部が廂状に取 り付いた楼閣風建物とかんがえられる。 掘立柱抜取痕跡から, 天平勝宝 5年

(753)の 紀年木簡をおゝ くむ243点 の木簡,平城宮土器Ⅳを主体とする土師器・須恵器,多量の瓦

とともに,92点 あまりの木器が出土 した(fig。 133・ 134)。

〔木 器 番 号 〕
=ヱ

θ ヱ , ヱδ θ ヱ , ク 9θ ど , 4髪 η , Fr2∂ 5, 翠∂ θ 7, Fr∂
=δ

, 翠∂ ヱ8, 翠∂

=9, 
ど ∂ 22,

5∂θ∂, 57クδ, δθθβ, δ∂θヱ, δ∂θ2, δ∂θ5, δ∂θδ, δ∂θ7, δθθ8,δ∂θ9,

δ∂ヱθ, δ∂
==, 7θ

θσ, 7ダ θ5, 7=2∂ , 7クク
=, 7,22, 7,∂

θ, 72∂∂

〔文  献〕前掲 井上「木製I甲 i」 p.188～ 195

25 第 1次大極殿地域の土壊SK3784(6ABR― P・ G区  27・ 75次調査 )

第 1次大極殿地域における第工期 (天平勝宝 5年以降～天応元年)南面築地回廊 SC3810Aの

南側基壇縁にそって東西にのびる不整形の大土壊。最大幅 5,3m,深 さ20～ 30 cmで ,全長78

mを検出 し,さ らに西へのびる。埋土は上下 2層 にわかれ,多 数の瓦片が出土 し,部分的に滞

水 した痕跡がある。回廊 SC3810A造成時の土取 り痕跡の可能性が強い。平城官土器Ⅳ (Ⅲ も一

部バゝ くむ)の 土師器・須恵器,匙形木粋が出上 した (fig。 135)。

〔木器番号〕翠クθ8

〔文  献〕前掲 井上「木製品」p.203

=52
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26 第 1次大極殿外郭西大溝SD3825(6ACC―F区 28次調査)

第 1次大極殿西外郭の西端を貫流する南北溝。幅約 3m,深 さ 0,7～ 1.Omで,長さ約 40m

を検出 し,さ らに南北へのびる。現在の佐紀池のあた りにあった因池の排水路。養老 。天平18

年(746)の 紀年木簡をおゝ くむ 79点の木簡,土器 。瓦などとともに,百万塔の未製 ,Tl・ 漆塗柄頭

・匙などの木淋が出土 した(fig.127)。

〔木器番号〕ヱθθ2, =9∂ F, 翠∂θを, 5727, δθヱ
=, 

δ2θ
=, 

何q8

〔文  献〕平城宮跡発掘調査部 「昭和40年 度平城宮発掘調査概報」『奈良日立文化財
'F究

所

年報 1966』 (1966年 )p.36

27 朱雀円地区の大溝SD1900(6ABX― H・ I,6ABY―G区  16・ 17次調査)

平城宮造営以前に,大和徐地を南北に縦断 していた下つ道の西側洋で,南而中門(朱雀門)の

北において,長さ約120mを 検出。第119次 調査区 (6ABW・ 6ABV)で も,そ の北延長を確認

した(SD1900A)。 平城宮造営時にlll!め たてて,南面中門から北へのびる宮内道路の西側溝(SD

1900B)と して再利用する。遺物は主として下層のSD1900Aか ら出上 した。SD1900Aは 幅2,8～

3.Om,深 さ 0.6～ 0,8mの素掘 り滞。堆積土から藤原京時代の「過所符」 をおゝ くむ 9点 の木

簡,平城宮土恭正の基準となった大量の土師器・須恵器と,多数の木器が出土(fig.136)。

〔木器P昏蝙|〕 θヱθ∂, θ7θ′, θ7θ 2, θ9θ9, θ9ヱ翠, θ9=5, θ9ヱδ, θ9ヱ 7, =θθ5, =ヱ ヱθ
,

29θダ, ∂
=θ

δ, ∂クθ∂, ∂δOF, ∂δθ5, ど50ヱ , δ9=ヱ , 70θダ

〔文  献〕佐藤興治「木製品」『平城宮跡発掘調査報告Ⅸ』奈良国立文化財研究所学報第34

冊 (1978年 )p.66～70

28 官域西南隅の井戸SE1230(6ADH―F区  14次 調査)

宮域の西南隅,南面大垣の内側約 30mの 位置にある方形縦板組の井戸。掘形は方 2。 lm,深

さ 2.3m。 プli戸枠は隼人后を転用 したもので,長 さ 1.5m,幅 0.5mの 板を,各辺 2枚づつ立

てて並べ, これを 2段に組む。盾の彩色面を外側に向け,各辺の中央にある板の接合部,お よ

び_L・ 下段の重なりの部分には,外側から幅15～20 cm,長 さ80 cmの板材を当てて日張りとす

る。井戸の内4Ш では,下端と底面から約 lmの高さの位置とに, 10 cm角 の角材を方形に組ん

で捕強する。底には礫を敷く。llll土から,I物 の断片が出上 した。南方の建物 SB1222と 同時に

存在する可能性があり, 8世紀前半に相当する(fig。 137)。

〔木器番号〕支翠θ
=

〔文  献〕前掲 佐藤「木製品」p.62～ 65

29 宮域西南隅の井戸SE1247(6ADH I区  14次調査)

宮域の西南隅,南顧i大垣の内側約 5mの位置にある方形縦板組の井戸。方 1.9m,深さ 1.0

mの掘形内の四隅に住を立て,横棧を柄留めにし,各辺の外側に縦板を5～ 6枚づつ立てる。

内法は方 lm。 枠板は建築部材を転用し,四隅の柱は仕日穴の位置と形状から垂木材,横棧は

木舞。井戸の迎R土 から斎串が出土 した。周囲の建物配置からみて8世紀後半の遺構(fig。 137)。

〔木器番号〕どδ
=2,翠

7θδ

〔文  献〕前掲 佐藤「木製品」p.76

9                     50m

fig 136 平城宮跡朱雀門地区遺構略図

,噺

=5∂

fig 137 平城官跡西南部遺構略図
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30 画面大垣地区の上墳SK1979(6ADF一 J区 13次調査)

西面申門(佐伯門)と 西面南門(玉手門)と のほぼ中間の西面大垣―内にある銀冶工房跡 SX1978

にともなう円形土壊。径約 1.4m,深 さは0.7mを こえる。堆積土から,釘に関連 した木簡を

ふ くむ19点 の木簡,鉱
―
滓・輪の羽日などとともに,金属器をかたどった形代や鉄身をぬきとっ

た工具柄などの木器が多数出土 した。 8世紀 (fig,138)。

〔木器番号〕02′δ, θグ
=盈

 θ2=3, 92グθ, θ22∂ , θ2グ翠, θ∂θδ, Oθ〃2, θ∂23, θθ∂β,

9θθ∂, =202, 5δ
=翠

, 572を, 57,5, 5797, 5798, δ893, δ8θ翠, 7∂θδ

〔文  献〕前掲 佐藤「木製品」p.71～ 76

31 西方官符地区の濤SD5280(6ACPiF区  37次調査)

第 1次大極殿地域と西面大垣とのほぼ中間で検出した東西濤。総長約 110mを検出し,さ ら

に束へのびる。西方では南折し,推定馬寮の東側に隣接する官行域の南半部西辺を医切る南北

薄 SD5960に つらなる(第47次調査う。当初は幅 6.5■, 深さ 0。 3mでぁったが, 後に北寄 り

幅2.4m,深 さ0.4mの狭い滞―になる。刀子形などの本器が出土 した(fig.127)。

〔木器番号〕57=∂

〔文  献〕平城宮跡発掘調査都―「昭和41年度平城宮発掘調査概報」『奈良国立文化財冴究所

年報 1967』 (1967年 )p.39～ 40

32 西方官衛地区の井戸SE5320(oACP一 F区 37次調査)

第 1次大極殿地域と西面大垣とのほぼ中間に位置する官衛で検出した方形縦板組の井戸。一

辺 2.3m,深さ1.3mの 方形掘形内の4隅に支柱を立て,上下 2段に横棧を柄どめにし,各辺

の外側に幅10～ 20 cmの 板を羽重ねに並べる。内法は方1.4れ で,底には径 60 cmの 曲物をす

える。土器 。斎串が出上した。 8世紀後半か(ag。 127)。

〔木器番号〕蓼δ22,イ 72δ,を″29

〔文  献〕同 上

33 玉手門地区の井戸SE1596(6ADF―T区  15次調査)

西面南門(玉手門)の南東,西面大垣の内側約10mの位置にある曲物の井戸。一辺1.3m,深

さ 2.3mの 隅丸方形の掘形内の中央に,径 37～41 cmの 曲物側板を 8段以上積む。 各段の高

さは一定せず,総高は1,9學。曲物側板には底板を固定 した痕跡はなく, 容器からの転用とは

かんがえられない。土器などからみて,10世紀～11世紀の井戸(fig.138)。

〔木器番号〕風ηを, δ703, 07θ翠

〔文  献〕前掲 佐藤「木製品」p.76

34 ェ手門地区の井戸SE1627(6ADF―T区 15次調査)

西面南F尋 (玉手問)の 東6mの位置にある井戸。井戸枠は抜き取られ,長径 4.5m,短径 2.2

れ,深 さ0.3mの浅い抜取痕跡の西寄 りに,一辺 0。 7m, 深さ0.5mの 上羨があり, これがも

との井戸の規模に近い。砥石・土釜 。鎌柄が出土。土器によれば12世紀頃のもの(fig.138)。

〔木器番号〕θ7θθ

〔文  献〕前掲 佐藤「木製品」p`76

ヱ5И
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35 馬禁の建物SB5955(6ADD― P区 51次調査 )

馬寮の官衛域 (宮西辺部 において,西面中門 と西面南門 とにはさまれた東西 84m,南 北約250

mの 区域)の 束部 にある掘立柱建物。桁行 8間 (19.2m),梁 間 2間 (5.9m)の 南北棟で,北 に 2

間分 の馬道 を介 し, 東側柱筋 をそろえた 8問 ×2問 の南北棟 SB5956に つ らなる。基準尺の相

違か ら,当 初 にSB5956を 建 て,後 に南へ SB5955を 付加 した ことがわか る。東側柱筋の南 か

ら2番 目の柱掘形か ら曲物が出土 した。時期 は馬寮開設時の 8世紀前半 (fig.139)。

〔木器番号〕32=7

〔文  献〕平城宮跡発掘調査部「昭和 43年度平城宮発掘調査lax報」『奈良国立文化財研究所

年報 1969』 (1969年 )p.34～ 37

36 馬寮の井戸SE6166(6ADC―K区 52次調査)

馬寮官衛域内にある方形横板組の井戸。一辺 2,7mの 方形掘形内の中央やや南寄 りに,長 さ

1.3m,幅 25 cmの 長方形の板を井籠組にする。井戸枠は10段 をのこし,井戸の埋土から平城

宮土器Vの土師器 。須恵器,鉄製鋤先,斎 串 。曲物などの木器が出土 した(fig.139)。

〔木器番号〕∂∂θδ, をδ
=9, 42お , 翠7ヱワ, を82を , δ7θヱ

〔文  献〕同 上

37 馬寮の土城SK6509(6ADC― G区 63次調査)

馬寮官衛域の北限を画する東西道路SF6475上に掘られた土墳。 現代の井戸によって, 南側

を大きく破壊され,規模は不詳。埋土から■世紀末の瓦器とともに,範が出土 した(fig。 139)。

〔木器番号〕
=2θ

9

〔文  献〕平城宮跡発掘調査部「平城宮跡・飛鳥藤原宮跡発掘調査」『奈良国立文化財研究

所年報 1971』 (1971年 )p.24～ 27

38 馬寮の井戸SE7■ 0(6ADD― Q区 71次調査)

馬寮官衛域内にある井戸。掘形は 3段 をなし, 上段は束西 2.6m, 南北 3.3m, 深さ 0。 7

m,中段は上段掘形の南寄 りに東西 2.2m,南北2.4m,深 さ 0.4mの 矩形に掘込み,下段は中

段掘形の中央西寄 りに径1.Om,深 さ0。 6mの 円筒形に掘込む。下段の底部から,曲物が出上 し

た。 8世紀後葉の建物SB6100の 柱穴に重複しているので, 9世紀前葉にぞくする(fig。 139)。

〔木器番号〕∂翠θフ

〔文  献〕同 上

39 若犬養門地区の園池SG10240(6ACU―D区 133次調査)

南面西関(若犬養門)の西北 14mに位置する園池。東西約 22m,南北 6～10mの範囲を検出

したが,さ らに北と西へのびている。秋篠川旧流路の窪地を利用 して作られたもので,10世紀

初頭まで存続。深さ約 1.5mで ,南岸を杭・ シガラミで護岸する。底に何個所か深い窪みがあ

り,土器・瓦・木簡・木器などの遺物が出上 した(fig.137)。

〔木器番号〕イ52翠 ,率9'〃

〔文  献〕平城宮跡発掘調査部「平城宮大極殿後殿 。若犬養門の調査」『奈良国立文化財研

Fig.139 平城宮跡馬寮遺構III図

究所年報 1982』 (1982年 )p.9～ 10

ヱ55



fig 140 平城宮跡宮内省造酒司遺構略図
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40 宮内省造酒司の溝SD3035(6AAC― V区 22次北調査 )

内英の束方に位置 し,東西に並ぶ大型の浅い井戸 2基 と,そ の束と北に付属する建物群を宮

内省造酒司に比定する。SD3035は 西側の井戸 SE3049の 南にある南北方向の滞。ただし,土

壊の一部かもしれない。幅0.5m～0,7m,深 さ20 cm前 後で,南部分は水溜 り状に広がり,南

へのびている。笠亀 2年 (716)～ 天平勝宝 8年 (756)の 紀年木簡や造酒司関係の文書木的をはじ

めとする562点の木筒,「酢」「酒」などと記 した墨書土器をおゝ くむ土師器・須恵器とともに,

木器が出土 した(fig。 140)。

〔木 恭 番 号 〕 aη と , 92=ど , ∂ 5θ 翠 , ∂ 8ヱ 翠 , ∂ 9θ Fr, 99=9, 翠

=θ
7, 翠 ∂ θ ∂ , と ∂ θδ , Fr翠

=2,

Ir5〃2, 翠8θ∂, 翠8′∂, 5728, 57∂ 翠, δθθ8, 7θθ∂, 72=δ

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1965』 p.38

41 官内省造酒司の井戸SE3049(6AAC― U区 22次北調査)

宮内省造酒司の井戸 2基のうち西側にある方形横板組の井戸。 3間 X2間 (6.3m× 4.2m)

の束西棟掘立柱建物SB3408(覆 屋)の 中央にある。覆屋の周囲には,幅 50 cm,深 さ20 cm内外

の滞が方形(一辺 8,4m)に めぐり,濤 の内側は人頭人の石と堰板とで護岸する。覆屋内はバラ

スを敷きつめ,南辺中央には凝灰岩切石を敷き並べて,井戸に至る通路にする。井戸本体は,

方 4.5m,深 さ 1.2mの掘形内の束西に,長さ2.9m,幅 24 cm,厚 さ5cmの 長方形の板を並

べ,そ の内側に木日面を接 して,長さ2.7m,幅 24 cm,厚 さ5 cmの板を南北に立てる。内法

は方 2.7m。 各辺の外側は,やや短かい長方形の板で補強する。井戸枠は2段をのこす。井戸

の埋土から人形・部材などの木器が出土 した(fig。 140)。

〔木器番号〕δ8〃
=

〔文  献〕同 _L

42 宮内省造酒司の濤SD3050(6AAC― U・ V区  22次北調査)

造酒司の西井戸 SE3049の 周囲をめぐる滞の南束隅から発 し,南流する溝で,長さ18mを 検

出した。上下 2層 にわかれ,上層濤は幅 80 cm,深 さ20 cmの 素掘 り滞で,束井戸 SE3046か

らの排水溝 SD3047が合流 した部分では側板で護岸する。天平 4年 (732)。 宝亀元年(770)の 紀

年木簡をおゝ くむ14点 の木簡や,「酒司」「造酒」などの墨書土器とともに,箸・杓子・山物など

が出土 した。下層溝は幅 50 cmで ,木簡 2点 と,曲物・箸などの木器が出土 (fig。 140)。

〔木洛番号〕〃翠θ8,ど9=2

〔文  献〕同 上

43 束院西辺地区の濤SD3113(6AAF― K,6ALR―Q区 22次南 。128次 調査)

平城宮束部の東一坊大路北延長地帯は,遷都当初は宮域外であったらしい。 しかし, 8世紀

前半代に東方へ半坊分拡張 して東院を形成する。当初,東一坊大路の北延長をとりこんで束院

の西限を設けるが,後に,束一坊大路の北延長を,小子関 (束 張 り出し部南面西端の円)か ら

北進する宮内道路にあて,東院の西限は束へ移動する。

SD3113は ,東院の西限が東へ移動する以前の排水路で,第22次南調査区では南流し,第 128

次調査区では進路をやや南西に向ける。上下 2層 にわかれ,上層の溝は幅0,9m,深 さ0。 2m,

下層の滞は幅 1.7m,深 さ0,3～0.5mの素掘 り薄である。堆積土から天平勝宝 8年 (756)の 紀

ヱ5δ
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年木簡をおゝ くむ 9点の木簡,大量の檜皮 とともに,曲物・ 杓子・ 櫛・ 挽物盤 。折敷・ 箸 な どの

木器が出土 した(fig.141)。

〔木器番号〕27θク

〔文  献〕同 上

平城宮跡発掘調査部 「平城宮跡と平城宮跡の調査」『奈良国立文化財研究所年報

1981』  (1981と書)p。 17-21

44 束院西辺地区の土竣SK3137・ SK3139(6AAF一 J区  22次南調査)

小子門から北進する官内道路の東 10mに ある南北に並ぶ土族。北上装 SK3139は , 南北 10

m,深 さ15～24 cm,南土鍍 SK3137は 南北 9m,深さ23～ 27 cmで , 幅は両土壊とも2m。 両

土羨は南北滞 SD3155の 上にあり, 瓦・土器 。檜皮などとともに, 天平宝字 3年 (759)・ 景雲

4年 (770)の紀年木簡をはじめとする木簡 9点や, 和同開称・神功開賓, 曲物・挽物継・有孔

円板・漆塗高杯 。糸巻・工具柄・算木などの木器が出土 した(fig.143)。

〔木器呑号〕SK3137,2翠
=翠

,象r翠8,ク 5θを,25ヱ ア,とヱθδ,δ 7θ5,

SK3139;∂ 8θθ, ∂8θδ, 翠翠θ2, δ7ア δ, δ7=7

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1965』 p.38～ 40

45 束院西辺地区の滞SD3154(6AAF J区  22次南調査)

東北から南西に向けて斜行する素掘 り溝。幅2.0～2.5m,深 さ40 cmで ,滞内には周囲を玉

石積にした径 2mの会所がある。堆積土から,天平19年 (747)の紀年木簡をおゝ くむ41点 の木簡

や,曲 物・布孔円l・
lk・ 糸巻 。鳥形などの木器が出上 した(fig.141)。

〔木器番号〕ヱヱθδ, 段刃∂

〔文   南た,「1  _L

46 束院西辺地区の滞SD3236(6AAF一 N・ O・ P,6ALR一S・ T・ U区 22次南・104次調査)

素掘 りの南北淋。束一坊大路西側滞のほぼ北延長上に位置 し,あ る時期に小子門から北進す

る宮内道路の西釈1浩 として機能 した。総長約 170mを 確認している。 2回 の改修があり, 3時

期にわけられる。最も古いSD3236Aと それに続 くSD3236Bは I隔 2mで , Aで は西岸の一部,

Bでは両岸の一部に丸杭を打ち込んで護岸する。最も新 しい SD3236Cは ,幅 0。 9～ 1,2mの

小規模な濤。A～ Cか ら出土 した土器には顕者な時期差はなく,平城官土器Vを主体とする。

天平勝宝年間から宝亀 6年 (775)ま での紀年木簡をおゝ くむ 190点 以上の木衝,平城宮瓦編年第

Ⅲ期を主体とする瓦,金属器とともに,木器が出土 した(fig。 142・ 143)。

〔木器番号〕∂∂ヱヱ, δθ
=9, 7=ダ

∂

〔文  献〕同 上

月u tgJ『努ミ】【lljF勾岳謂罠1978』 p. 23-25

47 束院西辺地区の上羨SK3264。 SK3265・ SK3271(6AAF― O区  22次南調査)

束一坊大路路面敷の北延長上,掘立柱束西棟 SB3288の 南束付近に散在する土装群。径 0.4

～1.6mで ,埋土から天平勝宝 7年 (755)の 紀年木的をはじめとする27点 の木簡や,人形・糸巻

などの木器が出土 した(fig,142)。

fig 141 平城宮跡東院西辺地区遺構略図(1)

ヱ57



SDl1590

第Ⅲ章 遺跡解説

〔木器番号〕55ヱ∂

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1965』 p.38～ 40

48 束院西辺地区の溝SD3297(6AAF― N・ O・ P,6ALR一Q区 22次南・128次調査)

素掘りの南北濤。東一坊大路東側濤のほぼ北延長上に位置し,総長約 130mを 検出。新旧2

時期あり,古 い時期の滞 SD3297Aは ,局地的な排水路として機能したが,束院西辺地区の再

整備にともない,新たに SD3297Bを 設け南へ延長する。この濤の廃絶後,やや束寄 りに南北

塀SA5760を 設け,小子門から北進する宮内道路と東院地区西限とがととのう。SD3297Bは幅

1.2m, 深さ 20 cmで ,第 22次南調査区では, 部分的に工石で護岸する。SD3297Bか ら天平

勝宝年間の紀年木簡,新古両濤あわせて44点 の木簡とともに,多数の本器が出土(fig。 142)。

〔木器番号〕
=∂ =ヱ

, 75θ∂, 2δθ2, 翠翠ヱθ, 52θヱ, 5729, δ8ヱ 5

〔文  献〕同 上

前掲『奈文研年報 1981』 p.17～ 19

49 束院西辺地区の建物SB3322(6AAF一NoO区  22次南調査 )

東一坊大路路面の北延長上にある束西棟掘立柱建物。 7間 ×5間 (18。 9m× 13.5m)で ,四

面庇 と北側に孫庇 とがつ く。東妻の南から2番 目の柱掘形の埋土の最上層にたまった褐色砂か

匿  ら45点 の木簡,東北隅の柱穴から栓状木器が出土 した(fig。 142)。

〔木器番号〕δ9=∂

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1965』 p.38～ 40

50 束院西辺地区の建物SB8580(6ALR―U区 104次調査)

■間×3間 (29,7mx9,Om)の 東庇付掘立柱南北棟建物。身舎南妻柱の抜取痕跡から,天

平十回年の紀年木簡 2点が出上し,墨絵を描いた板や杓子などの木器が共伴した(fig。 141)。

〔木器番号〕7θ
=7

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1978』 p.23～ 25

51 東院西辺地区の濤SD8600(6ALR―S・ T・ U区 104次調査)

北々束から南々西に向けて斜行する滞。平城宮遷都当初に機能するが,東院西辺地区の整備

によって埋立てる。南端部分で,後の南北藩SD3236が重複。溝幅は平均 3m,深さ0.6mで ,

全長約92mを検出した。両岸をシガラミで護岸する。薄の埋土および上部の木暦層から,和銅

の紀年木簡 9点をおゝくむ 125点の木簡,平城宮土器 I・ Iの上師器・須恵器とともに,木器が

出土 した(fig。 141)。

〔木器番号〕δ7θ7,δ92=

〔文  献〕同 上

52 束院西辺地区の溝SD9648(6ALR―Q区 128次調査)

薄 SD8600に 東方から合流する東西濤。幅 と。4m,深さ 0.5mで ,両岸をシガラミで護岸す

る。調査区内で約18mを検出したが,束は削平されてのこっていない。木簡 2点,曲 物・人形

・部材などの木器が出土 した(fig,141)。

ヱ58
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6奈 良 県

〔木器番号〕7==ヱ

〔文  献〕前掲『奈文研年報1981』 p.17～ 19

53 束院西辺地区の溝SD9649(6ALR一Q区  128次調査)

束院地区の西限を画する南北築地SA5760の 束雨落濤 SD3109に束から合流する凍西滞。 幅

1.3m, 深さ 0。 2mで ,削 平されて両岸の護岸施設を失なうが,底 に 20～ 30 cm大 の玉石を敷

く。檜皮と粘土とで埋l立 てている。刀柄・曲物 。人形などの木恭が出土 した(fig。 143)。

〔木恭春号〕θクク7

〔文  献〕同 _に

54 束方大溝 SD3410(6AAF一 A・ B,6AAE一C,6AAG一M,6AAH― C,6AAI―C,6AAD―

C区  22次南 。29次・32次補足・154次調査)

第 2次朝堂院の束方約 150mに ある南北滞。束院地区のほぼ中央を西流する東西濤 SDl1590

を受けて南に折れ,第 2次大極殿院および第 2次朝堂院の束方官術地区の束限を画 して南下 ,

山折部の束面大垣の西側を南流 して,宮域の南限で二条大路北側濤 SD1250に合流する。全長

約 650mである。幅 3～ 4m,深 さ0.5～ 1.5mで ,SD1250と の合流点付近では幅 5。 5mに ひろ

がる。当初は素掘 りであったが,第22次南・154次
~Jn3査

区では,後 に西岸を玉石積や杭列で護岸。

滞の堆積土は 2～ 3層 にわかれ,多量の木簡・瓦・土器・木器が出土。 8世紀 (fig。 141～ 144)。

〔木 器 番 号 〕 θ 20ク , θ

'22, 

ヱ 92∂ , 2密 7, ´ 翠 θ 7, 2翠 ∂ 8, 3θ
=θ

, Irθ ′

=, 
翠 θ 〃

=,翠
θ ∂ θ

,

翠5θ2, 5翠θ2, 5をθ3, 5739, δδθ5, δ9=ク, 72∂
=

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1965』 p.38～ 40

前掲『奈文研年報 1967』 p.36・ 37

前掲『昭和58年度平城官跡発掘調査部発掘調査概報』p.27～ 33

55 宮域東南隅の溝SD4100A(6AAI C区  32次補足調査)

三条大路に面する宮域東南隅において,南面大垣 SA1200の 内側に接 して西から東へ流れる

溝。SA1200の 北雨落溝あるいは南面大垣の内側を束西に走る宮内道路 SF1761の南側濤。幅

約 3m,深さ 0.4～ 0,9mの 素掘 り滞で,長さ約 50mを検出し,さ らに西へのびている。東端

は南北lit SD3410に 合流する。堆積土から,神亀 5年 (728)～ 宝亀元年(770)の 紀年木簡をおゝ く

む13,140点の木簡,土器・瓦 。金属器・木器が出土 した(fig。 144)。

〔木器番号〕θ8θδ, θ∂θ8, ヱ9ヱ∂, 翠5θ∂, 翠5θ翠, 翠5θ7, 5δθヱ, 5δθ2, 58θ
=

〔文  献〕前掲『奈文
'F年

報 1967』 p.36・ 37

56 東南入隅束面外濠SD4951(6AAI一 M・ N・ 0, 6ALS― J, 6AFJ V・ H区  32・ 39・ ■8

8次調査 )

束一坊大路の西側滞で,宮域の束面外濠をかねる。第32次調査区では宮東南隅の二条大路 と

の交又点,第 39次調査区では 刺ヽ子門の南で 宮域内の排水を 受ける部分, 第 ■8-8次調査区で

は,左京三条一坊十五坪の西端部分を検出 した。幅3.5～10m,深さ1.2m前 後の素掘 り溝で ,

二条大路 との交叉点には,橋SX4020がある。690点 の木簡,瓦・ 土器,金属器・石製品・木器

が出土 した。第 ■8-8次調査の上器は,平城宮土器Vを主体 とする。 8世紀後葉 (fig。 144)。

104歩こ

嗣査区

重

ig 143 平城宮跡東院西辺地区遺構路図俗)
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第Ⅲ章 遺跡解説

〔木器番号〕θヱθ2,θ209,ヱθθ9,=θ
=8,ヱ

9θ2,

と2θ∂, ど2ヱ 9, 翠9θ翠, を9ク5, 57=δ ,

δ8ヱ 9, δ9=θ , 72∂ク

=9=θ
, =997, 22=8, ∂

=θ
8,翠θ22,

57グ∂, δθθ7, δθヱ7, δδθ8,δδ
=θ

,

〔文 献〕平城宮跡発掘調査部「昭和 40年度平城宮跡調査概報」『奈良目立文化財
'f究

所年

報 1966』 (1966年 )p.36～ 39

前掲 『奈文 TIJ十年報 1967』 p. 42～45

平城宮跡発掘調査部「平城宮跡と平城宮跡の調査」『奈良国立文化財
'F究

所年報

1980』 (1980■三)p. 33・ 34

57 束南入隅の束面外濠迂回路SD5050・ SD5100(6ALS一 J区 39次調査 )

SD5100は ,束一坊大路の西側滞 SD4951を ,小子門 SB5000の 造営にともなって, i荀 ヘー部

迂回させた滞。両岸を杭 と側板 とで護岸 してお り, 両側板間の幅 1.5m,深 さ 0.8mを はか

る。SD5100の 設置にともなって廃絶 した旧流路(SD4951の 一部)か ら,養老 3年 (719)～ 神亀

2年 (725)の 紀年木簡, SD5100の 耳t積土から,神亀 5年 (728)～ 神護景雲年間の紀年木簡が出

土 してお り,開盤の時期は和,亀年間のことと推定される。 SD5100は 小子門の西北で束へ急角

度で屈山するが,後 になって屈曲が穏やかな SD5050に 改修される。SD5050も 両岸を杭 と側板

とで護岸 してお り,底 に径20～ 30cmの 玉石を敷 き,両側板間の幅1.2m,深 さ0.2 mo SD5100

からは,55点 の木簡 とと もに人形・杓子・部材・琴柱・鎌柄・火鑽板などの木器, SD5050か

らは,31点 の木簡 とともに人形 。二官八省名を習書 した檜扇などが出土 した(fig.144)。

〔木器番号〕SD5050,翠 9θδ  sD5100;57θ δ,δ ttθ ヱ

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1967』 p.42～ 45

58 宮域束南入隅の土壊SK5104(6ALS J区  39次調査 )

2小
子門 SB5000の「L~南 , 束一坊大路西側溝 SD4951の束にある南北に長い楕円形土壊。長径

.m,短 径2.3m, 深さ0,7mで , 檜皮 。折のはつり暦, 作門所に関する木術をおゝくむ 5点

の木簡,建築部材の残欠,斎串などが出土。SB5000造 営時の庭芥処理用の上墳(fig,144)。

〔木器番号〕をδ
=θ

〔文  献〕同 上

59 束院の園池SG5800B(6ALF J・ K・ L・ P区 44・ 99。 120次調査)

束院の東南隅にある園池。南北約 60m,束西約 60mで ,釣 の手状に複雑に屈山 した汀線を

もつ。上下 2層 にわかれ,下層園池 SG5800Aは汀線に沿 って幅 2～ 6mに わた り,径 30 cm

前後の扁平な安山岩を敷 き詰め,水深は 50 cm内外。上層園池 SG5800Bは東北隅を束へ拡張

し,池底の全面に玉石を敷 き,中島・景石・橋・匈殿風建物などを設け,水深は 30 cm内 外。

下層園池の造成は 8世紀前業,上層園池への改作は天平勝宝年間,園池廃絶は 9世紀前半と推

定される。木器は上層のSG5800Bか ら出土 (fig。 145)。

〔木器番号〕ヱ
=θ

8, =9=ゑ  ク7θ∂, 翠θヱ8, をθβθ, 翠2=翠, 58ヱδ, δ∂θ翠, δ8θ 7,

σ8θ9, δ8=2, 7θθ9, 7θヱδ, 722δ , 7ワ∂8

〔文  献〕「調査研究概況」『奈史国立文化財研究所年報 1968』 (1968年 )p.38・ 39

前掲『奈文研年報 1977』 p.24～ 28

=δ
θ

Fig 144 平城官跡束人隅都造構略区I

9  ~   ,Om 械 調朴区

fig 145 平城宮跡束院東南隅遺構略図
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日u lgJ『秀髯メこつf/f―専根 1980』 p. 27-30

60 束院園池の機敷様施設SB8466(6ALF―J・ K区 99久調査)

上層園池 SG5800Bの 西岸で,池中にのびる棧敷様施設。 4間 ×3間 の総柱の掘立柱南北棟

で,岸辺の柱囲い SA8467・ SA8468。 SA8469の 東延長に建つ。桁行は,端問 1.5m,中央2

間が 3mだが,東側柱の南端間は2.4mと 広 く,園池東岸へ通ずる渡廊 SC8465と 柱を共用す

る。梁間は西 1間 が1.5m,他は2.4mで ぁる。柱掘形には鬼瓦・凝灰岩切石を敷 く。ただし,

西側柱の南北両端から各 2個 目の柱は礎石立。柱掘形から斎串・ くさび 。栓などの本器が出土

した。収録 した黒漆塗薄板は南西隅の柱穴から出土(fig.145)。

〔木器番号〕ti'8θヱ, δ8θ ,を,

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1977』 p。 24～28

61 束院の木塀SA9063(6ALF I区  110次調査)

園池SG5800の北方にある掘立柱束西塀。南面大垣の心から北 100.5mの位置にある。10尺

等間で12間分を検出し,さ らに西へのびている。東は東面大垣近 くまで検出したが,大垣への

とりつき状況は不明。柱掘形の埋土から,杓子 。折敷・箸などの木器が出上 した(fig.145)。

〔木器番号〕翠β〃δ

〔文  献〕平城宮跡発掘調査部「平城宮跡と平城宮跡の調査」『奈良国立文化財研究所年報

1979』  (1979生F)p. 21-23

62 東面外濠SD5780(6ALF―DoE・ F・ H,6ALG―A・ B,6ALH,6AFI―R区  44・ 68・

99・ 118-23・ 123-26yk電同ヱ竪)

東二坊坊間大路の西側濤で,第 44・ 99次調査区では,東院地区東面外濠をかねている。第68・

123-26・ 11823次調査区では,左京二条二坊六坪・五坪,左京三条二坊七坪における南延長を

確認。濤の規模は場所によって差がある。第44次調査区の二条条間大路の北では幅 4～ 6m,

深さ0.5mの 素掘 り洋,二条条間大路を横断する部分では,古 くは幅4mの素掘 り濤だが,後

に杭と側板とで護岸 して,幅 1.2mに縮小する。第68次調査区では幅 3m,第 123-26・ 118-23

次調査区では幅 2.5m, 深さlm弱 ,第 123-26次調査区では,西岸をシガラミで護岸する。第

44o99次調査区では天平15年 (743)～ 20年の紀年木簡をおゝ くむ600点 以上の木簡と土器・瓦,第

68次調査区では宝亀 2年 (771)の 紀年木簡をお、くむ 79点 の木簡や三彩瓦・土器,第 123-26次調

査区では神亀 4年 (727)の 紀年木簡をおゝ くむ 18点の木簡,平城宮土器Ⅲを主体とする土師器 。

須恵器,緑釉平瓦 。帯金具,第 11823次調査区では木簡18点 ,平城宮土器正～Ⅲを主体とする

土師器・須恵器などが木器と共伴 した(fig.145)。

〔木器番割  θ328, θ∂∂5, ヱ9θ∂, 翠θヱ9, 57∂θ, δ9θθ

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1968』 p.38・ 39

前掲『奈文研年報 1971』 p.27

市tつ動 『妥終が10f・盗F専浸 1977』 p. 24-28

奈良目立文化財研究所「左京三条二坊七坪の調査 (第 118-23次 )」 『昭和56年度

平城宮跡発掘調査部発掘調査概報』(1980年 )p.29

前掲『奈文研年報 1981』 p.27

=δ =
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第Ⅲ章 遺跡解説

63 束院南面外濠SD5200(6ALS― D・ G,6ALF一 FoM・ Q区  39・ 44・ 120次 調査)

二条条問大路の北側濤で,束院地区の南面外濠をかねる。新旧の 2時期があり,古 い時期の

溝は,幅 2.4m,深 さ0.5mの 素掘 り濤で,東一坊大路を横切って,SD4951に接続する(第 39

次調査区)。 新 しい時期の滞は, 古い時期の滞よりも南へ約 3mず れた位置にあり, 束一坊大

路の東端から始まり (第 39次調査区),東二坊坊間大路の西側滞 SD5780に合流する (第44次調

査区)ま での全長約 230mを 確認。径 20～ 30 cmの 玉石で両岸を護岸 し,幅 2～ 3m,深さ 0,6

m。 新旧両滞あわせて木簡約 200点 と木器が出土 (fig。 145)。

〔木器番号〕25=翠 ,δ 9θク

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1967』 p.42～ 45

日も

'議

 『秀ミ)こ褐呼勾岳幸R 1968』  p. 38・ 39

前掲『奈文研年報 1980』 p.27～ 30

64 南面外濠SD1250(6AAI一 N,6AAY― C・ F, 6ABZ―E, 6ACU一 E・ H,6ABY―L区  32

・ 122・ 130・ 133・ 143次調査 )

二条大路の北側滞で,平城宮の南面外濠をかねる。 第 32次調査区では, 束一坊大路西側濤

SD4951お よび束方大濤 SD3410と の合流点,第 122次 調査区では南面束門(壬生門)前,第 130・

143次 調査区では朱雀大路東側濤 SD9920お よび同西側滞 SD10950と の合流点,第 133次 調査

区では南面西門(若犬養門)前 において確認 した。 このほか,第 14次調査区(6ADH区 )で も,そ

の北肩を検出。幅3.0～ 4.2m,深 さ0.6～1,2mの 素掘 り滞であるが,宮域内からの排水路 (SD

3410,SD10250)を受ける部分では,幅が著 しく拡大 し,杭で護岸する。また,壬生門前では,

束西約32mにわたって,両岸に人頭大の石を積んで護岸する。大量の木簡・土器・ 瓦・金属器

。木器が出上 し, とくに壬生門前では,霊亀 4年 (718)～ 天平 6年 (734)の 紀年木簡 とともに,

200点以上の人形をおゝ くむ形代類が出土 した(fig.137,144・ 146)。

〔木 器 番 号

'〕

θ20と , =998, ク

=θ
δ , Fヱ θ 翠 , 翠 Frθ σ , 翠δ ヱ∂ , ィ 82=, 翠 9=θ , 孝 9ヱ

=, 5∂
OFr,

5を′∂, 55θを, 55θ5, 55θδ, 55=を , σσ05, 5δθ7, 5δヱ∂, 58θ9,59=ヱ ,

δ005, δ2θ翠, 7ク∂率

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1967』 p.42～ 45

前掲『奈文研年報 1981』 p.14～ 16

前掲 F奈文研年報 1982』 p.9・ 10

前掲『奈文研年報 1983』 p.2・ 3

65 平城宮内で出土遺構未確認の木器

6AAI区 ;θ
=20  6AAC区

,'9θ翠,7=25  6AAG区 ;∂
=θ

9,370δ , δδθ2,

6ADI区 ,32θ2  6AAB区 ;∂209  6ALS区 ;δ5=7

M 平城京跡  へいじようきょう

平城京を構成する条坊の発掘調査は近年著 しく進展 し,奈良市教育委員会・ 奈良県立橿原考

古学研究所,奈良国立文化財研究所が発掘の任にあたっている。以下の遺構解説でとくに調査

機関を明記 していないのは,奈良国立文化財研究所が調査 したもの。木器は大路の側濤あるい

は条坊内の濤・井戸などで発見される場合が多 く,出土状況は宮域内と大差ないが,木器の種
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類や組成・質・量の比較は今後の課題である。低地の左京のほうが出土量が多い(fig。 147)。

1 左京二条条間大路の南側濤SD5785 o SD5788(6ALG― AoC,6ALF― Q区 44・ 120次調査)

平城宮東院の南側にあたる三条条間大路南側滞。 SD5785は 平城京造営当初の濤。のちに北

へ移動 し, 3回 にわたって改作する(SD5788・ SD5787・ SD5786)。 SD5785は 幅 2.5m,深 さ

0.3～ 0.6mの 素掘 り濤。SD5788は 幅3m以上,深 さ0,5mの 素掘 り濤で,玉石で護岸 したSD

5787が南岸を破壊 している。SD5785か らは和銅 7年 (714)の 紀年木簡と木器が出土 (fig。 145)。

〔木器番号〕SD5785;θ∂θ2, ヱ9∂ヱ, F5θ9, 7ヱ ク翠, 7′29

SD5788;ヱ 9θ5, ををθ逐

献〕前掲『奈文研年報 1968』 p.38・ 39

前掲『奈文研年報 1980』 p.27～ 30

2 法華寺南限の濤SD03(6BFK一 D区 123-4次調査 )

平城宮束院の東は,本来,藤原不比等の邸宅で, のちに光明皇后の 皇后宮 とな り, 天平 17

年(745)に 宮寺に改められた。これが法華寺のはじま りで,そ の西南方に天平宝字 3年 (759),

光明皇太后の発願によって着工 した阿弥陀浄土院がある。

SD03は法華寺旧境内の西南隅で検出 した東西濤で, 北側の掘立柱東西塀 とともに, 法華寺

と阿弥陀浄土院 との境界を画する。幅 2,7m,深 さ 0.5mの 素掘 り濤で,43点の木簡 。瓦・ 土

器とともに,「廣石」の墨書のある曲物・ 杓子 。鳥形・ 楔・建築部材などが出土 (fig。 148)。

〔木器番号〕δθク
=

〔文  献〕奈良国立文化財研究所「法華寺西南隅の調査 (第 123-4次 )」 『昭和 55年度平城宮

跡発掘調査部発掘調査概報』(1981年 )p.44～ 45

3 左京一条三坊十五 。十六坪の滞SD485(6AFB― I・ H区 55・ 56次調査)

左京一条三坊十五・十六坪で 2坪の敷地をもつ邸宅跡を発掘した。数棟の掘立柱建物があ

り, その間を SD485が東西方向から南へと曲尺状に流れる。溝幅は2m内外で,部分的に分

流・氾濫し,一部を杭で護岸する。和銅 6年 (713)・ 霊亀 3年 (717)・ 養老 7年 (723)の 紀年木

簡をおゝくむ33点 の木簡,平城宮土器亜の上師器 。須恵器・施釉陶器や■6点の墨書土器・土馬

とともに木器が出土した(fig。 149・ 150)。

〔木器番号〕θ∂θ翠, θ∂27, θ7ヱ 9, =∂θ2, 3=θ∂, ∂∂θ8, 翠θヱ2, と,27, 翠σθδ,492θ ,

5翠θ翠, 57翠2, 59=7, 59=8, δ7θ9, δ77θ , 7θ王を, 7ヱ
=を

, 7=2ヱ

〔文  献〕黒崎直「木製品」『平城宮発掘調査報告Ⅵ』奈良国立文化財研究所学報第23冊

(1975年 )p. 78～ 82

4 左京一条三坊十五坪の井戸SE495(6AFB―H区  56次調査)

方形縦板組の井戸。一辺1.8m,深 さ3.5mの方形掘形内の各辺に, 幅20 cm内 外の板 6枚

を縦に並べ,方 6cmの角材で内側に横棧を組んで固定する。整地土との関係などから, 8世

紀前葉の年代があたえられる。埋土から斎串 。曲物などの木器が出土 した(fig.150)。

〔木器番号〕∂β
=を

〔文  献〕同 上

fig。 148 平城京跡木器出土地点 (1)

(1:25000 奈良)

fig.149 平城京跡木器出土地点 12)

(1:25000 奈良)

=δ
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第Ⅲ章 遺跡解説

5 左京一条三坊東一坊大路の東側濤SD650(6AFB― A～E区 57次調査)

東三坊大路の東側涛。一条大路の北約 240mの 間を検出 した。濤は新旧 2時期にわかれる。

下層の濤 SD650Aは幅 2.5m前後,深 さ 1.lm内 外の素掘 り濤,上層の洋 SD650Bは 幅 2m前

後,深 さ0。 5～0,9mで ,部分的に杭や石で護岸する。発掘南限の一条大路付近で大 きく氾濫 し

ている。遺物の多 くは SD650Aに ぞ くし,天長 5年 (828)の 告知札をおゝ くむ 33点 の木簡, 和同

開I小から貞観永賓に至るまでの 9種の銭貨,土師器・ 須恵器・施釉陶器 。黒色土器・瓦などと

ともに木器が出土した(fig。 149・ 150)。

〔木器番号〕θヱθ7, θ
===, 

θβ2ヱ , θ22(:',

来

三

坊

大

路

ヱヱθ2, =20∂ , =2θ翠, =″θ5,

クラ
=を

, β2ヱ 5, 72ヱ δ, ク∂θ
=,

2をθ9, 2翠
=θ

, 2翠
=9, 2イ

2∂ ,

2δθ5, 27θヱ, 27θを, 27θ8,

ど∂ヱθ, 37θど, ∂7θ翠, 37θ9,

イθヱ翠, 翠グ∂θ, と∂
=θ

, 翠∂2=,

5翠
=5, 5翠 =δ

, 5δθσ, 5δθ8,

58θ 2, 58θδ, δθ2θ , δヱθ9,

δσθ9, δ5ヱ∂, δδθを, δδ2ヱ ,

δ8=∂ , δ82θ , δ829, σ8∂θ,

θ2∂
=, 

θ7θ翠, θ7ヱ ′,

ヱ〃θ7, ヱ∂θ8, ダ92δ ,

29θ2, 〃∂θ∂, 2翠θノ,

クを率θ, 2翠坐2, 2翠をど,

∂θθδ, ∂ヱヱ
=, 

∂
==5,

38θ 8, 39θ∂, 39θδ,

翠翠θ9, 翠5ヱθ, `σ
=7,

5δ
=2, 

σδグθ, 57θ
=,

δ20ク , δ2θ∂, δ2θ 5,

δδ22, δδ29, δδク5,

δθθ翠, δ9θ7, 7θθ8,

θ7=δ , θ9=∂ , =θ θ7,

22θ∂, 22θ7,22=∂
,

2をθ2, 2翠θ∂,2をθ翠
,

ク翠をと, 2翠翠7,25θ ヱ
,

∂クθヱ, 92=θ ,∂∂θ7,

99ヱθ, どθθ7, とθθ9,

ど7∂∂, 翠9θ 8,5クθ9,

57θ 7, 57θ9,57翠∂
,

δttθ∂, σを
=を

,δσθ7,

δ7θδ, δ7θ 8,δ 7=0,

7ヱθ
=, 7ヱ

ヱθ,7=2θ ,

1ヒ ー 条 大 T各

9                       島Om

fig.150 平城京左京一条三坊十五

遺構BII図

束二坊大路

fig.151 平城京左京三条二坊十 。十五坪遺

構略図

72=8, 7227

〔文  献〕痢ヽ野昭「漆器」・黒崎直「木製品」『平城宮発掘調査報告Ⅵ』p.75～ 78,83～ 97

。十六坪

6 左京三条二坊十坪の井戸SE877(6AF卜H区 83次調査)

左京三条二坊十坪の邸宅の東辺にある方形横板組の井戸。一辺 2.3mの方形掘形内に,長さ

1.lm,幅 20～25 cm,厚 さ8 cm前後の長方形の板を井籠組にし,井戸底には玉砂利を 25 cm

ほどの厚さに敷 く。井戸枠は12段がのこり,枠板外面に墨書の番付がある。底の玉砂利のなか

から平城宮土器Ⅱ の土師器 。須恵器小片,井戸埋土から平城宮土器Vの上師器・須恵器ととも

に,斎 串 。曲物 。木槌・櫛などの木器が出土 した(fig。 148。 151)。

〔木器番号〕θヱθti', ∂{;「θ∂, をδどを,∂

〔文  献〕山本忠尚「木製品」『平城京左京三条二坊』 奈良国立文化財研究所学報第25冊

(1975年)p。 29～ 31

7 左京三条二坊十五坪の井戸SE967(6AFI―H区 86久調査)

左京三条二坊十五坪は 1坪敷の邸宅で, SE967は その中心部にある方形横板組の井戸。一

辺 3.6mの 方形掘形内に,長さ 1.5m,幅 27 cm,厚 さ5cmの長方形の板を井籠組にし,さ ら

に鉄釘で固定する。 井戸枠は 3段をのこし, 底に砂利を2～ 5cmの厚さに敷 く。埋土から平

城宮土器Vの上師器・須恵器・施釉陶器・瓦とともに,木簡 1点,斎 串・割物・挽物盤 。曲物

・陽物形などの木器が出上 した(fig。 148・ 151)。

〔木器番号〕25θ7, 29θ l:', ∂翠θδ, と7θ 7, 翠8θどを,, δ
=θ

7

〔文  献〕同 上

ヱδ翠
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8 左京三条二坊六坪の導水路SD1525(6AFI一Q区 96・ 109o121次 調査)

左京三条二坊六坪は 1坪敷の邸宅で中央に園池 SG1504を 設け,西方に建物群を配する。SD

1525は 北東部の河川から園池に給水する導水路。幅2.5～7.Om, 深さ 0。 4～ 0,7mの 素掘 り濤

で,園池と同様,六坪の東北から坪の中心部を南流 していた旧河川SD1560を 再利用する。 園池

の北でいったん水をため, 木樋SX1523をへて園地に導水する。 堆積上の下層から,和銅の年

紀木簡をおゝ くむ100点 余 りの木簡, 8世紀前半の土師器・須恵器,木器が出土(fig.148・ 152)。

〔木器番号〕θa盟 , ヱθθ∂, 2翠∂7, 55θ2, δttθ 7, δ7θ 2, δ82δ, 72∂σ

〔文  献〕奈良国立文化財研究所『平城京左京三条二坊六坪発掘調査概報』(1976年 )p.17

・18

奈良市教育委員会『平城京左京三条二坊六坪発掘調査概報』(1980年 )p.9

9 左京三条二坊六坪の旧河川SD1560(6AFI P・ Q区 109・ 121次 調査)

左京三条二坊六坪内で,平城京造営以前に存在 した河川。六坪の東北から坪の中心部を南流

し, 中高は約 12m(fig.152)。

〔木器番号〕θ7ヱσ

〔文  献〕同 上

10 左京三条四坊七坪の上墳SK1796(6AFG一 N区 116次 調査)

左京三条四坊七坪の西南部分 約 4分の 1を調査 し, 和同開珠の鋳銭官衛跡を確認 した。 SK

1796は 南半部にある円形土壊で, 鋳銭工房の廃止後に 1坪敷の邸宅として 利用 した時期のも

の。径約 4m,深さ0.9m。 井戸の可能性もある。「造仏」「左」「別女」などの墨書土器をおゝ く

む平城宮土器Ⅳの上師器・須恵器,装飾棒・刀子柄・ 斎串などの木器が出土 (fig。 149・ 153)。

〔木器番号〕∂5θ9,452θ ,δ 77ヱ

〔文  献〕奈良国立文化財研究所『平城京左京三条四坊七坪発掘調査概報』p.22・ 23

■ 左京三条四坊七坪の井戸SE1801(6AFG一 N区  116次調査)

左京三条四坊七坪の南半部にある方形横板組の井戸。鋳銭工房が廃止 した後の邸宅にぞくす

る。 1間 四方(束 西 3.3m,南 北 3,Om)の 覆屋 SB1800内 にある。井戸掘形は 2段をなし,上

段掘形は東西3.9m,南北 3.2m,深 さ0.6m,下段掘形は上段掘形の東寄 りに,一辺2.2m,

深さ 0,5mの 正方形に掘込んでいる。下段掘形の中央に,長さ 1,7m, 幅 30 cm前 後の長方

形のヒノキ板材を井籠組にする。井戸枠は 4段をのこし,内法は東西 1.60m,南 北 1.63m。

平城宮土器Vの土師器 。須恵器とともに,櫛・斎串などの木器が出土 した(fig。 153)。

〔木器番号〕ヱ8θ盈 を7θ 8

〔文  献〕同 上

12 左京三条四坊七坪の土族SX15(6AFG―O区 116次調査)

左京三条四坊七坪の中央部にある和同開ムの鋳銭工房に関連する焼土土羨31基 のひとつ。南

北1.8m,束西0.9m,深 さ40cmの 長方形で,底 は2段に掘込んでいる。焼土・木炭とともに,

炉壁の残片 。和同銭絶・銅津・るつぼ 。おゝいごの羽日,平城宮土器Ⅲの土師器・須恵器,曲物

・斎串などの木器が出土 した(fig。 153)。
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平城京左京五条二坊十四坪遺構変

第Ⅲ章 遺跡解説

〔木器番号〕翠7ク8

〔文  献〕同 _と

13 左京五条二坊十四坪の井戸SE02(6AFQ― F区 奈良市調査)

左京五条二坊十四坪は 8世紀中葉には 1坪敷で内裏に似た建物配置の邸宅を形成するが,当

初は 4分の 1坪 に 区画 していた。 SE02は 当初の遺構で, 十四坪西北部の住宅に ともなう井

戸。 1辺 1.8m, 深さ 0。 95mの 方形掘形の底に,長径(南北)69 cm, 短径(東西)37 cmの 曲物

をすえる。埋土から平城宮土器Ⅲの土師器・須恵器が出上 した(fig.148・ 154)。

〔木器番号〕∂δθヱ

〔文  献〕金子裕之 「平城京左京五条二坊二十四坪発掘調査概要報告・木製品」『奈良市埋

蔵文化財調査報告書 (昭和54年度)』 (1980年 )p。 32～ 38

14 左京五条二坊十四坪の井戸SE03(6AFQ―F区  奈良市調査)

左京五条二坊十四坪を 1坪敷として利用 した時期,正殿 SB06・ SB14の 西に付設 した井戸。

当初の井戸 SE03Aは ,一辺 3.3m,深 さ 1。 3mの 方形掘形内に,長さ 137 cm,幅 25 cm内 外

の長方形の板を井籠組にする。井戸枠は 4段をのこし,内法は方 1,3 mo SE03Aの 内側に,後

になって方形縦板組の井戸 SE03Bを つ くる。SE03Bの構築に際 しては,SE03Aの 内面に沿っ

て,垂直にと。3mほ ど掘下げ,四隅に長さ1,7m,10 cm角 の柱を立て,上中下 3段に横棧を渡

し,そ の外側に幅 15～ 27 cmの 板を各辺 6枚前後並べる。内法は方 lm前後。井戸のなかから

は,平城宮土器Ⅵを主体とする土師器・須恵器・施釉陶器,る つぼ・瓦・碁石・ガラス玉,漆

器とともに,斎 串・独楽・刀子輪・櫛・檜扇・曲物・釣瓶などの木器が出上 した(fig。 154)。

〔木器番号〕
=7θ =,翠

σ2ヱ ,48θ翠,δ ttθ8

〔文  献〕同 上

15 左京五条一坊四坪の井戸SE1081(6AFR―L区 90次調査)

左京五条一坊四坪で四分割の宅地割 りを行い, 主屋と付属屋からなる遺構を検出した。 SE

1081は 主屋にともなう円形縦板組の井戸。掘形は平面楕円形で,上下 2段に掘込む。上段掘形

は束西 1.8m,南北 1.5m,深 さ0.9m,下段掘形は東西1,Om,南北 0.8m,深さ 1.lmで ,

底に径 48 cm内外の曲物側板を 3段に積み,外側に接 して幅20 cm内外,長さ1.5m以上の板21

枚を 2重に立て並べる。なかから少量の瓦や土器片が出上 した。 8世紀中葉のもの(fig。 148)。

〔木器番号〕θ翠ヱ∂

〔文  献〕前掲『奈文研年報 1975』 p,22・ 23

16 東堀河SD1300(6ATI― I・ J,6AHN区  98o141-23次調査)

平城京の東堀河。東市北辺の左京八条三坊九坪 (第 93次調査区),お よび左京九条三坊十坪の

九条条間路との交叉点 (第 14123次調査区)の 2個所で確認。第93次調査区では,当初,幅約

10m,深 さ1.4mの 素掘 りの濤であったが,後 に8mにせばめてシガラミで護岸する。第14ト

23次調査区では,幅約■ m,深 さ 1.3mの素掘 り濤で, 改修の痕跡はなく,九条条間路との

交又点に橋 SX2350を 架ける。堆積土から, 8世紀後半～ 9世紀前業の上師器・須恵器,人面

墨書土器,土馬,金属製品などとともに,木器が出土 した(fig。 155・ 156)。

ヱδδ
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〔文

6奈 良 県

〔木器番号〕θ8θ5, ヱ9θヱ, 2望θδ, 2翠∂σ, 2イ翠9, 25θ5, ク5θδ, 29θδ, 翠θヱ5,5θθ2,

5θθ∂, 5=θδ, 5を 0ヱ , 5δθ9, δ8ダ 7

献〕奈良県『平城京左京八条三坊発掘調査概報』(1976年 )p.40・ 41

奈良日立文化財研究所『平城京束堀川』(1983年 )p.22～ 24

17 左京八条三坊十坪の小路側滞SDl155(6ATI― H区 93次調査)

左京八条三坊で宅地ならびに小路の発掘調査を行い,庶民住宅の宅地割 りが具体的に判明し

た。SD■55は九・十坪の坪境小路 SFl160の南側濤。幅3.4～3.8m,深 さ 1.2mの素掘 り濤

で,西流 して束堀河 SD1300に 合流。十坪の束半部を東西 2等分する位置に, 小橋 SX■57が

ある。東端で南北の坪境小路 SF1331を横断する部分は, 杭と板とで暗県 SX■65にする。

堆積土から25点 の木簡, 8世紀中葉を主とする土師器・須恵器・ 施釉陶器・ 古越磁とともに

木器が出土 した。漆器工房に関連する遺物の多い点が注目される(fig。 155・ 156)。

〔木器番号〕θ∂θ∂, θ∂θ9, θ∂ダθ, θθ=L θ∂
=2, 

θ∂ヱ∂, ヱヱθ7, ′∂θ7, =9θδ,ク∂ヱヱ
,

25=2, 37=5, ∂5θ5, ∂92θ , 翠2θを, 翠δ25, 49=δ , 5δθを, δθヱ2,δ878,

7θθと, 7θθσ

〔文  献〕前掲『平城京左京八条三坊発掘調査概報』p.40・ 41

18 左京八条三坊九坪の井戸SE1230(6ATI I区 93次調査)

左京八条三坊九坪は,当 初は 8分の 1町の宅地割 り,の ちに北部のと画を16分 の 1町 に細分

する。SE1230は 北部の南東にあって, 当初および細分後もひきつづいて使われる方形縦板組

の井戸。掘形は上下 2段をなし,上段掘形は束西2.3m,南 北 2.8m,深 さ0.6m,下段掘形は

上段掘形の北寄 りに,東西 1.4m,南北 1.7m,深 さ1.Omの長方形に掘込む。下段掘形の底

に 10 Cm角 の木材を方形に組んで土台とし,四隅に丸柱を立て,上中下 3段に横棧を渡 し,外

側に幅 5～20 cmの板を羽重ねにして井戸枠とする。内法は方 0.9m。 底から,須恵器 。土師

器とともに,黒漆塗の薬壷・曲物などが出土 した。 8世紀後半(fig.156)。

〔木器番号〕2翠∂翠

〔文  献〕同 上

19 左京八条三坊十坪の井戸SE1350(6ATI一G区 94次調査)

左京八条三坊十坪の束辺中央部にある方形横板組の井戸。一辺90cm,深 さ3.5mで ,長さ96

cm,幅 20cm,厚 さ1.5cmの 枠板が 8段残存する。掘形底部の四隅に方形柱のあたり痕跡があ

る。埋土から奈良時代各期の土器が出上 し, 8世紀後葉まで存続 したことがわかる(fig。 156)。

〔木器番号〕翠∂
=5

〔文  献〕前掲『平城京左京八条三坊発掘調査概報』

20 左京二条五坊北郊遺跡

奈良市法蓮町の奈良高等学校敷において,1954年に掘立柱建物 1棟 と井戸 1基を発見 した。

建物は 2間 ×5間以上の規模で,南側に丼戸がある。井戸は径約 1.2mの 円形縦板組で20枚 の

板を用い。底には青灰色砂層があり,上部に土師器 。須恵器・瓦尊 。土馬・斎串 。木履が自然

木とともに堆積 していた。出土遺物から丼戸が 8世紀後半に廃絶 したことがわかる(fig,149)。

fig.155 平城京跡木器出土地点 俗)
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fig。 157 平城京跡木器出土地点に)

(1:25000 奈良)

第Ⅲ章 遺跡解説

〔木器番号〕2θθヱ

〔文  献〕田中一郎 「奈良高等学校校庭発見の 1号丸井戸調査概報」『文化史論叢』奈良国

立文化財研究所 (1955年)p.139～ 154

岡幸二郎「木履考」『関西大学考古学,F究年報工』 関西大学考古学研究会 (1978

勾畠)p. 48-50

21 西隆寺跡の土竣状遺構SX033・ SX035(6BSR一 東門地区 1次調査)

西隆寺は神護景雲年間(767～ 770年),構徳女帝が造営 した官営の尼寺。寺地は平城京右京一

条二坊九・十 。十五・十六坪の 4町を占め,南 は一条条間大路,西 は西二坊大路に而 し,西 に

西大寺,東に平城宮が隣接する。1971年～1973年の 6次にわたる発掘調査の結果,金堂 。塔 。

東門および西隆寺造営以前の奈良時代の掘立柱建物 。塀・井戸 。園池や十・ 十五坪の坪境小

路,古墳時代の遺構などを検出した。木器は,古墳時代の土墳(SX037), 西隆寺造営以前の奈

良時代の井戸(SE080。 SE130),西隆寺関連遺構(SD005。 SE010。 SX033・ SX035)か ら出土。

SX033・ SX035は ,西隆寺束門の北側から西へのびる寺内築地SA004と ,束門の西方約 10m

の位置にある南北溝SD005と が交叉する付近 (SX033), おょびその西北(SX035)に ある。堆積

土は木簡・檜皮 。土器・瓦・木器などを多量におゝ くむ黒色土層。西隆寺造営に関する塵芥処理

用の土羨の可能性がある。天平神護 3年 (767)～ 神護景雲 4年 (770)の 紀年木簡をおゝ くむ西隆寺

造営関連の木簡とともに,杓子・糸巻・斎串・挽物盤 。箸・部材などの木器が出土 (fig。 157)。

〔木器番号〕SX033,θ 9θ8  SX035,7σθ翠,7∂θ2  出土遺構未確認 ;57翠ヱ

〔文  献〕黒崎直「木製品」『西隆寺発掘調査報告』西隆寺調査委員会 (1976年 )p.62～ 66

22 西隆寺跡の土羨状遺構SX037(6BSR一 東門地区 1次調査 )

西隆寺東門の西北方にある下層遺構。土器溜 りとかんがえられるが,遺構の性格は明確では

ない。古墳時代の須恵器・土師器 とともに,糸巻・太刀把頭などが出土 した(fig。 157)。

〔木器番号〕θ9==

〔文  献〕同 上

23 西隆寺跡の井戸SE130(6BSR― 金堂地Ⅸ 3次調査 )

西隆寺金堂基壇の西側にある方形横板組の井戸。東西 2.35m,南 北 1.8m,深 さ 2.Omの

方形掘形内のやや東寄 りに,長さ 120～ 130 cm,幅 20～ 24 cmの 長方形の板を 井籠組にする。

内法は一辺 0.8m, 井戸枠は 6段 をのこす。埋土から平城宮土器Ⅲを主体 とする土師器・須恵

器,斎 串・部材などの木器が出土。西隆寺造営以前の住宅にともなう井戸である(fig.157)。

〔木器番号〕7=ヱ σ

〔文  献〕同 上

24 右京北辺三坊一坪の井戸SE237(6AGS―A区 ■2-4次 調査)

北辺三坊一坪推定地の南寄 りにある方形縦板組の井戸。一辺約 2.5mの方形掘形内の四隅に

径 10 cmの 丸柱を立て,上下 2段に横棧をわたして,下段横棧の外側に幅 25 cm,厚 さ5cm,

長さ 90～ 100 cmの 横板をはめ込み, 外側に幅 16～28 cmの 板を各辺 5枚づつ立てる。 内法は

方約 lm。 堆積土から平安時代前期の上師器,曲 物・斎串などの木器が出土 した(fig,157)。

ヱδ8



〔木器番号〕を8=∂

〔文  献〕奈良国立文化財研究所

掘調査部発掘調査概報』

6奈 良 県

「北辺三坊の調査 (第 11外4次 )」 『 昭和53年 度平城官跡発

1979上昇)p. 28・ 29

25 右京二条二坊十六坪の井戸SE540(6AGC― S区  187次調査)

右京二条二坊十六坪内の中央やや西寄 りにある方形縦板組の井戸。束西約 2.5m,南 北約 3

m,深さ2.2mの 不整楕円形の掘形内のやや西寄 りに, 東西 60 cm,南 北 70 cmの 井戸枠を設

ける。井戸枠は四隅に角柱を立て,上下 2段に横筏をわた し,そ の外側に幅 15 cm内 外の板を

立てる。掘形の埋土から平城宮土器Ⅲの土器,井戸のlg:積土から平城宮土器Ⅲの上師器・須恵

器,る つぼ,鉄鎌,木製杓子などが出土 した(fig.157)。

〔木器番号〕を2θδ

〔文  献〕奈良国立文化財研究所『平城京右京二条二坊十六坪発掘調査槻報」(1982年)p.23

26 右京五条四坊三坪の埋納施設SX30(6AGQ区―Lト レンチ 100次調査)

右京五条四坊三坪に建つ掘立柱建物の入日で発見された胞衣の埋納施設。一辺 0.4m,深 さ

0.5mの掘形内に,宝珠形つまみの蓋をもつ薬壺形の須恵器 (高 さ15.5cm,最大径 15.5cm)

を安置する。須恵器内に和同開弥 4枚・唐墨・筆管・織物をいれる。 F御産所日記』や『貞丈

雑記』などに見られる胞衣埋納作法に合致する。須恵器は平城宮土器Ⅲに該当する(fig。 158)。

〔木器番号〕どを
=∂

〔文  献〕奈良国立文化財研究所『平城京右京五条四坊三坪発掘調査概報』(1972年 )

p. 12・ 13

27 右京五条四坊三坪の井戸SE20(6AGQ区 ―Lト レンチ 100次調査 )

右京五条四坊三坪の中央やや西北寄 りにある円形縦板組の井戸。掘形は 2段 をな し,上段掘

形は長辺 5,4m,短辺 3.2mの 不整矩形,下段掘形は一辺 2.5mの 隅丸方形で,深 さは掘形上

面から約 5,lm。 井戸枠は幅 28 cm, 厚さ 6cmの 細長い板材 14枚 を縦に組み,各板を上中下

3ヵ 所の雇柄で固定する。円形に組むために,枠材の両側辺を鋭角につ くり,外面を中高に削

って曲面に仕上げる。内法径は 1,lm,井戸枠高は,内部に落込んだ上端部の板材 6枚の納穴

の間隔から4.5mに 復原できる。 板材 6枚 のうちの 2枚 には, 上端木 日面に 柄を 作 り出すの

で,円形井戸枠の上部に,方形の枠を組んで固定 した可能性がある。埋土から平城宮土器Ⅲ～

Ⅳの上師器・須恵器 とともに,刀子柄・ 曲物などが出土 (fig。 158)。

〔木器番号〕θ2ヱ θ,∂2θδ,∂∂θグ,35θδ

〔文  献〕同上 p.15

28 右京八条一坊十一坪の西一坊坊間大路西側滞SD920(6AII―NoO区  149次調査)

平城宮南面西門から南へのびる西一坊坊間大路(SF910)の西側滞。右京八条一坊十一坪の東

端で検出した。九条大路北側濤との交叉点においても, 南延長を確認 している (6AIM区 125

次調査Iト レンチ)。 溝上面の幅 5.5～■.Om,底幅 3.0～ 8.Om,深 さ約 1.5～ 1.75m。 埋土

の状況からA期 (平城京造営当初,堆積層なし), B期 (8世紀前半), C期 (8世紀後半～ 9世

紀前葉)の 3期にわかれる。 B期の濤は両岸を粘土で護岸する。土器・墨書人面上器・模造土

fig.158 平城京跡木器出土地点 (5)

(1:25000 奈良)
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fig。 159 平城京跡木器出土地点(6)

(1:25000 大和郡山)

第Ⅲ章 遺跡解説

器 。土馬・墨書土器 。瓦・木簡などとともに木器が出土 した(fig。 159)。

〔木器番号〕θ205,θグθ7,θ2∂θ,=∂ヱ5,59ヱθ

〔文  献〕工楽善通「木製品」『平城京右京八条一坊十一坪発掘調査報告』 奈良国立文化財

研究所 (1984年)p.38～44

29 右京西市跡の井戸SE395(6ASI区―Hト レンチ 2次調査)

右京八条二坊五・六・十一 。十二坪の 4坪は西市推定地である。1980年～1981年にかけて,

3次にわたり同推定地の西南部(右京八条二坊十二坪)を 調査 し, 3期 におよぶ奈良時代の掘立

柱建物群や井戸などを検出した。SE395は十二坪内の中央北寄 りにある方形縦板組の井戸。平

城京造営以前の自然流路に堆積 した荒砂層を,一辺 1.2m,深 さ2mの 方形に掘込んで,一辺

約 0.6mの井戸枠を組む。井戸枠は多足机の天板・棚板状木製品や幅 20 cm内外の板を縦に

重ね,内側に横棧を方形に組んで固定。掘形の埋土から平城宮土器Ⅱ,井戸の埋土から平城宮

土器Ⅲ oⅢの土師器・須恵器やモモ・ クルミ・ ヒョウタンの種子などが出土 (fig。 159)。

〔木器番号〕δ5ヱδ

〔文  献〕上原真人「木器 。金属器」『平城京西市跡』奈良国立文化財研究所 (1982年 )

p. 26・ 27

30 右京九条一坊四坪の九条大路北側濤SD950(6AIM区 ―工～Ⅳ トレンチ 125次調査 )

大和郡山市観音寺町に所在する九条大路の北側濤。右京九条一坊四坪の西南隅,同五坪の西

南隅,同十二坪の東南隅と西南隅とにおいて確認した。羅城門跡の発掘調査に際しても,同四

坪の東南隅で確認している。幅2.5～3.Om,深さ 0,8mの 素掘 り濤で,四坪と五坪の西南隅で

は, 北岸をシガラミで護岸する。 四・五坪の坪境小路との交叉点では, 両岸を杭と板とで護

岸。堆積土は大きく上下 2層 にわかれ,下層から平城宮土器Ⅲ,上層から平城官土器Ⅲ～平安

時代前期の上師器・須恵器が出土 した。木器には,斎 串 。人形・留針・糸巻 。曲物・折敷など

があり,ほかに木簡 2点,小型海獣葡萄鏡が出土 (fig。 159)。

〔木器番号〕
=∂ =ど

,ヱ 9=ヱ ,3δθ∂,99ヱ 5

〔文  献〕鬼頭清明・甲斐忠彦「木簡・木製品」『平城京九条大路』 奈良国立文化財研究所

(1981年 )p.28～ 29

和歌山県

A 野田地区遺跡  のだちく

有田郡吉備町野田に所在。1980年 5月 ～1981年 3月 に調査。有田川下流域左岸の沖積平野 と

河岸段丘上に位置する。平野部および段丘との境 目で,層位・ 流路・規模をかえて流れる10条

の濤を検出。 これらの溝は弥生時代後期末から室町時代に至る農業用水路であろう。

木器は洋 2～滞10か ら出土 している。濤 2は 14世紀初頭,濤 3は 13世紀中葉～後葉,濤 4は

■世紀中葉～13世紀前葉,滞 5は 10世紀後半,濤 6は 9世紀末～10世紀前半,濤 7は 9世紀 ,

溝 8と 9は古墳時代,滞10は弥生時代後半にぞ くする。本書では濤 4～濤 7か ら出上 した木器

を収録。滞 4は 幅 9m, 深さ lmの 素掘 り濤で,黒色土器・瓦器 。土師器 とともに,曲物・下
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fig 160 和歌山県の本器出土遺跡
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駄・鋤柄・ 刀子形などの木器が出土。濤 5は推定幅 2.4m,深 さ 0。 4mの素掘 り濤で,黒色土

器・土師器 とともに,人形 。曲物・匙・下駄・杓子などの木器が出土 した。濤 6は幅 2.5m,

深さ 0.3mの素掘 り濤で,土師器・須恵器 とともに,人形・ 斎串・ 机・ 曲物・ 箸・ 叩き板など

の木器があった。濤 7は幅 3m, 深さ 0.5mの薄で,土師器・須恵器 とともに,人形・斎串・

馬形・曲物・箸・横槌 。到物槽・下駄・折敷などの木器が出土した(fig。 161)。
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fig。 161 野田地区遺跡木器出土地点
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